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（江口）まず初めに，九州大学理事並びに副学長
を務めておられます河野俊行先生から，開会の
挨拶をいただきます．河野先生，お願いいたし
ます．
（河野）ありがとうございます．ただいま御紹介
に預かりました，九州大学理事・副学長の河野
俊行でございます．
本日は，年度末の大変お忙しい中，九州大学

webinar100「アジアからの高大接続－国際アド
ミッションにおける日本式教育と予備教育－」
に御参加くださいまして，誠にありがとうござ
います．今回，九州大学の関係者36名，学外の
参加者96名，合計132名の方々に御登録いただい
ていると伺っております．ひとえに，このテー
マの関心の高さがうかがえるかと存じます．
九州大学では，2010年に文部科学省国際化拠
点整備事業，通称，グローバル30と呼んでおり
ますけれども，それを開始いたしまして，はや
11年が経過いたしました．また，2014年には，
スーパーグローバル大学創成事業，タイプＡ
（トップ型）にも採択されまして，大学の国際化
を進めてまいっております．さらに，九州大学
は，2019年にアジア・オセアニア研究教育機構
を設立しまして，アジア・オセアニア地域の研
究活動にも力を入れてきております．
今回，ウェビナーを主催されています九州大
学教育学部におかれましては，2018年に九州大

学内の学内競争的資金，教育の質向上支援プロ
グラムに採択されまして，「アジア研究拠点の展
開に資するアジア各国における留学生獲得拠点
の形成」というプロジェクトを続けてこられま
した．我が国では大変珍しい，海外との高大連
携，高大接続を推進してこられ，2018年，2019
年の２年間で，中国，韓国，タイ，ベトナム，
モンゴル，マレーシアの15校ほどの教育機関を
直接訪問されておられます．そして，大変密接
な関係を築いてこられております．そのうち３
校は，九州大学教育学部の海外高大接続教育研
究拠点として協定を結ぶに至っております．本
日のシンポジウムでは，その成果の一端を皆様
に御披露いただくこととなります．
また，九州大学は令和元年度のデータにより

ますと，2,387人という全国でも９位の留学生数
を誇っております．国立大学で東京大学，京都
大学，大阪大学に続き４位，私立大学を入れて
も９位でございます．こういう中で，九州大学
にとりまして，優秀な留学生の獲得ということ
は，数とともに質を保証するということで大変
重要な課題となってきているところでございま
す．
本日のウェビナーでは，まず第１部で，九州

大学教育学部長であられます竹熊尚夫先生，そ
れから木村拓也先生に国際アドミッションの課
題と現状について御整理をいただきます．次に
第２部で，アジアからの高大接続事例の紹介と
いうことで，アジア各国の日本式教育を実践さ
れておられる学校関係者の先生方より御講演を
賜ります．
各先生方におかれましては，大変お忙しい中，

御講演をお受けいただきまして誠にありがとう
ございます．この場をお借りいたしまして，ま
た九州大学を代表いたしまして，心より御礼申
し上げたいと存じます．
そして，第３部では，九州大学の各部局より，

国際アドミッションの現状と課題と題しまして，
本学の国際化に尽力していただいている先生方

開会の挨拶
九州大学理事・副学長　河　野　俊　行

九州大学理事・副学長　河野　俊行
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から御報告を頂戴いたします．
本シンポジウムを通しまして，アジアからの
高大接続におきまして，現状がどのようなもの
であり，どういう課題があるのかということが
明らかにされ，よりよい海外の中等教育と日本
の大学との関係につきまして，御参加の皆様に，
より深く理解いただける内容になっておるかと
感じております．
このウェビナーが，皆様にとりまして有意義
なものとなりますことを心より祈念いたしまし
て，開会の挨拶とさせていただきたいと存じま
す．
それでは，よろしくお願い申し上げます．

（江口）河野先生，ありがとうございました．



第１部　国際アドミッションの課題と現状
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（江口）それでは，これより第１部，国際アドミッ
ションの課題と現状に移らせていただきます．
まず，九州大学教育学部長の竹熊尚夫先生，
九州大学人間環境学研究院の木村拓也先生，九
州産業大学基礎教育センターの中世古貴彦先生
から，「一流研究大学の留学生獲得戦略としての
国際アドミッション―アジアからの高大接続に

おける日本式教育，予備教育の観点から」につ
いて御発表をいただきます．
それでは， 先生方， よろしくお願いいたします．

（竹熊）教育学部長を務めております竹熊です．
本日はどうぞよろしくお願いいたします．この
ウェビナーに参加いただきました学部，大学の
先生方，また，本日，お忙しい中，御発表いた

一流研究大学の留学生獲得戦略としての国際アドミッション
－アジアからの高大接続における日本式教育， 予備教育 （ファンデーションプログラム） の観点から－

九州大学人間環境学研究院教授・教育学部長　竹　熊　尚　夫
九州大学人間環境学研究院准教授　木　村　拓　也

九州産業大学基礎教育センター講師　中世古　貴　彦

九州大学人間環境学研究院教授・教育学部長 
　竹熊　尚夫

九州産業大学基礎教育センター講師 
　中世古　貴彦

九州大学人間環境学研究院准教授 
　木村　拓也

九州大学人間環境学研究院准教授 
　江口　潔
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

だきます発表者の先生方，そして，セミナーを
準備していただいた皆様に御礼申し上げたいと
思います．

それでは，スライドに沿って発表させていた
だきたいと思います．
本発表では，前半の留学生の受入れの課題，
問題のトピックについて私のほうから，そして，
その後に人間環境学研究院の木村先生から，入
学制度，高大接続の事例，オーストラリアのファ
ンデーションプログラムについて御紹介いただ
きまして，また私のほうから，国際アドミッショ
ンの二つの方向性についてお話しさせていただ
きたいと思います．
ここでお話しすることは，先ほど河野先生も
言われていましたように，研究プロジェクトや
SHARE－Q，NEEP等の支援を得て，教育学部
の国際交流プロジェクトとして進めてきたもの
でございます．

一流研究大学の留学生獲得戦略
としての国際アドミッション

－アジアからの高大接続における日本式教育、

予備教育（Foundation Program）の観点から－
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まず，共通認識のために留学生受入れの課題
を整理したいと思います．スライドにはやや情
報を盛り込み過ぎましたので，本日の発表では，
スライドを４割ぐらいで眺めていただいて，お
話を６割ぐらいで聞いていただければと思いま
す．よろしくお願いいたします．
世界の留学状況はここ数十年で大きく変わり
ました．ニューノーマルでまた変化するかもし
れませんけれども，私費学生の増加，留学の多
様化，若年化による学部への留学の増加が見ら
れています．日本の大学の学費が安いことで，
安価な留学として人気が出ている一面もありま
す．このように留学状況が変化する中で，世界
から優秀な学生を集めるためには，留学生の学
力評価や入試制度をそれに合わせていく必要が
あります．しかし，一方，多くの大学では既存
の留学生の受入れ方式や留学生教育制度はそれ
ほど大きく変化はせず，留学生担当の教員と職
員の努力によって維持してきていると言っても
いい状況だと思います．
ここで，一つ，先日起きたアジアからの国費
留学生受入れの出来事を御紹介したいと思いま
す．本学の教育学部への願書を確認するに当た
り，質問が一つ見つかり，学部から教務課を通
して，本学の国際部に連絡してもらいました．
すると，それが文科省に行って，その後外務省
に伝わって，外務省から大使館に伝わって，本
人に連絡が取れたようです．その回答はまた同
じようなルートで返ってきたそうですけれども，
その前後に，その学生から，日本語で何と私に
別の質問が来ました．厳密な手順で行う伝言
ゲームとなってしまって，即断がこういう場合
できません．こうしたことは一例ですけれども，
留学生受入れシステムを改革していくことが必
要だと痛感しています．

２．アジアの学校教育スタイルと学習文化
→世界の学生の背景理解
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一流研究大学の留学生獲得戦略としての国際アドミッション

留学生は多様な背景を持つために，受入れ教
員や留学生担当職員が，一人一人を理解するこ
とは大変難しいといえます．学力評価について
言えば，５年ほど前に，オーストラリアの大学
のアドミッションの先生が，日本の高校の成績
やセンター試験の点数で選抜したいが，なかな
か難しいと話していました．当時，そこまでし
て日本から優秀な学生を獲得しようとしていま
したが，日本の大学や教員は，世界中の留学生
のバックグラウンド，教育歴について把握しよ
うということをまだ十分には行っていないで
しょうし，非常に大変な作業となります．
また，入学後のハードルもあります．大学教

員の中には，入試で受け入れたからには十分知
識があるはずだという御意見の先生方や，留学
生はお荷物だと考えている先生もいます．逆に，
どのように留学生を育てればいけばいいのか模
索されている先生も多いと思います．優秀な学
生と分かっていても，どのように指導し，教育
するのが効果的なのか，これは一通りではあり
ません．
この教育方法には，日本独特の学習文化も潜

んでいると思います．

例えば，ここにありますように，アジアから
の留学生は伝統的な教育―アジア従来型と書い
ていますけれども，試験制度の中で，暗記重視
の学習スタイルを身につけていることが多いで
す．学校は自由ではなく，厳しい競争に勝ち抜
いて来ていますので，一方では権威主義的な教
育に従順でもあります．ですから，急にクリティ
カルシンキングと言われても難しいでしょう．
有名な大学には家族の期待も大きく，同時に，
国費であればエリートとしてのプライドと責任
感が重くのしかかっています．

２．アジアの学校教育スタイルと学習文化
→アジアの留学生への認識の転換

5

＜アジア従来型＞
学習⽅式：知識暗記・スキル重視の注⼊式教育→⼤学教育⽅式、⼊試制度、授業形式
学校観・学習観・教育観：選抜的学校教育制度の地位と服従（学校の権威と⾒返り）
学習理由：期待されるニーズ 家族のため 親の勧めの優位性（＞⾃主性）
⾃尊感情：⾃尊⼼と権威 社会的エリート形成→エリートとプライド・リーダーシップ

＜⽇本型＞ ⽇本も同じ価値観を引き継ぎつつ発展・拡⼤してきた
電卓を試験で⽤いる事の意味 ⼿書きと筆算の重視
休⽇と宿題と趣味（ex．⾺）（≒ものづくり型）

これは，かつての日本の姿にもオーバーラッ
プすることなので共有しやすい部分だと思いま
すけれども，留学生の学習方法や内容の違いは
日本の伝統的学習観からも見ることができます．
スライドの下のほうには，電卓の例と，手書

きレポートと，宿題の例を挙げていますけれど
も，ある中堅国では大学生が２桁以上の掛け算
が苦手という日本人の理系の先生の評価があり
ました．その国では，学生は入試でも電卓を使
うので筆算ができないそうです．また，ある文
系の教員からは，レポートの手書きの重要性が
説かれていましたが，近年，ワープロを使うこ
とによって日本語能力の衰えが出ていると嘆か
れています．また，理系の博士課程で指導する
教員が，指導学生が休日，研究や課題をしない
ことをどう指導したらいいんだろうと悩んでい
るという話も伺いました．

電卓に代表される例は，学習内容が増えて，
教科の学習時間が足りなくなってきている日本
でも，学び方を変えていく必要があるかと思い
ます．もちろん筆算などは基礎として重要です
けれども，そのために，より高度な教育の時間
がなくなるのは，決められた時間と目的におい
て非効率となりつつあるという気がします．

エドワード・ホールという人類学者がおりま

伝統的学習価値観の変更「努⼒評価型」⇔「⾼度専⾨性」
例）⽇本ではなぜ関数電卓の利⽤が少ないのか。
→主に⽇本⼈の“気質”（＝厳格さ）にある

「⽇本⼈は勤勉なので、なんでも苦労して⾝につける傾向にある。電⼦辞書があっても、
まずは紙の辞書を引けるようにすることが⼤事なのもその⼀つ。だが、海外に⽬を向
けると、試験の時にグラフ関数電卓を持ち込みなさいというところもある。数学教育は、
計算ができることじゃない。なにかを解明できるようにしないといけない。・・・・煩
雑な
処理を簡単に済ませ、レベルの⾼い数学を学んだり本来の学習に⼗分な時間をかけら
れるようになる」

（ｂｙ長野県総合教育センター教科教育部主任指導主事新井仁氏）
出所） https://japan.cnet.com/article/35097874/?tag=as.latest（2017/03/10）

noM)02�学]I·MのË§�J%のae
地⽅出⾝学⽣の課題と同じ問題が海外から集う⼤学に（E.T.ホール）
ハイコンテクスト≒同質・寡黙・忖度社会 ←相互の社会⽂化価値観共有
ローコンテクスト≒多⽂化社会・都市←バックグラウンド価値観が相違
・教育Aのf7、教Ten、学M・試験のありか�、教育のu[と教育$の;l�勤勉dp�
・教Ten関G�gIするho、`wな⼈間関G
⇒アジアも先進型・21世紀型の模索へ
質を担保＋コンピテンシー重視（価値・協働対話能⼒・⾃律的実践・解

決能⼒）
基礎知識→⾼度専⾨≠既存課程「教養教育→⾼度専⾨化」
途上国エリート校も最新型教育や留学型（教科書輸⼊）を導⼊

（知識����V⽤�­�3@Aニ2ーシBG�¥題Ses�­）

�
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

すけれども，文化の特徴の超え方について端的
に説明しています．大学に例えると，大学とい
うのは多文化な社会であって，ローコンテクス
トな場であると言えます．つまり，背景が非常
に異なる，文化が違うためにしっかりと話をし
ないといけない．日本は中等教育と高等教育が
直結しているように見えても，今でも高校と大
学の授業法，教授法のギャップで悩む学生がい
ます．これは地方や学校で受けてきた受験勉強
と異なり，大学での学習文化に適応できていな
いことが考えられます．このため，大学には教
育課程の説明を詳細にすることが求められてい
ます．
一方で，アジアでも教育改革，入試改革が進
んでいます．これまでの試験志向の教育方式に
加えて，多くの科目を犠牲にしながらもコンピ
テンシー重視のインターンシップ，実践型授業
をさらに導入することに迫られています．また，
さらに革新的な取組としては，途上国のエリー
ト学校では，欧米の教科書や教育方法を導入す
るなどして先進的な教育課程を実践している学
校もあります．

ここに大学における教授法には調整が必要だ
というふうにありますけれども，これは大学側
の問題ですので今回は割愛させていただきます．
後で御覧いただければと思います．

���Y型4F=:F7�
学習·Mの�� w�的学+,の学習¾²の½pM

4IR-G*>'t��⾼度Mの¸Å

�qÇ的¿�Rb¯⼒�H·M�v'\�#$T¨
ex．�ka�発�¬M�H+4;キー、��_的学習®�FイH� -.G0ー

�f#��s/Z¯のy©�yl��qÁ(qÇ#$T¨
�学�,の6?�; O�的�L�78:AM
既存の>É§)+Şŀ＋⾃ÌĎŀ? Mkのİ«のŐű

�c[g~�t�g~'の�¢�学+�"2学習�度のI�
g~/uQt�の�^の�&ÆR!�-�学習,%(!2
|�・Ä´ê・教�2ÉUJß導ğĉ2実³実Ç2Ţďa協⼒ĖĀ

 ．�学教育�����学�の��
�

�

E3リクルート±���学校・ĉ度・学ô課程・教育şèの相違
ż3⼊学Ĕň±） 学ċのŅÁ・�がŬóMのŉŚşŠ
Ž3ŝô・z}ート±） �al学ôŅÁの学ċを`K教育VlのM
ž3⾼度専⾨・ĈŨ¦ġ±）ŬóĊをāeV教育

��+ク,ート>��学�の0�の^F
gULのR��M7の学⽣の)$ク!*�ン'のc4のblN

Ph�����?<がbl�海外X[A1c4?<�
3����
�ř��
����学位授¨[j ��

さて，ここからは大学への留学生受入れ制度
について御説明させていただきます．
受入れには，当該国の教育や学校の理解から
始まり，学生の選抜，受入れ，補習，基礎教育，
専門教育，そして高度専門教育へとつながるフ
ローがあります．
まずは，初めのリクルート期にあります留学
生の出身国や教育制度や教育課程ですが，これ
は卒業証書や成績証の読み取り方と言ってもい
いかと思います．欧米にはWESとか NARICな
ど歴史のある世界の中等教育の評価専門機関が
ありますが，日本にはまだ学位授与機構やアジ
ア学生文化協会―ABKなどで部分的に進めら
れているだけです．こうした情報収集作業で日
本が進まないのは，入試のアドミッション情報
がそれぞれ機密事項になってしまっていて，そ
れぞれの共有性が確保されていないことが関係
しているのではないかと考えております．

ここでは，留学生の母国側から見た教育課程
について御説明したいと思います．

これは中国を例とした数学の単元別学習指導
内容の比較をしたものです．
以前，箱崎にいた頃に農学部の緒方先生の

G30のプロジェクトに少しだけ参加させていた
だいて，その後，こうした比較検証を行いまし

国による教育課程・学習内容の相違

⼀例）教科別単元表⽐較 EXEL 
Files

数学・物理・化学(2015年資料)
http://comparaedu.org/custom4.html

※科研報告書（基盤C:25381134）「アジア・
オセ
アニアにおける⾼⼤の国際的接続に関する
調査研究」2015年

第5章 微分・積分の考え

The concept of differentiation and
intergration 第3章 导数 導関数

5.1 微分の考え The concept of differentiation 一　 导数 導関数

5.1.1 微分係数と導関数 Differential coefficients and derivatives 3.1 导数的概念 導関数の概念

5.1.2 導関数の応用

Applications of the derivative (Tangent
lines, increase/decrease in function
value) 3.2 几种常见函数的导数 ����関数��関数

5.2 積分の考え The concept of intergration 3.3
函数的和、差、积、商的导
数

関数�������������
関数

5.2.1 不定積分と定積分 Indefinite integral and definite integral 3.5 复合函数的导数 合成関数の導関数

5.2.2 面積 Area of figures 二　 导数的应用 導関数の応用

第3章 微分法 Differential calculus 3.6 函数的单调性 関数の単調性

3.1 導関数 Derivatives 3.7 函数的极值 関数の極値

3.1.1 関数の和・差・積・商
の導関数

Derivative of the sum, difference,
product, quotient of two functions 3.8 函数的最大值与最小值 関数の最大値と最小値

3.1.2 合成関数の導関数 Derivative of the composite functions 3.9
微积分建立的时代背景和历
史意义

微積分の歴史及び時代背景

との意義

3.1.3 三角関数・指数関数・
対数関数の導関数

Derivative of trigonometric functions,
exponential functions, logarithmic
functions

3.2 導関数の応用 Applications of the derivative
第4章 積分法 Intergal calculus
4.1 不定積分と定積分 Indefinite integral and definite integral

4.1.1 積分とその基本的な性

質 Integrals and their basic properties

4.1.2 置換積分法・部分積分

法

Integration by substitution, integration
by parts

4.1.3 いろいろな関数の積分 Integrals of various functions
4.2 積分の応用 Application of integration

4.2.1 面積，体積，曲線の長

さ Area, volume, length of a curve

第

三

册

选
修

Ⅱ

理

数

学
II

Derivatives
Integration

*the definite
integral

数

学
III

Integration
(Integral
calculus)

数

学
III

Differentiation
Derivative

中国全日制普通高中教材 (人民教育出版社)平成２１年　日本高等学校数学科の内容の構成

積分の学習は理解
レベルまで（until 2012)
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た．学習指導要領，教科書等で単元別に比較対
照表を作りました．少し前のデータにはなりま
すけれども，中国においては積分を通常の学校
では実施まですることはないということです．
留学予備学校ではやっておりますけれども，普
通の公立ではやっていない，理解のレベルまで
しかやらないということでした．ほかにも，証
明問題が苦手だとか，同じようなことが他の単
元の学習にも見られます．

もう一つ，３年前，日本の高専にいるアジア
を中心とした留学生360名に行ったアンケート調
査結果の一部を御紹介します．

こちらには中国人留学生は含まれないのです
けれども，数学では，さきに申し上げた教科内
容の差異として積分や行列，線形代数等の学習
がないことなどや，日本語の専門用語が分から
ない，日本語での授業に慣れないことが多いと
いうことが分かります．一方で，授業の厳しさ
にはあまり違和感がないと答えています．これ
は留学生が母国での厳しい授業スタイルに慣れ
ているためだと考えられます．

例）⾼専での留学⽣の学び

※科研報告書(基盤C:16K04610)「⽇本式⾼
専のモンゴル・マレーシアへの輸出と定着
に関する研究」(⽵熊尚夫） 2020年

Q2-1.     What is the difficult thing in learning “Mathematics” in Kosen?
「数学」で難しいのは何ですか？

Very 
difficult Difficult Not so 

difficult Easy

1 Study contents ／ Study units 教科内容／単元 9 113 205 28
2 Japanese terminology 日本語の専門用語 77 161 106 13
3 Strict Teaching style/ teacher 厳しい授業と先生 16 58 211 67
4 Methods  of  Examination /  Test 試験方式 20 99 194 40
5 Methods  of  calculating 計算方法 8 82 221 36

6

Contents Gap ex. Integral calculus, Determinant未学
習 23 86 106 30
→［応用数学 matrix, vectors   確率 statistic and 
probability ]                                                                           

7

Othersその他→［教授法ちょっと合わないしまだ慣
れてない teacher's talking pace lecture speed 専門
科目 ］ 6 7 10 5

これは理科ですけれども，理科でも同じよう
な傾向が見られます．理科では，実験を困難と
する留学生がとても多いです．アジアからの学
生は，理論だけで，実験をしたことがない，ま
た，エリート大学では実験よりも机上の理論を
重視すると聞いています．このほか，数学と同
様に，未学習内容―まだ学んでいない学習につ
いても戸惑っていることが分かります．
このように，高専の留学生調査からも学歴の
凸凹があることが分かります．これらの学習内
容の相違と学力差をどのような教育機関で調整
していくのかが次の課題となります．

ここからは，海外から日本などへ留学する流
れ図を概要として見ていきたいと思います．
下が海外の学校，そして，上が日本などの大
学です．海外の送り出し学校と真ん中辺りがこ
れから見ていく部分になります．いろいろな種
類の学校があって，いろんな体系があって，そ
れを準備教育しながら海外に留学させていくと
いうストーリーになります．

Q2-2.     What is the difficult thing in learning Science in Kosen?  
「理科・科学」で難しいのは何ですか？

�ery 
difficult �ifficult �ot so 

difficult Easy

1 Study contents ／ Study units 教科内容／単元 19 168 155 14
2 Japanese terminology 日本語の専門用語 116 166 72 4
3 Strict Teaching style 厳しい授業 16 92 206 40
4 Methods of Examination /  Test      試験方式 22 131 183 16
5 Experiment 実験 54 137 144 11

6

Contents Gap ex. Mechanics, Electricity   未学
習

27 92 73 15→［有機化学 most of specialised subjects   分子
生物学、機器分析 電子回路/電子理論
applied physics   ］

7 Othersその他 2 6 9 2
→［ no study week ］

15

アジアからの
留学モデル
（一部抽出）
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国際高大連携には，特にファンデーションや
マトリキュレーションと呼ばれているプログラ
ムと，その上と下の接続部分が関係してきます．
これらに右側の卒業資格，プログラム証明書―
ディプロマ，大学入学というこの三つが関わっ
てきます．

これを並べるとこの図のような形になります．
この図も十分ではなくて概念図ですけれども，
日本アメリカ式の6－3－3－4制ですね．下から，
中学，高校，そして大学４年間となります．イ
ギリス式の6－3－2－2－3制．６年間，３年間，
２年間，２年間，ロウワーとアッパーのフォー
ムシックスというのが２年間あって，それから
大学が３年間になります．それに応じて高校卒
業資格，試験，大学の学習時間が異なります．
特に，日本の場合は，真ん中の東工大の縦串
型の教養くさび型というのは一つの試みですけ
れども，一般的には，その左の教養教育を１年
でやってそれから専門教育を３年間やるという
スタイルになります．
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�������

�� ������������ ������� ������� ������� ����������
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日本に留学する場合は，以前は日本語学習を
中心とした日本語学校，日本留学予備教育が必
要でした．これはさきの先進国と比べて，１，
２年間のロスと見られています．以前，チュラ
ロンコン大学を卒業してきて私のところにいた
研究生は，日本語学校を経由してきたので，親
から「欧米に留学した兄弟がもう修士を取って
いるのにおまえは何をしているのだ」と言われ
て，大学院受験前に帰国させられてしまいまし
た．
今は，国際コースができてきたため，そうし
たロスは制度的には減っていますが，教育課程
のギャップは今でも残っていますし，高度な教
育を目指すほど，日本の大学教育に適応できる
学習態度をつくって，教科内容の凸凹を埋める
予備教育が必要とされています．
それでは，ここで発表者を交代します．

（木村）続きまして，木村から，日本の大学から
見たアジアの高大接続の見取図ということで，
お話をさせていただきます．
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1、2年の準備教育

日本の大学から見た
アジアからの高大接続の見取り図



─ 9 ─

一流研究大学の留学生獲得戦略としての国際アドミッション

まず，指摘させていただきたいのは，「高大接
続制度の設計の困難さ」であります．高等教育
が大衆化する以前では「進学校」に通う高校生
を対象とした制度設計であったということがで
きます．こうした中での制度設計は，日本人に
向けた制度設計でございますが，彼らに合わせ
た比較的単一の試験制度を用意すれば，それで
済んだということです．
それに対して，近年進んでおります大学入試

の多様化は，進学校に通う高校生以外の，ここ
には留学生も含まれますが，そうした入学希望
者に対して，大学へのアクセスをどう拡大して
いくのかという観点から設計されてきたとまと
めることができるでしょう．
例えば，帰国子女選抜，中国引揚者等子女選

抜，社会人選抜，専門高校卒業生選抜―これは
総合学科も後に名称として加わりますが，そう
いったものが次々と日本の中で制度化されてい
きました．
その創設に大きく影響を与えたのは，皆さん

御存じの臨時教育審議会答申であり，高等教育
への門戸開放や国際化への対応がうたわれたこ
とに基づく制度化でした．多様な受験生に合わ
せる結果，入試の多様化というものは進んでいっ
たわけです．

そうした高等教育の大衆化，つまり，受験生

高大接続制度の設計の困難さ

高等教育が大衆化する以前は、「進学校」に通う高校生を対象とした制度設
計であった。

大学入試の多様化は、進学校に通う高校生以外の入学希望者に対して大学
へのアクセスをどう拡大していくのかという観点から設計されてきた。

帰国子女選抜、中国引揚者等子女選抜、社会人選抜、専門高校卒業生選抜
の創設に大きく影響を与えたのは、1985-7(昭和60-2)年の臨時教育審議
会答申であり、高等教育への門戸開放や国際化への対応が謳われたこと
に基づく制度化であった（木村2021） 。
– =?4�m�_|%A�|VZxIHn�?k0Yo&'�_s�r�>--6j�
b`u�w~|"PNapl,E;/l2020.9<lpp.45-65.
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「正規の12年の学校教育課程を修了した18歳」という原則が出発点
1951(昭和26)年に大学検定試験の実施開始とともに大学検定試験合格者を追加
1978(昭和53)年に在外教育施設修了者を追加
1979(昭和54)年に国際バカロレア資格を追加
1985(昭和60)年に高等専修学校の生徒を追加(文部省高等教育局私学部私学行政課1986)
1995(平成7)年にアビトゥア資格を追加
1996(平成8)年にバカロレア資格を追加
2003(平成15)年に国際的な評価団体認定外国人学校(国内)の修了者を追加
1997(平成9)年に国内「飛び入学」者を追加
2003(平成15)年に大学が個別の入学審査を行うことを許可
2016(平成28)年にGCEA資格を追加及び12年課程に満たない者の追加
2019(平成31)年に外国における課程を修了した18歳以上の年齢制限を撤廃
こうした改正や告示を経て、帰国子女生、私費留学生、国内外のインター・ナショナルスクール修了生、
高等専修学校生などに、順次、大学入学を巡る機会の公正な確保がはかられていった。

例）海外赴任先の滞在国で各種学校としてしか認可されていないイン
ターナショナル・スクールに通った場合、12年の「正規の学歴」と見な
されず (水野1977:35)、英語圏の現地校に通った以外の帰国子女学
生の多くが、大学入学検定試験を受験せざるを得ないなどの負担が
のしかかっていた。国内でも、各種学校である朝鮮学校の生徒につ
いても、2003(平成15)年に大学での個別審査が可能になる以前は、
大学入学資格を巡る大きな課題であった。

の多様化に合わせるために，我が国では，戦後，
大学入学資格の弾力化を進めてまいりました．
そもそもが，「正規の12年の学校教育課程を修了
した18歳」という原則が出発点でありまして，
この正規の12年，あるいは18歳という条件を緩
和していく形で進んでいきます．
文献を読んでいくと，過去には，海外赴任先

の滞在国で各種学校としてしか認可されていな
いインターナショナルスクールに通った場合，
12年の「正規の学歴」とみなされなかったとい
う事例や，英語圏の現地校に通った以外の帰国
子女生徒の多くが，大学入学検定試験を受験せ
ざるを得ない状況もありました．
ただし，改正していく中で，徐々に帰国生，

そして私費留学生，国内外のインターナショナ
ルスクール修了生，高等専修学校生徒などに，
順次，大学入学をめぐる機会の公正な確保が図
られていきました．

次のスライドは，帰国生徒の総数と帰国学年
の割合を横の折れ線グラフで表しております．
大きな大学入試制度改革―共通一次とか大学入
試センター試験とか，今回の共通テストもそう
なのですが，そういったものが行われる数年前
から，１年生での帰国が増減したり，これ自体
はなかなか興味深いグラフなのですが，ここ30
年余り，大きく帰国生徒の数が増えているわけ
ではありません．そのことをまず確認しておき
たいと思います．
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

次に，スライドの左のグラフは，帰国生徒入
試での入学者全体に占める割合です．右のグラ
フは，2010年を１とした場合，ここ10年の変化
であります．このグラフから，帰国生自身は，
ここ30年大きく変化なしにもかかわらず―これ
は先ほどのグラフの内容ですが，帰国生徒入試
での合格者が減少しているということが分かり
ます．
ということは，別の入試枠で合格している可
能性が大きいと考えられるわけです．

次に，スライドの左のグラフは，一般入試に
よる入学者の2010年を１とした場合の国立大学，
公立大学，私立大学，そして短期大学も含めて
ですね，そうしたものの割合になります．特に
私立大学でその傾向が顕著なのですが，これを
見ると明らかに，一般入試以外の特別選抜によ
る入学者の割合が増えています．一般入試の
方々がどんどん減っているということですね．
右のグラフは，私立大学の一般入試とそれ以
外の入試の入学者の過不足でございます．御覧
いただきますと，マクロで見た場合，一般入試
以外の枠での入学者が，2017年度の大学の定員
管理の適正化政策以降，急激に増加しています．
ここにはグラフに表しておりませんが，さっき
の帰国生徒入試だけでなく，社会人入試，総合
学科・専門高校卒業生選抜なども減少し，AO入
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試による入学者のみが増加しています．
このことを私は，選抜制度の「ファジー化」
の現れと名づけています．つまり，あまりにも
多様化が行き過ぎると，それに大学側が対応し
切れない，「多様化＝選抜制度の多様化」の閾値
を超えると，恐らくその反動として，何でもあ
りの選抜制度をつくることでしかこうした多様
化を受け止めることができない状況が生じるの
ではないか．つまり，現場でコストはかけられ
ないということが現状であるのではないかと考
えています．入試で，どこまで受験生の個別ケー
スに対応していくのかという観点になります．
多様な国から多様な留学生が志願するというの
は，まさにそういうケースだと思います．

次のスライドでは，海外からの高大接続に生
じる矛盾と新たな展開を示しております．矛盾
するカリキュラムの接合点として「大学入試至
上主義」を挙げることができます．私が考える
に，このことは三つの主義から構成されている
と思います．「現地主義」―現地で学力を確認
する，「テスト主義」―大学側が課すテストを
受験させる，「非退学主義」―旦入学させたら
卒業まで面倒を見ることです．これはいいこと
もあるんですが，様々なところで齟齬を起こし
てきております．
また，日本留学生試験の問題は，各国のカリ

キュラムとの整合性を突きつけますし，大学側
が EJUの基準点を曖昧にしたり，学期の不整合
があったり，特定の国で EJUが受験できないと
いった問題もあります．何より，日本の大学に
は補助金のペナルティーを罰則とする厳格な定
員管理の制度があり，募集人数が明確にできな
いという留学生試験の困難点ということもあり
ます．

海外（アジアを含む）からの高大接続で生じる矛
盾と新たな展開

yxするâõãóôñのQ(点としての「大学入試����」

üÅの��からgJされている

「n/��」ýn/で学�をz�する

「éスê��」ý大学�が�すéスêを%­さÁる

「¨�学��」ý�Y入学さÁたら卒業Òで©�をÓる

$�j外中等教育とXbの大学とのQ�でyxをきたす
Xbr学生試­の-«は、'国のâõãóôñとのV(I

大学�が、���の基k点を^[にしていたり、'国で学`の�V(があっ
たり、中国では���が%­できËい-«Õある。

�×り、Xbの大学には��¡のïìöéßを��とする#eË;,~o
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一流研究大学の留学生獲得戦略としての国際アドミッション

次のスライドは，文部科学省が作成していま
す18歳人口の減少傾向が表れているグラフです．
平成４年をピークに減少しているということを
確認していただければと思います．

次のスライドは，学校基本調査のデータであ
りまして，高等学校に在籍しております外国人
生徒数のグラフであります．このグラフは注意
して見なければいけないのですが，いわゆる在
日外国人の方も含んでおります．ただ，そうだ
とすれば，平成４年度から18歳人口は減ってお
りますものの，逆に，このグラフでは，平成21
年からずっと増加傾向にあります．
このグラフからこれ以上のことを申し上げる

のはなかなか難しいんですが，後の発表にもつ
ながりますけれども，新たなニューカマーの存
在が浮かび上がってくるのではないかと思って
おります．
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万
人

進学率１(大学＋短大＋高専＋専門学校）

収容力（大学＋短大）

現役志願率（大学＋短大）

進学率２（大学＋短大）

短大入学者数（万人）

専門学校入学者数（万人）

高校等卒業者数（万人）

18歳人口（万人）

高専４年次在学者数

大学入学者数（万人）

● 18歳人口 ＝ ３年前の中学校卒業者数、中等教育学校前期課程修了者数及び義務教育学校卒業者数
● 進学率１ ＝ 当該年度の大学・短大・専門学校の入学者、高専４年次在学者数

18歳人口
● 進学率２ ＝ 当該年度の大学・短大の入学者数

18歳人口
○ 高校等卒業者数 ＝ 高等学校卒業者数及び中等教育学校後期課程修了者数
○ 現役志願率 ＝ 当該年度の高校等卒業者数のうち大学・短大へ願書を提出した者の数

当該年度の高校等卒業者数
○ 収容力 ＝ 当該年度の大学・短大入学者数

当該年度の大学・短大志願者数

出典：文部科学省「学校基本統計」（平成29年度は速報値）、平成42年～52年度については国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）（出生中位・死亡中位）」を元に作成
※進学率、現役志願率については、少数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

18歳人口は、平成21～32年頃までほぼ横ばいで推移するが、33年頃から再び減少
することが予測されている。

年

１８歳人口と高等教育機関への進学率等の推移

大学:         52.6 ％
短大:             4.7％
高専４年次: 0.9％
専門学校:   22.4 ％

大学: 56.6％
短大:  4.9％

大学: 52.6％
短大:   4.7％
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アジアからの高大接続の*�C	

国費留学（東京外国語大学、大阪大学の予備教育）

私費留学（主に、日本語学校経由）
私費留学（国際バカロレア経由）
私費留学（日本の高校に編入してから）

私費留学（現地日本式教育から直接）

留学経áのJ�,
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大学���±G��/"pd�KJ¬�
��·�Q¬²¯ �ÏÁÉ×�£«�¼
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�IM8Dv±�w>

ここで一旦まとめますと，日本の大学から見
たアジアからの高大接続の見取図として，留学
経路の多様化が挙げられます．一つは，国費留
学です．東京外国語大学，大阪大学の予備教育
経由であるものも含みます．もう一つは，私費
留学です．主に，日本語学校経由でございます．
また，国際バカロレアを経由する私費留学も存
在します．加えて，新しい傾向として，先ほど
の高等学校における外国人生徒数の増加にも見
られますように，日本の高校に編入してから大
学進学を目指すといったような新たな私費留学
のルートも考えられますし，実際に起こってい
ることではないかと思います．また，現地日本
式教育から直接日本の大学に進学するという
ルートも近年活発化しております．
また，留学生が受験する共通試験も複数化し

ており，日本留学試験ではなく，国際バカロレ
アもございますし，最近では，日本大学連合学
力試験による渡日入学も存在しております．
そして，大学での選抜制度ですが，これは国

も含めてでございますので，対応を全て行うと
非常に途方もないことになるわけなんですが，
どこまでこうした多様化に対応すべきかという
ことに問題はなってきます．
全てに対応するのは無理となれば，ある程度

のところで大くくりにするファジー化の必要性
が出てくるのではないかと考えています．留学
生入試をすると，日本の場合，特定の国からの
志願が多くなっているというのは，多様な受験
生に配慮する制度設計になっていないというこ
とも考えられるかもしれません．
さらに，どういう能力を求めるのかという観

点につきましても，先ほど述べました大学入試
至上主義を捨てられるかという課題がございま
す．こうしたことのせめぎ合いの帰結として我
が国における留学生入試の制度設計というもの
が存在してきます．
実は，先ほどからファジー化という話をして

おりますが，大学院入試のほうは，定員管理が
曖昧で，試験も厳格ではなく，実質的には私が
述べておりますファジー化の現象が起こってい
るのではないかと思っております．
また，先ほどの竹熊先生の話にもありました
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が，大学院入学において，日本の教育スタイル
への適応といった問題もございます．その意味
では，今日話にあります日本式教育の可能性も
指摘されるところでございます．

では，次に，私たちが現地調査を行った，オー
ストラリアのファンデーションプログラムの事
例を紹介させていただきます．この研究につき
ましては，一緒に研究を行いました九州産業大
学の中世古先生とともに現地調査を行った結果
を御報告させていただきます．

特に，今日御紹介いたしますのは，一流研究
大学として名高いメルボルン大学のファンデー
ションプログラムを例に，一流研究大学の留学
生予備教育の実態を御紹介したいと思います．

7'�������������の "3!

29
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メルボルン大学のファンデーションプログラ
ムの一つは，トリニティ・カレッジというとこ
ろですが，そこの写真にありますように，トリ
ニティ・カレッジ自体は大学の敷地の中にござ
います．見た目は大学直轄のプログラムのよう
に見えます．

設立当初は，僅か学生数が56人でございまし
たが，2015年には1,351人が入学するなど，メル
ボルン大学に入学する留学生の実に50％の割合
を占めております．また，メルボルン大学以外
の有名大学に進学するケースもございます．

トリニティ・カレッジでは，批判や協働，表
現法を学ぶコア科目と専門基礎教育が行われて
おります．我々が訪問したときに，言語表現の
一つとしてドラマという科目を履修することが
非常に特徴的であるとおっしゃったことがすご
く記憶に残っております．また，メルボルン大

TCFSの#
W*た�=大��.のNSJQO

�2※201�6�L­201�6�
L°~#�O

学業達成 
2014-5 
7月 
短期 

2014-5 
8月 
通常 

2014-5 
10月 
短期 

2015 
1月 
通常 

 
合計 

期末試験
受験者 77人 292人 60人 764人 1193人 

内 
卒業者 

77人 
100% 

286人 
98.8% 

60人 
100% 

753人 
98.6% 

1176人 
98.6% 

内成績が
95点以上 

15人 
19.5% 

8人 
2.7% 

8人 
13.3% 

55人 
7.2% 

86人 
7.2% 

内成績が
90点以上 

46人 
59.7% 

72人 
24.7% 

33人 
55% 

250人 
32.7% 

401人 
33.6% 

進学基準
点以上の
卒業者 

76人 
98.7% 

221人 
75.7% 

56人 
93.3% 

585人 
76.6% 

938人 
78.6% 
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「��が終わるときには学士課程の勉強を始める準備が整ったと感じた」

「メルボルン大学で勉強している間，トリニティ・カレッジの授業から得たスキルの全てを生かした
」

「
��	は高校と大学での学びの間にあるギャップを橋渡しする素晴らしいプログラム」

��
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学本校への進学には，専門基礎科目の基準点ク
リアが必須となっており，ここで入試とは違っ
た意味ででございますが，関門が設けられてい
るわけでございます．

進学基準点は，実は専門分野ごとに異なって
おります．ある意味，これが入試の機能を果た
しているわけでございますが，こうした基準点
も含めまして，メルボルン大学本校のアカデミッ
クボードがトリニティ・カレッジの教育内容
等々を監督する体制を取っており，改善要求を
行う仕組みを取っております．

また，トリニティ・カレッジでは，教えてい
る教員の３分の１が博士号を取得している教員
であるなど，大学でも授業を担当できるレベル
の教員を多数配置しております．こうしたとこ
ろは，我が国もシニアの教員であるとか，大学
院生，オーバードクターの学生を使うなどの知
見にも流用することができるのではないかと考
えております．

本校の学位 
プログラム 

進学 
基準点 

TCFSでの必修科目 
(全員必修のEnglishは省略) 

Agriculture 75 Mathematics 1 
Arts 80 History of Ideas（上級） 
Biomedicine 91 Chemistry，Mathematics 1 

Commerce 86 Mathematics 1， 
History of Ideas（上級） 

Design 80 一部専攻でMathematics 1 

Music 67 History of Ideas（上級） 
Music (Practical) 

Oral Health 80 BiologyまたはChemistry 

Science 80 
Mathematics 1 と Biology，
Chemistry，Physicsから 1つ， 
またはMathematics 1及び 2 

 

'(の��bi]gdS�NPA��,-
Q�G21

*�しq�QKのir、�
��QKの2Wの+!
CkTCFS�
の2W
にu{、本校_学の�
�~A&o|（Trinit��
Co��ege�����a	���）f

本校の
�ademi���oard
kTCFS~JM（Trinit��
Co��ege�����a	��）f
5�Z@~Yh、(0
k���uら�>F
�m入}3�yg{/
|f

��

�)#&#+.��'$$�!�¬201��:�1��17）に!�きX[
成¯dYなS
7�pはUT¯�#&���)+*�のl学を.A�る[の9いはP
Kであるた�UT¯成Zb�は100Oが@s¯いずれの¢¨
�¥£�のl学にoしても�&!$#*"� ')������%#���,)('*�*で
50O以�が6^¯

区
分 

 
科目 

教員 
人数 

うち 
博士 

割合 

コ

ア

科

目 

English for Academic Purposes 51 6 11.8% 
Literature 18 10 55.6% 
Drama 15 5 33.3% 
History of Ideas 16 10 62.5% 

 
 
選

択

科

目 

Accounting 7 1 14.3% 
Biology 6 3 50.0% 
Chemistry 8 6 75.0% 
Economics 6 2 33.3% 
Environment & Development 6 2 33.3% 
Mathematics（1及び2） 26 13 50.0% 
Media & Communications 3 0 0.0% 
Music (Practical) 3 0 0.0% 
Physics 6 1 16.7% 
Psychology 5 3 60.0%  

合計 176 62 35.2% 
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また，入学基準も実は国別に定めておりまし
て，例えば，日本からですと，英語力に加え，
高等学校の評定平均値が短期コースでほぼオー
ル５であることを求められております．

一方で，また授業料そのものも高額でござい
まして，メルボルンは非常に現地の滞在費が高
いということも皆さん御存じかもしれませんが，
それとは別に，８か月277万円，11か月392万円
の授業料となっております．こうしたものもト
リニティ・カレッジの一つの財源となっている
こともうかがえます．

グループ・オブ・エイトの大学は，メルボル
ン大学だけではなくて，お互い，ファンデーショ
ンプログラムを運営しておりまして，相互認証
を行っています．また，大規模に外部委託も行っ
ております．
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Foundation Studies 
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College 
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Foundation Studies 
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University of 
Sydney Foundation 
Program 

Taylors 
College 

クイーンズ
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IES Foundation 
Year 

International 
Education 
Services 

西オースト
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University of 
Western Australia 
Foundation Program 

Taylors 
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Foundation Studies 
Program 
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College 

Foundation Studies 
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Eynesbury 
College 
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Monash University 
Foundation Year 

Monash College 
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ズ 

UNSW Foundation 
Studies 

UNSW Global 
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また，メルボルン大学にも，有名な教育産業
に委託しております，別のホーソン・カレッジ
というファンデーションプログラムも存在して
おります．英語力だけが不足する本校の仮合格
者に10週間の集中訓練を行います．もともとは
大学の直営でありましたが，増え続ける予備教
育留学生，年間2,000人で，99％が現状は中国か
らの留学生であると聞いております．また８％
ほどが不合格になるということも聞いておりま
す．こうした予備教育の留学生に学問的誠実性
をなかなか教えることが難しいといったことも，
現地の教員の聞き取り調査の中で出てまいりま
した．
また，この学校は，メルボルン大学から少し
離れた郊外にあって，我々もタクシーで行った
んですが，学生は休日になるとメルボルン大学
の図書館の入館許可書をもらうことができて，
大学の環境に慣れるという意味でも行き来をし
ながら，図書館を利用しながら，学習を進めて
いるということをお伺いしております．その中
で学術論文執筆の基礎を身につけさせるという
ことになります．

こうしたファンデーションプログラムを運営
することで，メルボルン大学本校の選抜と教育
のコストを削減し，教育負担を軽減する仕組み
となっております．

大�D��"7U�B�;

英語力だけが不足する本校の仮合格者に10週間の集中訓練
元々は大学直営だったが、増え続ける予備教育留学生（年間2000人、99%が中
国人、8%ほどが不合格）に“academic integrity”を教えきれなくなった

学生はメルボルン大学の図書館の入館許可書をもらう。大学の環境に慣れさせ
て移行を助け、学術論文執筆の基礎も身に着けさせる

英語力がUMELBP入学にも不足する場合はUMELBP prep

出典：5@@<���CCC�5.C@5;>:2:486?5�21A�.A�2:486?5�8.:4A.42�0;A>?2?�A928/<�
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こうした状況を分析いたしますと，海外との
高大接続におけるファンデーションプログラム
を構成しているのは，いわゆる日本でよく見ら
れる断絶型と，今御紹介しましたように，大学
本校に直結する直結型に分けることができます．
そして，これからはますますこうした直結型の
プログラムが日本でも重要になってくるのでは
ないかとも思います．

次のスライドは，COVID－19の下での情報に
なります．オンラインで受講しても本校に進学
可能となっており，そもそも本校が留学生にオ
ンライン対応であります．入学にビザは不要と
なっており，高額な授業料はほぼ据え置き，実
費は免除という状況のようです．

まとめと致しましては，一流研究大学への主
要留学経路としての直結型ということで，お話
しさせていただきます．アジアから優秀な留学
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生を引き付けるオーストラリアの研究大学は大
規模で高質な予備教育を展開しております．既
に学力が比較的高い志願者を厳選するというこ
とで，予備教育入学段階の選抜は外国学歴・資
格評価（FCE）だが，本校側は選抜と予備教育
の外部化によって手間やリスクを回避しており
ます．本校への接続に特化したカリキュラムや
評価システムが特徴で，試験による選抜ではな
く，基準に達しているか，で運用されておりま
す．そうしたことを通して，高い本校進学率や
進学後の好成績を生み出しております．それら
を可能にする条件としては，大学教員に準じる
レベルの多数のスタッフ，本校と予備教育機関
の連携と緊張感を伴う質保証，相当規模の運営
支援体制を成立させる高額の授業料，高価格・
高付加価値（一流研究大学直結）の教育事業が
挙げられます．また，コロナ禍でオンライン化
するも今のところ事業継続しているようです．
ここで，再び，竹熊先生のほうにお戻しさせ

ていただければと思います．

（竹熊）ここから最後のところのまとめをさせて
いただきます．アドミッションの二つの方向性
ということでまとめさせていただきたいと思い
ます．
一つは，直接入学としての日本式教育学校，

もう一つは世界展開としてのファンデーション
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プログラムということでございます．

ここでは，詳細には触れませんけれども，三
つのタイプで考えてみたいと思っています．一
つは，高校にくっついている高校付設型の準備
教育，もう一つは大学付設型の準備教育，また
はマトリケーションのような受入れ教育です．
もう一つが，直接接続型という，先ほどありま
したような，直接大学に入っていくというパター
ンです．

この図は，少し分かりにくいですけれども，
タイプ別にまとめました．左から，高校で進学
準備が提供されている，高校側から中等教育ま
で伸びていって，そこから派遣していくパター
ンです．送り出し，予備教育をする．大学のほ
うでも派遣準備をしていく，マトリケーション
として受け入れて，そこから海外に派遣してい
くという場合があります．
真ん中の受入れ型予備教育というのが，それ

ぞれ独立機関がありまして，先ほどありました
ように，ファンデーション・スタディー・プロ
グラム，大学に付設する場合，付設しない場合，
あとは民間の，オーストラリアにはナビタスと
いうほかにもありますけれども，いろいろなエー
ジェントがあります．
もう一つ，右側が直接接続型です．これは，

送出側･⾼校側の準備教育や予備教育との直接連携
97YE型��{}±P ´Â�h学]I��⾼j¶� 	��
��

L*YE型��学¬学|®� x¬�­º���学�/�{�
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Ĭµ'�&�1,$�ľšÎ学����T�⽂科ýøŏ教育課程ßī校Êħŋ
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例えばインターナショナルバカロレアとかいう
ものだと直接受けられますし，GCEのＡレベル
とかですと，アビトゥーアとか，そういうもの
も受け入れることができます．
右側の部分は，評価認定方式としまして，一
番下が得られる資格で，一つ上がそれをどうい
うふうに評価するかというのが海外認証になり
ます．その上にいろいろな日本の国内資格があっ
て，どういう協定の仕方があるかということに
なります．この黄色い部分が，これから考えて
いかなくてはいけない部分で，青い部分が，評
定，資格認定について非常に重要な部分だと思
います．

これは先ほどの図ですけれども，これから直
接入学するためには，高校のほうでもそういう
準備教育をしなくてはいけないし，大学の受入
れのほうでも，やはり受入れ教育をしなくては
いけないという形になります．
高校の３年間，もしくは最後の１年間，そし
て大学の１年間，この辺りを先程の接続部分と
申し上げましたけれども，どういうふうに調整
していくかによって大学への直接入学というの
が可能になっていきます．そのときに，学力判
定，能力評価のやり方というのが非常に関わっ
てくる部分になります．
例えば，日本留学試験 EJUや大学編入試験，
文科省による独自のプログラム，後でそれぞれ
の学校のほうでも紹介いただくかと思いますけ
れども，個別の教育内容や難易度が異なってい
て，大学，大変評価がそれぞれ難しいところが
あります．準備教育の側からすれば，一度の試
験ではかれない学生の長所をいかに評価しても
らうかというのも大事な部分なので，そういう
大学との合同の協議が必要になってきます．
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大学では，一般教育，教養教育を基礎教育と
するのか，縦串にするのか横串にするのかとい
うふうな検討が必要になってきます．高校段階
の教育と専門教育をどのように接続するか，新
しいやり方を考えていくことが必要になります．
少しばかり極端な言い方をしますと，日本の
高校教育はより多様化して，アカデミックであ
れば大学教育との接点を意識して大学の教養教
育のように変わらなくてはいけないと思われま
す．また，一方，中等後教育や大学の教養教育
は，初年次であれば，補完教育以上の専門教育
機関としての役割を持たせ，ファンデーション
と位置づけてもよいかもしれません．それに合
わせて，入学試験内容や科目も変わっていく可
能性があります．

こうした状況において，クロスナショナルな
スタンダードというのをつくっていく必要があ
るということと，それぞれの海外の学校がバイ
カリキュラムといいますか，多課程の教育を今
実践している状況です．これは，まとめのとこ
ろでまた少しご説明します．
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これからの国際的高大接続においては，一つ
の方向性として，既存の留学生の別科や予備教
育機関との協定を強化する中で，新たなファン
デーションプログラム，日本独自のというもの
でもいいと思いますけれども，模索することが
重要ではないかと思います．
これまで共有されることがなかった情報につ

いて，各大学や学校との連携によって共通枠組
みをつくっていく必要があります．ナショナル
スタンダードというのができてくるとまた変
わってきますけれども，現状では，ネットワー
クでそういうものをつくっていく必要があると．
また，例えば，教育評価や試験問題をすり合わ
せていく，共有から始めて，そういう学力認定
を設けていく場というのをつくっていくことが
重要かと思います．
また，大学では留学生の学力判定は学部で異

なります．大学にワンストップの留学生窓口を
つくり，学内でも評価，教育情報の集約と共有
をしていくことが必要だと思います．
もう一つの方向性である日本語教育から始ま

る日本式教育の学校を日本国や社会が支援して，
整備していくことが求められます．ブランド化
は重要ですし，そこと日本の大学教育が共有で
きる部分，例えばアメリカのアドバンストプレ
イスメント，APプログラムのようなものも開始
していく必要があると思います．
こちらにも様々なポートフォリオ，先ほど見

たトリニティとかモナシュのそういうファン
デーションなどもありましたけれども，ポート
フォリオとか試験が蓄積されていきます．まず
は，それらの多面的評価指標をつくって，提携
校などとそれらの共有を図っていくネットワー
クを拡大していくことが効率的な進学ルートと
なって，発展の基盤を支えることになると思い

留学⽣別科のスタンダードを設ける連携・協定校
中等後教育資格基準・認証枠組み（専⾨機関連携）も活⽤
海外中等学校・⽇本語学校・準備教育学校との連携

⼤学別に留学⽣受⼊・フォローのワンストップ窓⼝
中等教育資格確認・教育・資格付与・送出⇔情報共有

⽇本式教育の課程と資格を標準化する枠組み
⽂科省海外⽇本⼈学校の⽀援と似た柔軟枠組

���解��

ます．

それではここで本日，発表いただく教育機関
について，簡単にご説明させていただきます．
まず，日本式教育学校の中から，御発表順に

新モンゴル学園からお話を伺うことができます．
モンゴルで普通学校から高専，大学まで多様な
教育機関をつくって，教育実践に取り組まれて
いる学校です．
次に，中国の信男学園は，日本式教育を取り

入れた民間では極めて珍しい学校です．現在，
教育学部とも連携して，その効果が注目されて
います．
そして，柳川附属タイ中学です．日本式教育

に注目を集めると共に，附属学校としてその活
動は注目を集め，国際展開への最先端を走って
いる学校と言えます．この学校とも教育学部が
提携させていただいています．
次に，ベトナムの日本国際学校です．日本語

教育を取り入れた学校が多い中，日本式の教育
を導入して，現在，日本，イギリス，ベトナム
の三つの教育課程を併設しています．大学との
連携も始めていて，これから注目される学校で
す．
次に，予備教育機関として，マラヤ大学の日

本留学予備教育課程であるアンバンアスハン
ジェプンという AAJというものがあります．以
前はマラヤ大学附属の基礎科学センターの一部
でしたが，既に40年の歴史を持ち，日本への送
り出しを行っている機関です．初代の日本人教
師団の団長は，元本学教授の権藤與志夫先生で
した．
もう一つ，帝京マレーシア日本語学院，名前

からは大学附属の日本語学校と思われると思い
ますが，政府派遣留学生の準備教育も行ってい

5�
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る学校です．それ以外にも国際的な留学競争の
中で様々な日本留学の準備を提供されておりま
す．

次のスライドは，教育機関の位置づけになり
ます．色のついた部分がそこに当てはまるとい
うことところです．

それぞれの学校の位置をプロットしてみまし
た．日本の大学では，学部，大学院で留学生を
世界から獲得していくことがスタンダードとな
ると思います．留学生の強みや弱みを理解し，
将来のある優れた部分を今改めて評価すること
が私たちの発展，改革につながるものと思いま
す．
これからお話を伺うそれぞれの学校や学部で
の具体的な課題や要素，教育的な要望がつなぎ
合わされて，ネットワーク，コンソーシアムが
つくられることを期待いたしまして，本日の御
発表とさせていただきたいと思います．どうも
ありがとうございます．
（江口）竹熊先生，木村先生，中世古先生，あり
がとうございました．
以上をもちまして，第１部を終了いたします．

IM%�学P

IM8学P�4

日本式の教
育を取り入
れている学
校事例の紹
介（一部）



第２部　アジアからの高大接続事例の紹介
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（江口）まず最初は，新モンゴル学園についての
発表です．御発表は，ジャンチブ・ガルバドラッ
ハ理事長，ガルバドラッハ・トゴス専務理事に
お願いいたします．お二人の先生について，こ
ちらから御紹介させていただきます．
ガルバドラッハ理事長は，1985年にモンゴル
国立大学物理学部を卒業，1999年に山形大学大
学院教育学研究科修士課程を修了，2002年に東
北大学大学院教育学研究科博士課程を単位取得
退学なさいました．東北大学大学院在学中であ
る2000年に新モンゴル高校を創設，モンゴルに
帰国後，高校を小中高一貫校に拡大し，さらに，
工科大学，高等専門学校などの４校を傘下に抱
える新モンゴル学園まで発展させました．
ガルバドラッハ理事長は職務の傍ら，2016年
にモンゴル国立教育大学で博士号を取得しまし
た．さらに，2019年から，名古屋大学大学院博
士課程に在籍し，モンゴルにおける公立学校の
経営改善に関する考察について研究しておられ
ます．2017年秋の叙勲で，モンゴル・日本両国
間の青少年交流，文化交流への貢献に対する功
績として，旭日小綬章を受賞なさいました．
なお，ガルバドラッハ・トゴス専務理事は，
九州大学大学院 LLMを修了されておられます．
それでは，ガルバドラッハ理事長，新モンゴ
ル学園の御発表をよろしくお願いいたします．

（ガルバドラッハ）皆様，こんにちは．先ほど御
紹介にあずかりましたジャンチブ・ガルバド
ラッハと申します．
今回，このように発表する機会を与えていた

だき感謝いたします．
本日は，モンゴルの高校から日本の大学への

事例を申し上げます．

新モンゴル高校の事例

1

新モンゴル学園・理事長
ジャンチブ・ガルバドラッハ

2021年3月15日（月）

九州大学 Webinar100 国際シンポジウム
「アジアからの高大接続
–国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育–」

モンゴルの高校から日本の大学へ

Case study of Shine Mongol High School

1

New Mongol Academy / President
Janchiv Galbadrakh

March 15, 2021 (Monday）

Kyushu University Webinar 100 International Symposium
“High school connections from Asia-Japanese-style 
education and preparatory education in international 
admissions”

From high school in Mongolia to university in Japan

�

新モンゴル高校

I.学校ᴫせ

新モンゴル学園理事長　ジャンチブ・ガルバドラッハ
専務理事　ガルバドラッハ・トゴス　　

新モンゴル学園（小中高・高専・工科大）［モンゴル］

新モンゴル学園理事長 
　 ジャンチブ・ガルバドラッハ
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

まず，学校概要です．新モンゴル高校は，私
が32歳のとき日本に留学したことがきっかけで
始まります．私が山形大学修士課程では，「戦後
日本における物理教育の展開とその国際比較」，
その後東北大学博士課程では「モンゴルにおけ
る高等学校のカリキュラム開発」というテーマ
でそれぞれ研究をしました．
最初はどんな学校がつくれるかと悩んでいま
したが，長女のトゴス（現在，新モンゴル学園
専務理事）が山形の進学高校である県立西高校
に合格できたのがきっかけとなりました．その
西高校をモデルにしてつくられたのが新モンゴ
ル高校であります．
新モンゴル高校の特徴と言えば，当時モンゴ
ルの高校は２年制だったが，本高校がモンゴル
初の唯一の３年制の高校でありました．３年制
の高校ができたおかげで，卒業生達が海外の大
学に直接留学することが可能となりました．
また，もう一つの特徴は，日本式高校という

1. 2年ไ高校࢝ࣜ࢟ࣗラムࢆ「3年ไ」へのๅ新

2. 3年ไの࢝ࣜ࢟ࣗラムࡀㄆᐃࠊࢀࡉ༞ᴗᚋࠊ┤接ᾏእへ␃学

3. ไ᭹・⤥㣗ࠊ㒊άືࠊᡂ⦼㏻▱⾲➼のᑟධ

4. ㄒ学教育・理ᩘ教育の㔜ど

5. 教育ㄢ⛬௨እ࡛の日本ㄒࢢࣟࣉラム（࣮ࢡࢫ࣮࣐ࢧル➼）

6. ඃ⚽࡞ᅾ校⏕にᑐࡍるዡ学㔠ไᗘ

3

新モンゴル高校ࡣモンゴルึ3年ไの日本式高校

2000年10月5日㛤校1➨ࠊᮇ⏕105ྡࡀධ学

㸺୺࡞≉ᚩ㸼

1.ᒣᙧ大学ಟኈㄢ⛬(1997㸫99)㸸

「ᡓᚋ日本における≀理教育の
ᒎ㛤とࡑの国際ẚ㍑」

2.ᮾ໭大学༤ኈㄢ⛬(1999-2003)㸸

「モンゴルにおける高➼学校の
࢝ࣜ࢟ࣗラム㛤Ⓨ」

長ዪࢺゴࡀࢫᒣᙧ┴❧す高➼学校にධ学日本へ␃学

㸺日本࡛の◊✲㸼

す
高
校
ࢆ
モ
ࢹ
ル
に

2

Shine Mongol High School

I. School overview

1. Renewal of 2-year high school curriculum to "3-year"
2. After graduation, study abroad directly
3. Introduction of uniforms / school lunches, club activities, grade report cards, etc.
4. Emphasis on language education and science and mathematics education
5. Japanese language programs other than the curriculum (summer school, etc.)
6. Scholarship system for excellent current students

3

Shine Mongol High School is Mongolia's first three-year high school 
(Japanese model)

105 first-term students, 8 faculty members

<Main features>Tohoku University Graduate School of 
Education Doctoral Program Research 
Theme "Curriculum Development for 
Higher Education in Mongolia"
Modeled Yamagata University Nishi High 
School

Eldest daughter Togos

October 5, 2000

ことです．山形西高校をモデルにしたため制服，
給食，部活と成績通知といった日本ではごく普
通のことがモンゴルですごく人気になりました．
カリキュラム上では，英語が第１外国語，日本
語が第２外国語，さらに理数にも力を入れたの
が特徴である．

３年制高校だけでスタートした我が校が，今，
新モンゴル学園まで拡大してきました．2000年
に高校，2004年に中学校，2008年に小学校がで
き，小中高一貫学校となりました．その後，2014
年に工科大学，高専ができ，新モンゴル学園と
なりましたが，その後にも，2016年に子ども園，
2018年に新モンゴル日馬富士小中高一貫学校も
できました．以上が新モンゴル学園の簡単な歩
みであります．

新モンゴル高
➼学校㛤校

୰学校ేタ

ᑠ学校ేタ

新モンゴル
ᕤ⛉大学

タ❧

新モンゴル
高➼ᑓ㛛学校

タ❧

新モンゴル
園ࡶ࡝ࡇ
㛤園

2000年
2004年

2008年

2014年
2016 年

「ᑠ୰高୍㈏学校」

新モンゴル学園のἢ㠉

新モンゴル・
日㤿ᐩኈ学校

㛤校

2018年

�

「新モンゴル学園」

Establishment of New 
Mongol high school

Junior high school

Elementary  
school

Establishment 
of New Mongol 

Institute of 
Technology

Establishment of 
New Mongol 
College of 

Technology

Establishment of 
Byatskhan Mongol 

kindergarten

2000
2004

2008

2014
2016 

"Elementary, junior and high 
school integrated school"

History of New Mongol Academy

Establishment 
of Harumafuji 

School

2018

4

New Mongol Academy

新モンゴルᑠ୰高୍㈏学校の௒

�

┠
ᶆ

2010㹼2020

Ⰻ࠸学校から೧大࡞学校へ

2020㹼2030

⏕ᚐ୺యの学⩦ࡍる学校へ

2150ྡ
༞ᴗ⏕ᩘ

491ྡ
日本␃学⪅ᩘ

1545ྡ
ᅾ学⪅ᩘ

152ྡ
教⫋ဨᩘ

38の㒊άືࢡࠊラブ

10の㔝እయ㦂άື

2020年のᐇ⦼

19ᮇ⏕
E.ࢼムンゴ࣮ࡀ
ハ࣮バ࣮ド大学
にྜ᱁
(学㈝඲㢠ච㝖)

20ᮇ⏕
O.ミシ࢙࣮ルࡀ
国際ᩘ学࢜ࣜン
࡛ア࣮ド(IMO)ࣆ
㔠࣓ࢲルࢆ⋓ᚓ

新モンゴル学園のᵓ㐀
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新モンゴル学園（小中高・高専・工科大）［モンゴル］

まず，新モンゴル小中高一貫学校の概念です．
この図に新モンゴル学園の構造を示してありま
すが，数字はそれぞれの在学生数を表していま
す．現在，小学校に600名，中学校に480名，高
校に420名の生徒が在学中です．全生徒は1,545
名，教職員は150名です．部活動などは38，課外
体験活動は10ぐらいあります．
2010年から2020年にかけて本校は「よい学校

から偉大な学校へ」という目標を掲げて頑張っ
てきました．20周年を迎えた現在は次の10年間
の新しい目標として，「生徒主体の学習する学
校」というビジョンを掲げております．
本日は高等学校を中心に話します．最近の実

績から申し上げると，2020年度の卒業生のうち，
ハーバード大学に19期生のナムーンゴー氏が直
接学費全額免除で入学しています．
それから，今，高校３年生に在籍しているミ

シェール氏が，2020年度の国際数学オリンピッ
クにモンゴル国を代表して参加し，金メダルを
獲得しております．
その他に，たくさんの実績があります．

New Mongol elementary, junior and high school integrated school 

5

V
I
S
I
O
N

2010-2020
From good school to great school

2020-2030
To a student-centered learning school

2150

Number of 
graduates

491

Number of students 
studying in Japan

1500

Number of students 
enrolled

150

Number of 
faculty and staff

38 Clubs, extracurricular 
activities

10 Outdoor activity 
experiences

2020 achievments
19th gen
E. Namungoo   
Harvard University
(Full exemption from 
school fees)

20th gen
O. Misheel won 
gold medal at the 
International 
Mathematical 
Olympiad (IMO)

New Mongol school 
system

ᆅ༊࢜ࣜンࣆア࣮ド ルࢲ446࣓ ウランバ࣮ࢺルᕷ࢜ࣜンࣆア࣮ド ルࢲ227࣓

඲国࢜ࣜンࣆア࣮ド ルࢲ82࣓ 国際࢜ࣜンࣆア࣮ド ルࢲ10࣓

�

高校⏕の学ຊ࢜ࣜンࣆア࣮ドのᐇ⦼

国際࢜ࣜンࣆア࣮ドの࣓ࢺࢫࣜࢲ(International Olympiad)

1㸬D.ࣞࣇルࢺルガ 4ᮇ⏕ 国際≀理࢜ࣜンࣆア࣮ド/IPhO㸫2005と2006/ 㖡࣓ࢲル2ᅇ

2㸬D.࢜ࣖンガ 7ᮇ⏕ 国際໬学࢜ࣜンࣆア࣮ド/IChO㸫2008と2009/ 㖡࣓ࢲル

3㸬M.࢚ンࣇバࢺ 9ᮇ⏕ 国際໬学࢜ࣜンࣆア࣮ド/IChO㸫2010/ 㖡࣓ࢲル

4㸬N.ࢸム࣮ジン 12ᮇ⏕ 国際໬学࢜ࣜンࣆア࣮ド/IChO㸫2014/ 㖡࣓ࢲル

5㸬L.ドࢗル࣮ࢢン 16ᮇ⏕ 国際≀理࢜ࣜンࣆア࣮ド/IPhO㸫2016と2017/    㖡ࠊ㖟࣓ࢲル

6㸬O.ミシ࢙࣮ル 20ᮇ⏕ 国際ᩘ学࢜ࣜンࣆア࣮ド/IMO㸫2018-19と2020/  㖡,㔠࣓ࢲル

以上のスライドには各科目において行われる
高校生同士の大会オリンピックの実績を示して
います．
国際オリンピックに参加する資格を得るには

まず，地区大会に優勝し，ウランバートル市の
大会に選ばれ，それから全国大会で上位五番以
内の成績を出さなければならない．我が高校出
身の生徒達は今まで，国際オリンピックで10の
メダルを獲得しております．
御覧のとおり，物理，化学，数学に力を入れ

たお陰だといえる．先ほど申し上げたミシェー
ル氏が国際数学オリンピックで銅メダルと金メ
ダルを２回，その他にドゥルグーン氏も，国際
物理オリンピックで銅メダルと銀メダルを獲得
しております．

スライドがたくさんありますので，飛ばして
話しますが，先ほど学園と申し上げましたので，
高専と大学の概要も簡単に紹介したいと思いま

District Olympiad- 446 medals     Ulaanbaatar City Olympiad- 227 medals

National Olympiad- 82 medals International Olympiad- 10 medals

6

Academic Achievements of Shine Mongol High school 

International Olympiad Medalist

1. D. Khurektulga 4th gen- International Physics Olympiad / IPhO-2005 and 2006 / Bronze medal twice

2. D. Uyanga 7th gen- International Chemistry Olympiad / IChO-2008 and 2009 / Bronze medal

3. 3. M. Enkhbat 9th- International Chemistry Olympiad / IChO-2010 / Bronze medal

4. N. Temuujin 12th gen- International Chemistry Olympiad / IChO-2014 / Bronze medal

5. L. Durgun 16th- gen International Physics Olympiad / IPhO-2016 and 2017 / Bronze, Silver medal
6. O. Misheel 20th gen- International Mathematical Olympiad / IMO-2018-19 and 2020 / Bronze medal twice, Gold  

medal

新モンゴル高ᑓ・ᕤ⛉大学

I.学校ᴫせ

�

New Mongol College of Technology /
New Mongol Institute of Technology

I. School overview

7
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

す．

新モンゴル高専も，日本式高専であります．
日本に留学したガントゥムル文部科学省大臣が
2012－16年の間に，日本政府・文部科学省と提
携して，日本の高専をモンゴルに導入し，三つ
の高専が開校されました．その一つが，我が新
モンゴル高専であります．現在，学生数464名，
教職員数53名，卒業生数が90名に達しており，
卒業生のうち，約45％が日本の大学へ編入，あ
るいは企業へ就職もしています．残りの55％が
モンゴル国内で編入，または就職を果たしてい
ます．
高専の特徴は中学校卒業後に15歳で入学し，
５年間学ぶという早期で，エンジニアになるこ
とにあります．学科・専攻は，日本の高専と全
く同じで，機械工学，土木建築工学，物質工学，
電子電気工学という四つの基本的な学科があり
ます．
2019年９月に国際ロボコン大会がモンゴル現
地で開催され，我が高専チームがベスト８に入っ
たことがある．さらに，日本で開催される日本
全国高等専門学校デザインコンペティションに
も出場し，実績を残しております．

学⛉ 㸸ᶵᲔᕤ学ࠊᅵᮌᘓ⠏ᕤ学ࠊ

≀㉁ᕤ学ࠊ㟁Ꮚ㟁Ẽᕤ学

⥲学⏕ᩘ㸸464ྡ

教⫋ဨᩘ㸸53ྡ

⥲༞ᴗ⏕㸸90ྡ

�

༞ᴗ⏕のࠊࡕ࠺

⣙45㸣ࡀ日本55ࠊ㸣ࡀ国ෆ࡛

㐍学ࡣࡓࡲᑵ⫋࠸࡚ࡋる

新モンゴル高ᑓ㸸

࠶

学ኈ

ಟኈ
༤ኈ

学ኈ

‽学ኈ
日本の高ᑓの
ᑓᨷ⛉へ㐍学

大学に㐍学

日本の高ᑓに㐍学
（ዡ学㔠ࡾ࠶）

新モンゴル高ᑓに㐍学
高校
に㐍学

9年⏕（୰学3年⏕）ࢆ༞ᴗ予ᐃ
の理ᩘ⛉┠に㛵ᚰ࠶ࡀる⏕ᚐ

๰㐀ᛶの࠶る⤒㦂㇏か࡞
ᢏ⾡⪅・◊✲⪅に࡞る

ಟኈㄢ⛬࡛学ࡪ

༤ኈㄢ⛬࡛学ࡪ

1ᮇ⏕のCh.࣮࣡ࢲドルジࡀ
(ᰴ)日本⯟✵ (JAL)にᑵ⫋

2019年にモンゴル࡛㛤ദ
ン大఍にࢥ国際ࣟ࣎ࡓࢀࡉ
ཧຍࢺࢫ࣋ࠊ㸶に㑅ᢤ

2017年にᒱ㜧࡛㛤ദࢀࡉ
ン࢖ࢨࢹ日本඲国高ᑓࡓ
ู≉ション࡛࢕ࢸン࣌ࢥ
㈹ཷࢆ㈹

Departments: Mechanical engineering, 
Civil engineering and architectural 
engineering,Chemical engineering, 
Electronic and electrical engineering
Total number of students: 464
Total graduates: 90
Number of faculty members: 53

8

Graduates:
About 45% study or work in 
Japan and 55% study or work in 
Mongolia

New Mongol College of Technology

࠶

Ꮫኈ

ಟኈ
༤ኈ

Ꮫኈ

‽Ꮫኈ
᪥ᮏࡢ㧗ᑓࡢ
ᑓᨷ⛉࡬㐍Ꮫ

኱Ꮫ࡟㐍Ꮫ

᪥ᮏࡢ㧗ᑓ࡟㐍Ꮫ
㸦ዡᏛ㔠ࡾ࠶）

᪂ࣔࣥࣝࢦ㧗ᑓ࡟㐍Ꮫ
㧗ᰯ
㐍Ꮫ࡟

9ᖺ⏕㸦୰Ꮫ3ᖺ⏕）ࢆ༞ᴗணᐃ
ᚐ⏕ࡿ࠶ࡀ㛵ᚰ࡟┠⛉ᩘ⌮ࡢ

๰㐀ᛶࡿ࠶ࡢ⤒㦂㇏࡞࠿
ᢏ⾡⪅࣭◊✲⪅ࡿ࡞࡟

ಟኈㄢ⛬࡛Ꮫࡪ

༤ኈㄢ⛬࡛Ꮫࡪ

1st gen student Ch. Davaadorj
Employed by Japan Airlines Co., 
Ltd. (JAL)

Participation in the International 
Robocon competition that was 
held in Mongolia in 2019. 
Selected as the best 8 teams in 
the competition. 

Received a special award at the 
Japan National College of 
Technology Design Competition 
held in Gifu in 2017

次に紹介する工科大学には，学士の六つの専
攻と修士の２つの専攻あります．英語で New 

Mongol Institute of Technology といいますが，
New MITともいえます．
ここで本学修士課程の第１期卒業生のガン
バートル氏を紹介します．彼は本大学を卒業後
に九州大学に進学して博士号を獲得しています．
おそらく，私の発表を御覧になっているかと思
います．在学中に一生懸命に頑張って様々な賞
ももらっております．

�

学ኈㄢ⛬㸸㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学㸪ᶵᲔᕤ学ࠊ
ᘓ⠏ᕤ学ࣀࢼࠊᕤ学・

࢚ンジࢽアࣜンࢢ
᝟ሗ㏻ಙᕤ学ࠊ໬学ᕤ学

ಟኈㄢ⛬㸸ࣀࢼᕤ学・࢚ンジࢽアࣜンࢢ
᝟ሗ㏻ಙᕤ学ࠊ໬学ᕤ学

⥲学⏕ᩘ㸸183ྡ（ಟኈㄢ⛬20ྡ）
⥲༞ᴗᩘ㸸 64ྡ
ᖖ໅教⫋ဨ㸸27ྡ ᐈဨ教ဨ㸸16ྡ

AWARDS
The Best Poster Award, IPERO-P20 International Conference in Tsukuba, Japan, 2020
The Best Presentation Award, Department of Chemistry and Biochemistry, Kyushu
University, 2019

Dr. Ganbaatar Tumen-Ulzii
Postdoctoral researcher at Adachi laboratory 
(OPERA), Kyushu University, Japan（Prof. 
Chihaya Adachi）

RESEARCH FIELD
Organic electronics, Nanotechnology, Material 
science

EDUCATION
2017–2020  Ph.D., Department of Chemistry and 
Biochemistry, Graduate School of Engineering, 
Kyushu University, Japan

新モンゴルᕤ⛉大学（NMIT）

9

Bachelor's degree: Electrical and Electronic Engineering, 
Mechanical Engineering, Architectural engineering, 
Nanotechnology engineering, Information and 
communication engineering, Chemical engineering

Master's Program: Nanotechnology / Engineering Information 
and communication engineering, Chemical engineering

Total number of students: 183 (20 master's programs)Total 
number of graduates: 64

Full-time faculty and staff: 27, part-time 16

AWARDS
The Best Poster Award, IPERO-P20 International Conference in Tsukuba, Japan, 2020
The Best Presentation Award, Department of Chemistry and Biochemistry, Kyushu
University, 2019

Dr. Ganbaatar Tumen-Ulzii
Postdoctoral researcher at Adachi laboratory 
(OPERA), Kyushu University, Japan㸦Prof. 
Chihaya Adachi）

RESEARCH FIELD
Organic electronics, Nanotechnology, Material 
science

EDUCATION
2017–2020  Ph.D., Department of Chemistry and 
Biochemistry, Graduate School of Engineering, 
Kyushu University, Japan

New Mongol Institute of Technology 
(NMIT)

1�

ϩ.␃学ᐇ⦼

11

༞ᴗ⏕の␃学⥲ᩘ（㐣ཤ20年㛫）

491ྡ 92ྡ 71ྡ

5ྡ 3ྡ6ྡ

11

6ྡ

඲༞ᴗ⏕2150ྡのࠊࡕ࠺
740ྡ（35㸣）ࡀᾏእ␃学

ハ࣮バ࣮ド大学ࠊ
ᕤ⛉大学ࢶッࢭチ࣮ࣗࢧ࣐
ジョン࢟ࣉ࣍ࢬンࢫ大学
モ࣡ࢡࢫ国❧大学ࠊ

25ྡ27ྡ

20ྡ 19ྡ 12ྡ 9ྡ

7ྡ

12ྡ

ᮾி大学ࠊ
໭ி大学ࠊ
ウル大学ࢯ
ンࣖンᕤ⛉大学ࢼ

続ฟ㸟ࡶ⪅大学へのྜ᱁ࣉッࢺ࡞ୡ⏺ⓗ࡝࡞

25か国へ࡝࡞
␃学
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新モンゴル学園（小中高・高専・工科大）［モンゴル］

次に，本高校の留学実績を申し上げます．新
モンゴル高校は今まで，2,150名の卒業生を輩出
しており，そのうち740名，約35％が海外留学を
しています．ここに書いてあるとおり，多数の
卒業生は世界のトップ大学にも合格しています．
PPTに国別に示しておりますが，25か国へ留学
を果たしております．御覧のとおり，日本が一
番多く，495名が留学をはたしています．

留学果たした方法を区別してみると，我が高
校を支援しているスポンサー団体の奨学金で190

10

Ϫ. Our graduates
studying abroad

11

Total number of graduates studying abroad
㸦Last 20 years）

491 92 71 25 27

12 20 9 7 19

5 36 12

11

6

Of the 2,150 graduates, 740 
(35%) have studied abroad

Including the TOP universities of the world such 
as Harvard University, Massechusette Institute of 
Technology, University of Tokyo, Moscow State 
University, Nanyang Institute of Technology,
Peking University, and Seoul National University.

and 25 other 
countries

日本␃学のᐇ⦼ ࠊࡕ࠺のࡑ
㸷๭௨ୖࡀ
国㈝ཬࡧẸ㛫
㈈࣮ࢧポンࢫ
ᅋからዡ学㔠

ᤵ୚ࢆ

日本␃学⪅㸸491ྡ
ዡ学㔠㸸190ྡ࣮ࢧポンࢫ
ᥦᦠ大学㸸90ྡ
国㈝␃学㸸211ྡ

ᩥ⣔大学㸸38ྡ
理⣔大学㸸32ྡ
高ᑓ 㸸127ྡ
ᑓ㛛学校㸸14ྡ

ᮾி大学 㸸17ྡ
ி㒔大学 㸸6ྡ
大㜰大学 㸸19ྡ
ᮾ໭大学 㸸6ྡ
໭ᾏ㐨大学㸸3ྡ

ྡྂᒇ大学㸸18ྡ
᪩✄⏣大学 㸸2ྡ
៞ᛂ⩏ሿ大学㸸1ྡ
୍ᶫ大学 㸸12ྡ
ᶓ὾国❧大学㸸13ྡ

ᮾிᕤᴗ大学㸸11ྡ
⟃Ἴ大学 㸸4ྡ
༓ⴥ大学 㸸14ྡ
⚄ᡞ大学 㸸2ྡ
ᮾி国際大学㸸17ྡ

ᱜ⨾ᯘ大学 㸸21ྡ
ᒣᙧ大学 㸸12ྡ
⛅⏣大学 㸸10ྡ
ಙ州大学 㸸44ྡ
❧࿨㤋大学 㸸3ྡ

༓ⴥᕤᴗ大学㸸3ྡ
ᮾᾏ大学 㸸4ྡ
㇏ᶫᢏ⾡⛉学大学㸸2ྡ

の࡝࡞
44大学

学ኈྕ㸸452ྡ
ಟኈྕ㸸119ྡ
༤ኈྕ㸸17ྡ

The number of graduates studying in Japan More than 90% 
of the students 

receive 
scholarship from 
the government 

private 
organizations 

Studying in Japan㸸491
Sponsor Scholarship㸸190
Affiliated Universities㸸90
State Universities㸸211

University of Liberal Arts㸸38
Science and Technology Institutes㸸32
Technical colleges㸸127
Vocational schools㸸14

Undergraduate㸸452
Master’s㸸119
PhD/ScD㸸17

University of Tokyo ：17
Kyoto University       ：6
Osaka University      ：19
Tohoku University   ：6
Hokkaido University：3

Waseda University：2
Keio University：1
Hitotsubashi University：12
University of Tsukuba：4
Nagoya University：18

Chiba University          ：14
Kobe University           ：2
University of Tsukuba：4
Tokai University          ：4

JF Oberlin University     ：21
Yamagata University     ：12
Akita University              ：10
Shinshu University         ：44
Ritsumeikan University ：3

Toyohashi University of Technology：2
Chiba Institute of Technology ：3
Tokyo International University ：17
Tokyo Institute of Technology ：11
Yokohama National University ：13
Tokyo Institute of Technology ：11

and 44 other prestigious 
universities

名，提携している大学に90名，日本政府の国費
奨学生は211名に達しています．その他に学士
号，修士号，博士号を取った学生はご覧の通り
であるが，博士課程までに17名が進学したが，
そのうち約10名がすでに博士号を獲得しており
ます．
大学別でみると日本の44の大学に所属してい

ます．東大をはじめ，京大，阪大，東北大等の
有名な大学があれば，本校と長期間に渡り提携
を結んでいる桜美林大，東京国際大などもあり
ます．

このように数多くの留学実績を残したのが本
校に対するスポンサーがいるからです．ここに
も示しているように，ACA-AQUA（NGO），東
日本ハウス（株），マブチ国際育英奨学財団，安
田奨学金財団，ロータリー米山記念奨学会，大
学新聞などがありますが，この中でマブチ国際
育英財団だけで105名の卒業生に奨学金を支給し
ております．
提携大学の中で東京国際大学，桜美林大学へ

進学した学生が一番多いです．私立のほか，名
古屋大学，秋田大学，信州大学，横浜国立大学，
豊橋技術科学大学などの国立大学もありますが，
G30という英語のプログラムでの外国人留学生
募集制度があります．この制度では，授業料免
除だけではなく，奨学金，生活費も支給してお

1�

日本のࢫポン࣮ࢧ・ዡ学㔠㈈ᅋ・ᥦᦠ大学

スポンサー財団 開始 人数

1 ACA-AQUA(アクア) 2004～
2012 29  

2 東日本ハウス
2004～
2006 10

3 マブチ国際育英財団 2006～ 102

4 安田奨学財団 2006～ 24

5 大学新聞社 2011～ 10

6 ガラー・フェローシップ会 2015～ 5

7 米山ロータリー奨学会 2014～ 5

8 新モンゴルフューチャーフ
ァンド

2014～ 7

9 Oyun G. 2013 1

提携大学 開始 人数

1 東北福祉大学 2005 1

2 東京国際大学 2005～2016 17

3 桜美林大学 2008〜 21

4 東海大学 2013～2015 4

5 立命館大学・京都 2013〜 3

6 久留米工業大学 2016〜 5

7 千葉工業大学 2018〜 3

8 名古屋大学（G30） 2013〜 18

9 秋田大学 2014〜 10

10 信州大学 2016〜 12

11 横浜国立大学 2016～ 8

12 豊橋技術科学大学 2017〜 2

13

Japanese Sponsors࣭Scholarship foundations࣭Affiliated Universities
Sponsor Foundations Start

1 ACA-AQUA(࢔ࢡ࢔) 2004㹼2012 29  

2 East Japan House 2004㹼2006 10

3 Mabuchi International Ikuei 
Foundation 2006㹼 102

4 Yasuda Scholarship Foundation 2006㹼 24

5 University Newspaper 2011㹼 10

6 Galaa Fellowship Association 2015㹼 5

7 Yoneyama Rotary Scholarship 
Society 2014㹼 5

8 New Mongolian Future Fund 2014㹼 7

9 Oyun G. 2013 1

Affiliate Universities Start

1 Tohoku Fukushi University 2005 1

2 Tokyo International University 2005㹼2016 17

3 JF Oberlin Unversity 2008ࠥ 21

4 Tokai University 2013㹼2015 4

5 Ritsumeikan University/Kyoto 2013ࠥ 3

6 Kurume Institute of 
Technology 2016ࠥ 5

7 Chiba Institute of Technology 2018ࠥ 3

8 Nagoya University㸦G30㸧 2013ࠥ 18

9 Akita University 2014ࠥ 10

10 Shinshu University 2016ࠥ 12

11 Yokohama National 
University 2016㹼 8

12 Toyohashi University of 
Technology 2017ࠥ 2
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

ります．

続きまして，優秀な卒業生の事例を申し上げ
たいと思います．一期生で私費留学を果たした
バトザヤ氏が千葉大学で学士号と修士号，東京
大学で博士号を取り，ハーバード大学でポスト
ドクターを終了したのであります．その後にア
メリカで研究活動を続けており，現在，マサ
チューセッツ工科大学環境科学技術分野で研究
員をしています．彼女は将来，ノーベル賞の受
賞を目指しています．５期生のホスエルデネ氏
は，国費留学で一橋大学の学士・修士課程の独
特の５年間のプログラムを修了し，東京にある
スイスのUBS銀行，その後にみずほ銀行に勤め
てから帰国し，世界で競争できる会社を起業し
ています．また，桜美林大学の卒業生である本
校の６期生のゾルジャルガル氏は今，フリーラ
ンス監督として活躍しておりますが，将来，オ
スカー賞の受賞を目指しています．10期生のノ
ルジン氏も，名古屋大学の G30プログラムを終
了して，現在アメリカに留学中です．このよう
に，将来，国を背負っていける，夢と目標を持っ
ている卒業生が数多く出校されていることを大
変光栄に思っています．

1�

ୡ⏺に⩚࠸࡚࠸ࡓࡤる༞ᴗ⏕㐩
1ᮇ⏕ B.バࣖࢨࢺ
2010年 ༓ⴥ大学 (ዡ学㔠࣮ࢧポンࢫ)

学ኈ・ಟኈㄢ⛬༞ᴗ

2013年 ᮾி大学ᕤ学༤ኈㄢ⛬༞ᴗ

(IPS⣽⬊の◊✲)

2016年ハ࣮バ࣮ド大学ポࢺࢫドࢆࢡ༞ᴗࠊ

⌧ᅾࢧ࣐ࠊチ࣮ࣗࢭッࢶᕤ⛉大学

೺ᗣ⛉学・ᢏ⾡学㒊に࡚◊✲ဨ

5ᮇ⏕ B.࢚࣍ࢫルࢿࢹ

2014年 ୍ᶫ大学 (国㈝ዡ学㔠)
学ኈ・ಟኈㄢ⛬5ࢆ年㛫࡛༞ᴗ

2016年 ᮾிのUBS㖟⾜にᑵ⫋

2018年 㖟⾜௻ᴗㄪᰝ㒊・ㄢ長࡯ࡎࡳ

⌧ᅾࠊモンゴル࡛AND GLOBAL LLC
のCEO（♫఍ࢡッࢸン࢕ࣇ）

るࡍ㈹ཷࢆル㈹࣮࣋ࣀ
ୡ⏺࡛➇த࡛ࡁる

モンゴルの఍♫ࢆ๰る

6ᮇ⏕ P.ࢰルジャラガル
2012年 ᱜ⨾ᯘ大学༞ᴗ (ᥦᦠ大ዡ学㔠)
2012-2017年 国Ⴀࣅࣞࢸᒁにᑵ⫋
⌧ᅾ࣮ࣜࣇࠊラン࣮ᫎࢧ⏬┘╩⪅
㸸࣮࢕ࣇラࢢルモ࢕ࣇ
2017年 ึの長⦅ᫎ⏬「෤╀࡛ࡁると࠸࠸
㈹ཷࢆඃ⚽㈹࡚࠸ᮾிにおࢺンࣞࢱࠊࡣ「࡞
2018年 ンࢥࢢッチンࣆ⏬AFA㸤MPAᫎࡣ⏬ᫎྠ
ッチンࣆ⏬ᫎࢬチャ࣮ࢡࣆア࢕ࢹ࣐ࣀとࢺࢫࢸ
のඃ⚽సရࢺࢫࢸンࢥモンゴࣜアࢢ

ᫎ⏬┘╩・ア࢝ࢹミ࣮㈹ཷࢆ㈹ࡍる

10ᮇ⏕ Z.ࣀルジン

2017年 ྡྂᒇ大学(G30ࢢࣟࣉラム)
バࣟࣀࢡࢸ࢜࢖ジ࣮ᑓᨷࢆ༞ᴗ
2017年㹼ア࣓ࣜ࢝のࢫࣉࣜࢡࢫ⏕≀་
⒪⛉学◊✲ᡤ࡛༤ኈㄢ⛬ᅾ学୰
ศᏊࣞ࣋ルࢆムࢬ㸸ே㛫のᴫ日࣐࣮ࣜࢸ✲◊
࡛ㄪᰝࡍる

るࡍ㈹ཷࢆル㈹࣮࣋ࣀ

14

Alumni Across the World
1st Generation Batzaya. B
2010 Chiba University(Sponsor scholarship)
- Earned bachelor’s and master’s degree
- Completed doctor of engineering (IPS cell research) at the 
University of Tokyo
- Graduated from Harvard Postdoc in 2016
- Currently, working as a researcher at MIT, Faculty of 

Health Science 

5th Generation Khos-Erdene. B
2014 Hitotsubashi University(National Scholarship)
- Earned Bachelor’s and Master’s degree in 5 years
- Employed at UBS Bank in Tokyo in 2016
- Mizuho Bank Corporate Research 

Department/Section Chief in 2018
- Currently, CEO of AND Global LLC, Mongolia

Winning the Nobel Prize
Creating a competent Mongolian 

company on the world stage

6th Generation   Zoljargal. P
2012 JF Oberlin University (Partner University scholarship)
- Employed at Mongolian National Broadcasting System 

from 2012 to 2017
- Currently a freelance film director
Filmography：
2017: First featured film “I wish I could hibernate” won the 
Excellence award at Talent Tokyo
2018: The abovementioned movie was recognized as one 
of the best works at AFA&MPA movie pitching contest and 
Nomadia Pictures movie pitching Mongolia contest

Becoming the Best Film Director, 
winning the Academy Award

10th Generation Norjin. Z

2017 Nagoya University (G30 program)
Majored in Biotechnology science
- Enrolled in a doctoral course at the Institute of 

Medical Sciences, American Scripps Biomedicine
- Research theme: Investigating human circadian 

rhythms at the molecular level

ࡿࡍ㈹ཷࢆ㈹࣮ࣝ࣋ࣀ

日本の高大接続における課題と新モンゴルか
らの提言を申し上げる前に本校の卒業生たちの
留学パターンについて簡単に紹介します．ご覧
の通り，私費留学パターン，国費留学パターン
と推薦留学パターンが多いです．

Ϫ.日本への高大接続における

ㄢ㢟ࠊ新モンゴルからのᥦゝ

1�

1�

新モンゴル高校から日本への␃学の୺࣮ࢱࣃ࡞ン

ձ 「⚾㈝␃学」࣮ࢱࣃン（年㛫⣙10-15ྡ）㸸

Ỵࡀ᱁ྜࠋるࡍ接ཷ㦂大学にཷ㦂┤࡚ࡋᚓྲྀࢆࢨࣅᮇ⁫ᅾ▷ࠊࡋ㦂ཷࢆ日本␃学ヨ㦂（EJU）ࡎࡲ

ᐃ4ࠊࡤࢀࡍ月から␃学ࢨࣅにษ࠼᭰ࡾ⏦ㄳࠊࡋ本校ࢫポン࣮ࢧ㈈ᅋのዡ学㔠ࢆ⤒࡚␃学ࡍるࠋ

Ѝ ཷ㦂㈝⏝ࠊ日本⁫ᅾ㈝⏝ࡣಶே㈇ᢸ࡛࠶るྜࠊࡀ᱁࡛ࡤࢀࡁ日本ㄒ学校ࢆ௓4ࠊࡎࡉ月から

ධ学࡛ࠊࡁዡ学㔠ཷࡶけらࢀる࣓ࣜ࡝࡞ッࡶࢺ大ୖࠋ࠸ࡁグの௚ࠊ日本ㄒ学校ࢆ࡝࡞㏻ࠊ࡚ࡗಶ

ேの㈇ᢸ࡛␃学ࡍる༞ᴗ⏕ࡶⱝᖸྡ࠸るࠋ

ղ 「国㈝␃学」࣮ࢱࣃン（年㛫⣙15-20ྡ）㸸

㥔モンゴル日本大౑㤋࡛6月にཷ㦂ྜࠊࡋ᱁࡛ࠊࡤࢀࡁ⩣年4月にΏ日ࠋ㸯年㛫の日本ㄒ教育学校

ࠋ大学/高ᑓ/ ᑓ㛛学校へධ学ࠊ࡚⤒ࢆ

国㈝࡛࠶るࠊࡵࡓዡ学㔠のᣐฟ㢠ࠊᚅ㐝ࡀඃ࠸࡚ࢀるୖࠊᪧᖇ国大学ࡵࡌࡣࢆとࡓࡋ᭷ྡ大学

へධ学࡛ࡁるࠊࡓࡲࠋ大学㝔࡛ࡶḢ⡿のࢺッࣉ大学࡝࡞の㐍学ࠊᑵ⫋にࡶ᭷฼࡛࠶るࠋ

ճ 「᥎⸀␃学」࣮ࢱࣃン（年㛫⣙5-10ྡ）㸸

日本␃学ヨ㦂（EJU）のཷ㦂Ⅼᩘࡶࢆとに校ෆ㑅ᢤࢀࢃ⾜ࡀるࠋ

Ѝᥦᦠ大学࢜ࡀンラ࢖ン㠃接ྜࠊࡋ᱁ࡀỴᐃࠊࡤࢀࡍᥦᦠ大学のዡ学㔠ࢆ⤒࡚␃学ࡍるࠋ

ϫ.Challenges in high school with 
connection to Japan, proposals 
from Shine Mongol school

15

16

General pattern of studying abroad from Shine Mongol

ձ Studyingࠕ abroad privately fundedࠖpattern㸦10-15 students a year)㸸
First of all, students take the Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU), obtain
a short-term stay visa, and go directly to the university to take the exam (as a privately funded international student).
If they pass the exam, they can apply for a student visa from April and study abroad through the above-mentioned
scholarships from our sponsor foundation and affiliated universities.
→ The cost of taking the examination and the cost of staying in Japan are borne by the individual, but if they pass the
exam, they will be able to enroll from April without going through a Japanese language school, and will receive a
scholarship. (280 people in total)
ղ " Studying abroad sponsored by the government" pattern (about 15 to 20 students a year):
Upon taking exam at the Japanese Embassy in Mongolia in June, if students pass the exam, they go to Japan in
April of the following year. After a year of Japanese language education school, they matriculate at a university /
vocational school / technical college. Since it is a national expense, the amount of scholarship contributions and
treatment are excellent, and they are able to enroll in prestigious universities such as the former Imperial University.
It is also advantageous for the graduates to go on to higher education and find employment at top universities in
Europe and the United States. (211 people in total)
ճ"Studying abroad through recommendation" pattern (about 5-10 people a year):
The school will be selected based on the score of the Examination for Japanese University Admission for
International Students (EJU).
→ If the partner university interviews online and decides to pass, theywill study abroad through a scholarship from
the partner university.
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新モンゴル学園（小中高・高専・工科大）［モンゴル］

私費留学の場合は，高校入学から毎年の夏休
みに開催される日本語夏期講習「サマースクー
ル」に３回参加するほか，３年生では，日本留
学試験，国費留学試験対策の春スクールと秋ス
クールを開講しています．さらに，高校を卒業
した後に，彼らを本格的に受験勉強させていま
す．

1�

6月㹼9月㸸

・国ෆの大学のཷ㦂
・EJUࠊTOEFL࡝࡞のཷ㦂
ルཧຍ࣮ࢡࢫ࣮࣐ࢧ・

高校3年ḟ㸸

・ཷ㦂ຮᙉ
・㐍㊰の᭱⤊Ỵᐃ
・␃学࡛ࡲのィ⏬ࢆ❧࡚る

9月㹼11月㸸

・国ෆ大学࡛のຮᙉ㛤ጞ
ルにཧຍ࣮ࢡࢫ⛅・
・EJU2ᅇ┠のཷ㦂

1月㹼2月㸸

・ฟ㢪᭩㢮のᥦฟ
・▷ᮇ⁫ᅾྲྀࢆࢨࣅᚓཷࠊࡋ㦂
のࡵࡓにΏ日

11月㹼12月㸸

・ฟ㢪᭩㢮の‽備
・EJUの⤖ᯝⓎ⾲
・ዡ学㔠㈈ᅋࠊᥦᦠ大学の校ෆ㑅ᢤ

2月㹼3月㸸

・日本の大学のཷ㦂
・ྜ᱁Ⓨ⾲

3月㹼4月㸸
・ྜ᱁Ⓨ⾲
・ධ学ᡭ続ࡁ
㈨᱁ኚ᭦⏦ㄳࢨࣅ・
・ᒾ಴ᕷ・༓ⴥ┴に࡚ྜᐟ
・༞ᴗ⏕の⥲఍・ຮᙉ఍
の大学にධ学ࢀࡒࢀࡑ・

ンձのሙྜ（6月༞）࣮ࢱࣃ

日本␃学のὶࢀ
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June-September:

࣭ Taking domestic university entrance 
exams
࣭ Examinations such as EJU and 
TOEFL
࣭ Summer school participation

High School 3rd year㸸

࣭ Studying for standardized tests
࣭ Final decision on course
࣭Make a plan to study abroad

September-November:

࣭ Start studying at a domestic 
university
࣭ Participate in autumn school
࣭ Second EJU exam

January-February:

࣭ Submission of application documents
࣭Obtain a short-term stay visa and go 
to Japan to take the examination

November-December:

࣭ Preparation of application documents
࣭Announcement of EJU results
࣭ Scholarship foundation, selection of 
affiliated universities

February-March:

࣭ Taking an examination at a 
Japanese university
·   Result publication

March-April:
· Result publication
· Admission procedure
· Visa qualification change application
· Training camp in Iwakura City and 
Chiba Prefecture
·  “Study abroad” students session
·  Enroll in each university

（ሙྜ㸦6᭶༞ࡢձ࣮ࣥࢱࣃ

Steps of studying in Japan

日本␃学ヨ㦂のᡂ⦼からぢ࠼るㄢ㢟㸸

1�

ẖ年6ࠊ月（༞ᴗ᫬）から
11月のᡂ⦼のఙ࡚ࡳࡀࡧ
とࢀる7-8ࠋ月のࢫ࣮࣐ࢧ
ࠋ࠸ࡁ大ࡀルのຠᯝ࣮ࢡ

「日本ㄒ」のⅬᩘ
పࡾࡼୡ⏺ᖹᆒࡣ
࠶㠀₎Ꮠᅪ࡛ࠋ࠸
るࡇとࡶ大࠸ࡁ

「ᩘ学ࢫ࣮ࢥϨ�ϩ」
のⅬᩘࡣୡ⏺ᖹᆒ
年࠸ẚ㍑ⓗ高ࡾࡼ

ࠋる࠶ࡶ

日本␃学ヨ㦂のᡂ⦼からぢる本校の≉ᚩとㄢ㢟（新モンゴルとୡ⏺）

1�

こちらは各科目ごとに日本留学試験の点数を
比較したものであります．本校は日本語学校で
はないため日本語の点数が世界平均より少々低
いですが，理数系は，世界平均を上回っており
ます．

次に，高大接続に直面している課題ですが，
まず，大学側の保守的な姿勢により理数系の優
秀な学生が日本の大学に入学できなくなるケー
スがあげられます．御覧のとおり，こちらにて
具体的な内容ををまとめましたので皆さん，ご

Challenges that can be seen from the results of the Examination for Japanese University Admission for 
International Students:

18

As you can see, every year,  
there is constant  increase in 
grades from June (at the time of 
graduation) to November, which 
proves the effect of the summer 
school in July-August is great.

The score of 
"Japanese" is lower 

than the world 
average. Being a 

country 

In some years, the scores 
for "Mathematics Courses 

I and II" are relatively 
higher than the world 

average.

Characteristics and issues of our school as seen from the results of the Examination for Japanese 
University Admission for International Students (New Mongolia and the World)

19

��

1. 日本の大学へ␃学ࡍる際࠸┤㠃ࡍるቨ

a. ồ࠸࡚ࡵる学⏕ീの᭕᫕ࡉ

b. 日本ㄒ⬟ຊࢆ㐣๫に高ࡃồࡵる大学ࡀከࠋ࠸（㠀₎Ꮠᅪㅖ国の␃学⏕への㓄៖ࡀ୙㊊）Ѝ�理⣔のඃ⚽

࠸࡞ࢀらᚓらࡍฟ㢪㈨᱁ࡣᙼらࠊࡵࡓ࠸ከࡀሙྜ࠸࡞ࡃ高ࡀฟ㢪᫬に日本ㄒ⬟ຊࡣ⏕学࡞

c. 国❧大学のሙྜࠊไᗘⓗ࡞ᰂ㌾ᛶにḞけるࡀࢫ࣮ࢣከࠋ࠸(ฟ㢪㈨᱁࡝࡞に᳨࡚࠸ࡘウࡶ࡚ࡋらࠊ࠸ㄆ

(（かかるࡀ᫬㛫）ࠊる࡞に「年௨㝆⩣」ࡣるሙྜࢀらࡵ

d. ≉に国❧大学ࠊࡣ大学㛫ࡸ学㒊㛫の㐃ᦠࡀᙅ࠸（S大学の例㸸ྠࡌ⤒Ṕの学⏕࡛࠶るにࡶかかࢃらࠊࡎ

࠸࡞ࡁฟ㢪࡛ࡣる学㒊に࡞␗大学のࡌྠ / ་学㒊のཷ㦂日ࡀ඲࡚ྠ日࡛࠶る➼）

e. Ώ日ཷ㦂ᚋࠊᅾ␃㈨᱁ኚ᭦にక࠺ㅖၥ㢟（㏆年ࠊほගࢨࣅЍ␃学ࢨࣅへのษࡀ࠼᭰ࡾ㞴ࡓࡓࡗ࡞ࡃࡋ

➼（る࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡁ大ࡍࡲࡍࡲࡀᐙᗞの⤒㈝の㈇ᢸࠊࡾ࡞ࡃ࡞ᚓࢆるࡊࡏ᪦ᖐ国୍ࡣ⏕学ࠊࡵ

のၥ㢟Ⅼୖࡁᡭ続࡞の௚の事ົⓗࡑ .2

a. 事๓ฟ㢪㈨᱁ᑂᰝࠊ࡝࡞ከࡃの᭩㠃ⓗ࡞ᡭ続ࢆࡁせࡍる

（大学に࠸࡞࡚ࡗࡼሙྜࠊࡾ࠶ࡀయไࡀバラバラ࡛࠶る）

b. 11月の日本␃学ヨ㦂の⤖ᯝࡀฟる๓にฟ㢪ᮇ㛫ࡀ⤊஢ࡍる大学࠶ࡀる

c. ࢟ャンࢫࣃに࡚ᑐ㠃ヨ㦂࠺⾜ࢆ大学（㠃接のࡳのሙྜ࢜ࠊンラ࢖ン࡛ྍࡶ⬟に࠸ࡋ࡯࡚ࡋ）

d. TOEFL࡝࡞ⱥㄒⅬᩘのཎ本ド᫂᭩ࢆETS⤒⏤࡛ᥦฟࢆồࡵるࡇとࡀᙉ࠸らࢀるࠋ

e. ᐃᮇ౽࠸࡞ࡀ≧ἣୗࠊ㒑㏦・ᣢཧ࡛の᭩㢮ᥦฟࢆồࡵるሙྜ࠶ࡀる（㛫にྜ࠸࡞ࢃሙྜࡶฟる）

f. ᳨ᐃᩱのᨭᡶ࠸᪉ἲࡀ日本国ෆ࡛ࡋかᑐᛂ࡛࠺ࡼ࠸࡞ࡁに࠸࡚ࡗ࡞るࠋ➼ࠋ

ㅖㄢ㢟ࡓࡋに┤㠃࡛ࡲࢀࡇ
（࢟ャࣜア㛤Ⓨࢭン࣮ࢱの⤒㦂にᇶ࡙࡚࠸）

ᇶ♏学ࡀጼໃ࡞大学ഃのಖᏲⓗ࡞࠺ࡼのࡇ
ຊࡀ高ࠊࡃᡂ長ࡍるྍ⬟ᛶࡀ大࠸ࡁඃ⚽࡞
ከࡃの学⏕のฟ㢪ࢆᅔ㞴にྍࠊࡋ⬟ᛶࢆつ
ไ࠸࡚ࡋるࠋ⤖ᯝࠊᙼらࠊࡣ日本௨እのㅖ
እ国へ␃学ࠋࡃ࠸࡚ࡋ
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1. The challenges you face when studying abroad at a Japanese university

a. Ambiguity of the student image you are looking for
b. Many universities demand excessively high Japanese proficiency. (Insufficient consideration for international students 

in non-Kanji-speaking countries) → Excellent students in science often do not have high Japanese proficiency at the 
time of application, so they cannot even qualify for application.

c. In the case of national universities, there are many cases where institutional flexibility is lacking. (If the application 
qualifications are examined and approved, it will be "next year or later" (it will take time))

d. Especially in national universities, the cooperation between universities and faculties is weak (Example of X university: 
Students with the same background cannot apply to different faculties of the same university / The examination dates of 
the medical school are all the same day etc)

e. After taking the entrance examination to Japan, various problems associated with the change of status of residence (in 
recent years, it has become difficult to switch from a tourist visa to a student visa, so students have to return to Japan 
once, and the burden of family expenses is increasing. )etc

2. Other administrative problems
a. Many written procedures such as pre-application qualification examination are required

(It may not be available depending on the university, and the system is different)
b. Some universities have their application period expired before the results of the Examination for Japanese University 

Admission for International Students in November are available.
c. Universities that conduct face-to-face examinations on campus (If you only have an interview, please make it possible to 

conduct online)
d. Students are required to submit the original certificate of English scores such as TOEFL via ETS.
e. In the absence of regular flights, students may be required to submit documents by mail or bring (some may make it in 

time).
f. The payment method of the examination fee can only be handled in Japan. etc.

Challenges faced so far 
(based on the experience of the Center for Career Development)

Such a conservative attitude on the 
part of the university makes it 

difficult for many excellent students 
who have high basic academic 

ability and high potential for growth 
to apply, and limits the possibility. 

As a result, they will study abroad in 
foreign countries other than Japan.
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

ゆっくり御覧ください．

日本が参考にしていただきたいのは米国の
Common Application（コモンアプリケーション）
という共通出願システムであります．これは，
全ての大学の情報や書類準備過程を確認，さら
に出願までできるオンライン出願システムであ
り，紙の書類が一切必要なく，学生が各々の望
む大学に受験できるので，日本の大学に是非ご
検討していただきたく思います．

ඛ㐍ⓗ࡞高大接続に㛵㐃ࡓࡋධヨシࢸࢫム例と࡚ࡋのࠊア࣓ࣜ࢝の「Common 

Application（ࢥモンア࣮ࢣࣜࣉション）」（ඹ㏻ฟ㢪シࢸࢫム）の࣓ࣜッࢺと≉ᚩ

❖ ⱥㄒᅪのㅖ国ࢆ୰ᚰと15ࡓࡋᆅᇦの916の大学へฟ㢪࡛ࡁる

❖ ከࡃの大学ࡀඹ㏻に౑࠼る࢜ンラ࢖ン㢪᭩シࢸࢫム（ ฟ㢪᭩㢮のᥦฟ୍ࡀᅇ࡛῭ࡴ ）

❖ ཷ㦂⏕ࠊࡣ⮬ศのฟ㢪ࡓࡋ඲࡚の大学の᭩㢮‽備㐣⛬ࢆシࢸࢫム࡛☜ㄆ࡛ࡁる

❖ 高校のᢸ௵・㐍㊰ᣦᑟࢱࢫッཷࡶࣇ㦂⏕のฟ㢪㐣⛬୍ࢆぴ࡛⟶理࡛ࡁる

❖ ධヨに㛵ࡍる୍ᩪのࡀࢫࢭࣟࣉCommon Appୖ࡛࡛ࡁる（大学ㄪࠊ࡭ເ㞟せ㡯の☜ㄆࠊฟ㢪᭩㢮の‽備

・ᥦฟࠋ（࡝࡞

❖ ୍ษࠊ⣬の᭩㢮ᚲせࡋ࡞

❖ ⚾㈝እ国ே␃学⏕のሙྜࠊ高校のඛ⏕のุ᩿にࡼる᳨ᐃᩱのච㝖ไᗘ࡝࡞

る㸟࠸࡚ࡁ࡚࠼ቑࡀる大学࠸࡚ࡵጞࢆンධヨへのᑐᛂ࢖ンラ࢜ࡶ日本࡛ࠊࡋかࡋ

❖ 大学ࡈと࡛のシࢸࢫムに࠸࡚ࡗ࡞る Ѝ ඹ㏻࢜ンラ࢖ンฟ㢪ࣉラッ࣮࢛ࣇࢺムのᚲせᛶ

❖ ࢜ンラ࢖ンฟ㢪とࠊ࠼࠸ࡣ㒑㏦ࡍるᚲせᛶ Ѝ ᏶඲࡞「࢜ンラ࢖ンฟ㢪」へ

❖ ฟ㢪᭩㢮࡛の┤➹のᚲせᛶにࡼるᡭ㛫 Ѝ ໬の᥎㐍ࢫ࣮ࣞࣃ࣮࣌
�1

Advantages and features of the American "Common Application" as an example 
of an entrance examination system related to advanced high-level connections.

❖ Students can apply to 916 universities in 15 regions, mainly in English-speaking countries.

❖ Online application system that can be used in common by many universities (application documents only need to be submitted once)

❖ Candidates can check the document preparation process of all the universities they applied for with the system.

❖ High school homeroom teachers and career guidance staff can also manage the application process of examinees in a list.

❖ The process of admission can be done on the Common App (university research, confirmation of application requirements, preparation

and submission of application documents, etc.).

❖ No paper documents required

❖ For privately funded international students, a system of exemption from examination fees at the discretion of high school teachers, etc.

However, an increasing number of universities in Japan are beginning to support online entrance exams!

❖ A custom made system for each universityЍNecessity of a common online application platform.

❖ Although it is an online application, it is necessary to mail it. ЍGo to the complete "online application".
❖ Efforts due to the need for handwriting in application documents. Ѝ Promotion of paperless office.
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新モンゴル学園から日本の大学ධヨࠊ高大接続にᑐࡍるᥦゝ

1. アジアの（日本式学校の）高大接続࡛࠸か࡞る⬟ຊࢆồࡵるࡁ࡭かࠊ෌᳨ウࠋࢆ
本学ࡣ日本式学校とࠊ࡝࠼࠸ࡣ日本ㄒ学校࡛ࠊࡵࡓ࠸࡞ࡣ日本ㄒ教育3ࡣ年㛫࡛㐌4᫬㛫に㝈ᐃࢀࡉるࠋ

教育理ᛕࠊࡓࡲࠋຎるࡣに(㡑国ࠊ୰国)Ꮠᅪㅖ国₍ࡔࡲࡔࡲࡣ日本ㄒ⬟ຊࠊࡶ࡚࠼ຍࢆル࣮ࢡࢫ࣮࣐ࢧ

学ၥࡓࡋとࡵࡌࡣࢆ理ᩘ⣔ࠊࡾ࠶と࡛ࡇ育࡚るࢆே㛫ࡓࢀのྲྀࢫる▱・ᚨ・యのバラン࠶ᇶ♏学ຊのࡣ

యᆺの⩦ᚓࢆ㔜ど࠸࡚ࡋるࠋ教育┠ⓗཷࡣ㦂࡛ࠋ࠸࡞ࡣᚑࠊ࡚ࡗ日本ㄒ⬟ຊࢆ㔜どࡓࡋ大学へのฟ㢪㈨

᱁ึ᭱ࠊࡣからつไ࠶ࡀ≦⌧࠺ࡲࡋ࡚ࢀࡉるࠋධ学ᚋにఙࡧる⏕ᚐࠊࡣᚲࡶࡋࡎ日本ㄒ⬟ຊࡀ高࠸࡞ࡃ

ࠋ

Ѝ日本ㄒ⬟ຊに೫㔜ࡑࠊࡎࡏの௚のᇶ♏学ຊࢥࠊミ࣮ࣗࢣࢽション⬟ຊࡶࢆ࡝࡞㔜どࡓࡋධ

ヨไᗘへ

2. ┤接の高大接続࡛࠶るࡇとに㓄៖ࡓࡋධヨไᗘへ

新モンゴル高校からの日本␃学ࡑࠊࡣの大㒊ศࡀ日本ㄒ学校ࢆ㏻ࡓࡌ␃学࡛࠺ࡇࠋ࠸࡞ࡣ

௒ࢆン࣮ࢱࣃの「接␃学┤」࠸࡞ࡉ௓ࢆ日本ㄒ学校ࠊ࡚ࡋアジアの日本式学校にᑐࠊࡓࡋ

ᚋࡉらにᶍ⣴ࡇࡃ࠸࡚ࡋとࠊࡀ新࡞ࡓ高大接続のࡾ࠶᪉のྍ⬟ᛶࢆᥦ౪ࡍるか࠸࡞ࢀࡋࡶ

3㸬࢜ンラ࢖ンධヨ/ฟ㢪」の✚ᴟⓗ࡞ᑟධ

࢜ンラ࢖ンධヨࠊฟ㢪にࠊ࡚ࡗࡼモンゴルのከࡃのඃ⚽࡞༞ᴗ⏕ࡀ日本の大学に␃学࡛ࡁ

る㐨ࡍࡲࡍࡲࡀ㛤ける࡛ࡲࢀࡇࠊࡓࡲࠋ大学にࠊࡣ࡚ࡗࡼモンゴルにධヨ㛵ಀ⪅ࡀฟྥ࠸

ࠋる࠸࡚ࡗ࡞⾜ࢆฟᙇධヨࠊ࡚
��

Recommendations for Japanese university entrance exams and high 
school connections from the Shine Mongol Academy

1㸬Reexamine what abilities should be sought in Asian (Japanese school) high school connections.
Although our school is Japanese style school, it is not a Japanese language school, so Japanese language education is limited

to 4 hours a week for 3 years. Even with the addition of summer schools, Japanese proficiency is still inferior to that of 

Chinese-speaking countries (China, South Korea). In addition, the educational philosophy is to nurture human beings with a 
good balance of knowledge, virtue, and body with basic academic ability, and emphasizes the acquisition of academic body 

types such as science and mathematics. The purpose of education is not to take an examination. Therefore, the 

qualifications for applying to universities that emphasize Japanese proficiency are currently restricted from the beginning. 

Students who grow up after enrollment do not necessarily have high Japanese proficiency.

Ѝ To an entrance examination system that emphasizes other basic academic ability, communication ability, etc. without 
focusing on Japanese language ability

2㸬To the entrance examination system considering that it is a direct high school connection
Most of the study abroad programs in Japan from Shine Mongol High School are not through Japanese language 

schools. Further exploring the pattern of "direct study abroad" without going through a Japanese language school 

for Japanese-style schools in Asia may provide the possibility of a new way of connecting high schools and 
universities.

3㸬Active introduction of "online entrance examination / application"
Online entrance exams and applications will open up more and more ways for many talented Mongolian 

graduates to 

study abroad at Japanese universities. In addition, depending on the university, people involved in entrance 
examinations have been sent to Mongolia to conduct on-site entrance examinations. 22

最後に，本校から日本の大学への提言があり
ます．上述したように，本校は日本語学校では
ないため，基礎力とコミュニケーション能力を
重視した入試制度の他，オンライン入試制度の
積極的な受け入れ，さらにその拡大が実現でき
れば，数多くの優秀な学生が日本に留学できる
と考えております．
御清聴ありがとうございました．

（江口）ガルバドラッハ先生，ありがとうござい
ました．
（ガルバドラッハ）すみません．
（江口）いいえ，ありがとうございます．
　

ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺とࡀࡾ࠶⫈Ύࡈ

��

㐃⤡ඛ

Email: galbadrakh@shinemongol.edu.mn

Tel: +976-11-461122

Thank you for your attention

23

Contact Information:

Email: galbadrakh@shinemongol.edu.mn

Tel: +976-11-461122
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（江口）次は，信男教育学園の御発表になりま
す．御発表いただきますのは，理事長をつとめ
ておられます魯林先生になります．
簡単にではございますが，魯林先生の方をご
紹介させていただきます．
魯林理事長は1988年に日本に自費留学した際
に，多様な学習と体験を通して，中国での人間
教育の重要性と必要性に気づき，1995年中国の
安徽省で信男教育学園を立ち上げました．
さまざまな試行錯誤もありましたが，九州大
学大学院人間環境学府の竹熊先生の研究室で，
国際教育について研究を重ね，日本式学校教育
をより深みを持って，中国に導入することに専
念しています．
現在，創設していた高校の「２＋1.5」方式の
この留学コースは日本の私立高校24校と姉妹校
として提携しています．上海校，深圳校では，
日本の教材や，カリキュラム，並びに日本人教
師による教育を導入しています．
さらに，今年９月に成都，長沙にも開校する
予定です．十年以来，約400名の卒業生が日本の
上位大学へ進学しています．信男教育学園は九
州大学教育学部海外高大接続教育研究拠点であ
り，中国の高校の第一個目の存在として注目さ
れています．それでは，魯林先生御発表の方を

お願い致します．

（魯）今，紹介された信男教育学園の魯林と申し
ます．どうも皆さんこんにちは．今日は，九州
大学から，このような発表の機会をいただいて，
非常に感謝しております．時間の関係で，すぐ
に主題に入ります．
信男教育学園は2010年に中国の上海に設立し

て，ちょうど今年が10年目です．「国際的視野に
立つ新時代のエリートの育成」を教育理念とし
て，生徒一人一人の個性と能力を重視する教育
方針に基づき，生徒たちが自らの力で夢を実現
し，世界で活躍するために，いち早く日本式教
育を中国に導入して，実践してまいりました．

設立当初は17名しか入学生がおらず，また２
年目は東日本大震災などの影響で一時的に生徒
募集が非常に困難な状況だったんですが，上海
教育委員会の協力や教職員一同に「人間教育」
の実施を徹底させることで，年々生徒数が増加
していって，2019年９月には上海校のほか，深

信男教育学園の紹介
Introduction for Xinnan High School

信男教育学園は2010年に上海校を設立し
てから10年目を迎えることになりました。
「国際的視野に立つ新時代のエリートの育
成」を教育理念として、生徒一人ひとりの
個性と能力を重視する教育方針に基づき、
生徒たちが自らの力で夢を実現し世界で活
躍するために、一早く日本式教育を中国に
導入し実践してまいりました。

信男教育学園理事長　魯　林

信男教育学園（上海文来高級中学校中日班，
 深圳第三高級中学校日本名校留学班）［中国］

信男教育学園理事長　魯　林
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圳校を展開することとなりました．
今は，上海だけでも大体年間１学年150名の枠
で入学させますが，応募者はその３倍から４倍
ぐらいの生徒がいます．今年は，中国の四川省
の成都，湖南省の長沙に学校を９月にオープン
する予定です．
今まで信男教育学園からは，1,000名以上の学
生を日本に留学させた実績がありまして，生徒
達はそれぞれ自分の理想に合った大学に進学及
び留学し，社会人として活躍しております．そ
の中では，日本の大学院，または博士号を卒業
された学生も多くいます．
近年，信男教育学園が積み上げた実績を各界
から認めていただいて，九州大学，その他国立
有名大学と連携することもできました．

私たちがやっている２プラス1.5コースという
のは，中国の高校で２年間勉強した後，日本の
私立高校に編入することです．中国は９月から
入学，日本は４月からスタートということで，
半年の期間多くなって，日本の高校２年後半に
編入して日本の大学を目指していきます．
本校の生徒は，日本語の習得以外，日本の有
名大学に進学するという目標を持っているため，
中国教育部門で規定された課程と同時に日本の
高校で規定された課程も履修します．日本語科
のカリキュラムに沿って「あいうえお」から日
本語の学習を進め，１年修了時点では，多くの
生徒が日本の教育内容を日本語で理解できる学
力を身につけます．日本の理数のカリキュラム
は日本の教科書を用いて日本の高校と同じ教育
内容で勉強します．以前，大阪大学などの先生
が視察に来られた際も，その学生たちの日本語
のレベルの高さに驚いておりました．
さらに，中国の「高校卒業認定試験」に合格

「2+1.5」αーηをͮࡠた理༟
The reason this school created the “2+1.5” course
(2 years China+1.5 years in Japan)

設立౲ॵは17໌の入学生でηνートし、2年目は౨日本
୉ਔࡄなʹのӪڻで一時生徒ูॄがࠖೋとなͮた΍のの、
上海教育җҽճのڢ力Ώ教৮ҽ一ಋに「人ؔ教育」の実
をబఊͦ͠ることで、年ʓ生徒਼がଁՅし、2018年9݆ࢬ
には上海校のଠ、਄㡗校をఴ֋することとなりました。
本年ౕは࢝ઔ঴、ކೈ঴に͕いて学校設立を༩ఈして͕
ります。ࠕまで信男教育学園からは1000໌Ґ上の学生を
日本にཻ学ͦ͠ました。生徒ୣはͨΗͩΗ自෾の理૟に
学し、ऀճ人として活躍してཻ͕;ٶた୉学に਒学ͮ߻
ります。ۛ年、信男教育学園が੷Ί上͝た実੹を֦界か
ら೟めていたͫき、中国国立ಋ济୉学Ώ日本国立۟य୉
学なʹ国立༙໌୉学と΍࿊ܠすることができました。

すれば，中国の高校卒業資格と同時に，日本の
姉妹校卒業資格を取得することもできます．日
本の高校に1.5年間編入して勉強し，日本の高校
も卒業してから大学へ進学すること自体，とて
も大きな意味があると認識しています．
こういうプログラムは，以下の大きなポイン
トがあると私は認識しています．日本語学校や
大学では体験のできない学校教育を受けること
ができます．また，日本文化をより身近に受け
ることができて，より深く日本語を理解するこ
とができます．また，時間と経済の面では，両
方節約できて，日本留学の負担を軽くすること
ができます．その他にもいろいろとメリットが
あると私は認識しています．

今まで，指定校推薦，EJUその他の方法で日
本の上位大学に多く合格しています．10年来，
1,000名以上の学生を日本の高校へ編入させ，
30％以上の卒業生が日本のMARCH以上の大学
へ進学してきました．また，99％の卒業生が日
本の大学へ進学という実績を確保しています．

これは，日本式のいろいろな学校の写真です
ね．日本式と言えば，我々日本人の先生をたく
さん採用していますし，日本のカリキュラムも
導入しています．また，日本の学校と同じカリ
キュラムであると同時に，部活など日本の私立

「2+1.5」αーηでは、中国国಼で2年ؔ学सしたޛ、日本のࢠຕ校ʤ఑ܠ校ʥにฦ入し、
日本の୉学を目ࢨします。本校の生徒は、日本ޢのरಚҐ֐、日本の༙໌୉学に਒学するとい
͑目ඬを࣍ͮているため、中国教育෨໵でوఈ͠Ηた՟ఖとಋ時に、日本の߶校でوఈ͠Ηた
՟ఖ΍སरします。日本ޢՌのΩリΫϣϧϞにԌͮて「͍い͑え͕」から日本ޢの学सを਒め、
1年र྅時には、ଡくの生徒が日本の教育಼༲を日本ޢで理մするޢ学力をਐに෉͜ます。日
本の理਼のΩリΫϣϧϞは日本の教Ռॽを༽いて日本の߶校とಋͣ教育಼༲を学सします。Ґ
઴、୉ࡗ୉学の઎生が視ࡱにཔらΗた際΍ͨのϪϗϩの߶͠にڽいて͕りました。͠らに、中
国の「߶校ଖۂ೟ఈݩࢾ」に֪߻すΗͻ、中国の߶校ଖ֪ࣁۂとಋ時に、日本のࢠຕ校ଖࣁۂ
֪をखಚすることができます。
日本の߶校に1.5年ؔฦ入してหکし、日本の߶校に΍ଖۂしてから୉学΃਒学すること自
ରはとて΍୉きなқັが͍ると೟ࣟしています。

˖日本ޢ学校Ώ୉学ではରݩできない学校教育をण͜ることができる。

˖日本ชԿをΓりਐۛにण͜ることができて、Γり਄く日本を理մできること。

˖時ؔとࡃܨの໚、ྈ方ઇ༁できて、日本ཻ学のෝ୴はܲくすることができる。

˖ͨのଠ

ఈ校ਬપΏEJU、ͨのଠのࢨまでࠕ
方๑でښ౐୉学、۟य୉学、ஞഀ୉学
はͣめ国ޮ立ࢴ立の上Ғ୉学΃਒学し
ています。
10年Ґཔ、༁1000໌の生徒を日本の
߶校΃ฦ入ͦ͠、༁30%のଖۂ生がϜー
οҐ上の୉学΃਒学しています、99%の
ଖۂ生が୉学΃਒学しています。
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学校とほぼ同じ教育システムで運営している学
校なので，いわゆる日本式教育を用いた中国ロー
カルの学校をうちが初めてやっています．日本
の高校に進学させることも含めて，「人間教育」
の一環として力を入れ，国際的な舞台で活躍で
きる人材の育成を目指しています．

１年次から，日本語教育のみならず，日本の
文化・習慣・礼儀作法に至るまで，「日本」を理
解するために中日の教員が協力して教育活動を
推進してまいります．日本の生活に適応するた
めに，日々の授業・委員会活動・掃除活動・行
事，また HR運営など様々な場面を通して日本
独特の生活習慣を定着させるとともに，主体性・
協調性・その他思いやる心，リーダーシップを
培っていきます．
２年次には，修学旅行で日本の姉妹校を訪問

しています．修学旅行は本校の必修科目であり，
毎年北海道から九州まで各地の姉妹校を訪問し，
姉妹校の皆さんとの心温まる交流を通じて，日
本という絆を深めていきます．見聞を広めるだ
けでなく，多くの出会いと感動が生徒たちの人
生の糧となっていくと確信しています．
日本では多様性の受容が大きな課題となって

おり，人口減少の影響からも，今後留学生の受
入れ人数はますます増加することが予想されま
す．しかしながら，日本の文化・習慣は独特で，

日本式教育を導入した学校ӣӨ

• 本校の୉きなಝ௅は、日本の߶校に਒学ͦ͠ることを࠹श目ඬとしていないことです。
「人ؔ教育」に力を入Η、国際的な෥ୈで活躍できる人ࡒの育成を目ࢨしています。1年
࣏から日本ޢ教育のΊならͥ、日本のชԿʀस׵ʀླٓࡠ๑にࢺるまで、「日本」を理
մするために中日の教ҽがڢ力して教育活ಊをਬ਒しています。日本の生活にనԢする
ために、日ʓのदۂʀҗҽճ活ಊʀੜૡ活ಊʀࣆߨΏHRӣӨなʹ͠ま͡まな৖໚を௪し
て、日本ಢಝの生活स׵をఈ஥ͦ͠るとと΍に、कର性ʀڢ௒性ʀଠをࢧいΏるৼʀ
リーξーερϕを཈ͮていきます。2年࣏にはर学ྃߨで日本のࢠຕ校を๜໲します。र
学ྃߨは本校のචਤՌ目で͍り、ຘ年๼海ಕから۟यまで֦ஏのࢠຕ校を๜໲し、ࢠຕ
校のև͠ΞとのৼԻまるިླྀを௪ͣて「日本」とのូを਄めていきます。ݡซを߁める
ͫ͜でなく、ଡくのड़ճいと״ಊが、生徒ୣの人生のྒとなͮていくと֮信して͕りま
す。

• 日本ではଡ༹性のण༲が୉きな՟ୌとなͮて͕り、人ݰ޳ঙのӪڻから΍、ཻޛࠕ学生
のण͜入Η人਼はӻʓଁՅすることが༩૟͠Ηます。しかしながら、日本のชԿʀस׵
はಢಝで、୉学入ࢾεητϞ΍෵ࡸです。1人1人の生徒にనした୉学入ࢾ方式をમ୔す
るためにはଡくの໲ୌをմ݀するචགྷが͍ります。

大学入試システムも複雑です．一人一人の生徒
に適した大学入試方式を選択するためには，多
くの問題を解決する必要があると認識していま
す．

信男教育学園では，リサーチをやっておられ
る九大の先生方に講義を行っていただく取組を
進めてまいりました．残念ながら，去年はコロ
ナ感染拡大の影響で実施できませんでしたが，
大学の講義に触れることは，大学の学問に興味
を持ち，進学意欲を向上させることにもつながっ
ています．医学の授業で実際に聴診器に触れ，
血圧測定の実習を行っていただきましたが，生
徒たちは，初めての体験に緊張しながらも真剣
に実習に取り組んでいました．
教科書でどれだけ多くの知識を得るよりも，

大学の先生方の講義や実習を受講するほうが何
倍も教育効果があると感じます．大学や産業界
など，高校の先にある世界に触れることは，視
野を広げ，自分の将来を見つけるための貴重な
経験になると思います．自分自身で自分の進路
を選択し，国際社会に貢献できる人材を育成す
ることは本学の教育理念の一つです．このおか
げで高校卒業後に九大に進学した生徒も何人か
いましたし，希望する生徒も増えてきています．

私がつくった，この２プラス1.5方式は，上海

入試制度に合わせた進路
A career path tailored for the Japanese university entrance 
examination system

本「2ʶ1.5」方式は上海の߶校で2年ؔ学सし、ଖۂ೟ఈにචགྷなୱ
Ғをསरしたޛ、日本の߶校にཻ学ͦ͠るとい͑΍のです。ଖۂ೟ఈࢾ
がಚらΗます。͠らに本校は、日֪ࣁۂすΗͻ中国の߶校のଖ֪߻にݩ
本のΩリΫϣϧϞにԌͮた಼༲で学सを਒めて͕りますので、ୱҒ׷ޕ
΍༲ҝで日本の߶校のචསरགྷ݇をຮたすため、日本の߶校に2年生ޛ
ޢをಚることができます。日本֪ࣁۂからฦ入して΍日本の߶校のଖغ
̥2ʛ̥̏Ϫϗϩ、ӵޢ΍日本のӵݗޢఈ६1څҐ上のϪϗϩが͍りま
す。߶校1年の時から日本のชԿを学;߶いࢦを࣍ͮてཻ学して͕りま
すので、ࢨఈ校の校಼મൊで日本の生徒に྾らない඲Ճをಚているͨ͑
です。ࢨఈ校ਬપの校಼મൊに͕いて日本の生徒とਬપ࿰をڟい、ଡく
の༑ऴな୉学のࢨఈ校ʤܜԢ、早Ҷీ、ಋऀࢦ、̠̬̚、౨ښ理Ռ୉、
立教౵ʥを௘いて͕ります。

˖日本の߶校ࢨఈ校ਬપのཤ༽
It takes advantage of the high school recommendation system for 
entrance in Japanese universities



─ 30 ─

九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

の高校で２年間学習し，卒業認定に必要な単位
を取得した後，日本の高校に留学させるという
ことを先ほども申し上げましたが，卒業認定試
験に合格すれば，中国の高校の卒業資格も得ら
れます．さらに，本校は日本のカリキュラムに
沿った内容で学習を進めておりますので，単位
交換も容易で，日本の高校の必修科目要件を満
たすため，日本の高校に２年生後期から編入し
ても，日本の高校の卒業資格を得ることができ
ます．
日本語も N2から N1レベルで，英語も日本の
英語検定準１級以上のレベルがあります．学生
たちが高校１年生のときから日本の文化を学び，
高い志を持って留学しておりますので，指定校
の校内選抜で日本の生徒に負けないぐらいの評
価を得ているそうです．指定校推薦の校内選抜
において，日本の生徒と推薦枠を競って，多く
の優秀な大学の指定校に合格しています．その
中で，慶応，早稲田，同志社，ICU，東京理科
大など，大体日本の上位大学に全て生徒が入っ
ています．

しかしながら，中国と日本の二つの高校の卒
業資格を持っていても，日本の大学入試には不
利になる場合もあります．指定校推薦で大学に
進学する場合，大学によっては，中国の高校の
卒業資格を放棄する必要がある大学もあります．
また，大学によって日本の高校に３年間在籍し
ていることを出願の条件にしている場合もあり
ます．校内選考で選考されても，指定校推薦を
利用して大学に出願できないケースもありまし
た．

EJU試験を利用している外国人留学生として
入試に参加する場合は，日本高校卒業資格があ
ると出願資格がない大学も多く，その際は，日

しかしながら、中国と日本の̐つの߶校のଖ֪ࣁۂを࣍ͮていることが日本の୉学入ࢾには෈ཤになる৖߻
が͍ります。ࢨఈ校ਬપで୉学に਒学する৖߻、୉学にΓͮては中国の߶校のଖ֪ࣁۂを๎ؼするචགྷが͍る
୉学΍͍ります。また、୉学にΓͮては日本の߶校に3年ؔࡑ੸しているࣆをड़بのড়݇にしている৖߻΍͍
り、校಼મߡでમൊ͠Ηて΍ࢨఈ校ਬપをཤ༽して୉学にड़بできないίーη΍͍りました。EJUݩࢾをཤ༽
して֐国人ཻ学生として入ࢾにࢂՅする৖߻は、日本߶校ଖ֪ࣁۂが͍るとड़֪ࣁبがない୉学΍ଡく、ͨの
際は、日本の߶校のଖ֪ࣁۂを๎ؼして中国のଖ֪ࣁۂでणͦ͡ݩるෝえまͦΞ。日本の߶校での౔力はୱに
୻ཻغ学のߡࢂୱҒにしかならないのです。༑ऴな生徒ୣはEJUݩࢾをཤ༽して早Ҷీ、ܜԢ、۟୉、๼୉ҫ
学෨౵༑ऴな୉学に֪߻して͕ります。̐つの߶校のଖ֪ࣁۂを࣍つ༑ऴな生徒が、日本の୉学の入ࢾ੏ౕに
Γり一方のଖ֪ࣁۂを๎ؼするとい͑現য়は、ޛࠕのཻ学生のण͜入Ηの୉きなϔϪーΫになるとݔ念͠Ηま
す。

˖EJUのཤ༽との໅८

本の高校の卒業資格を放棄して中国の卒業資格
で受験せざるを得ません．
日本の高校での努力は，単に短期留学の参考
単位にしかならない，その事実は，非常に優秀
な生徒たちは EJU試験を利用して京都大学など
の大学に合格していますけれども，二つの高校
の卒業資格を持つ優秀な生徒が，日本の大学の
入試制度により，一方の卒業資格を放棄すると
いう現状は，今後の留学生の受入れの大きなブ
レーキになるのではないかと心配しています．
私はそう思っています．

現在，日本では，学力のみでなく，総合的な
人間力を評価する入試改革・教育改革が進めら
れています．単に高点数を取ることだけでなく，
生徒の多面的な総合力を重視し，評価につなげ
るためには，本校の教育のように，日本の文化
や習慣への関心が高く，日本人が苦手とするグ
ローバル思考や自己表現力の高い留学生を受け
入れることは大変重要になると感じます．
生徒たちの日本の高校での1.5年間の留学生活
はかなり重要な意味があります．成人という日
本文化の中の大きな区切りで単なる大学の留学
だと，ある意味では日本文化の真髄は体験でき
ない場合が多いと，私は自分の経験で分かりま
す．よって，成人前の高校時代の日本留学，日
本の高校教育を受けることにより，日本での人
育てや先生による細かい生活指導などで日本の
文化の中身がより理解できるのではないかと思
うし，日本がより身近な存在になると思うし，
留学の本当の意味と効果が大きくなってくると
信じています．

現ࡑ、日本では学力のΊで
なく、૱߻的な人ؔ力を඲Ճ
する入ࢾրַʀ教育րַが਒
めらΗています。ୱに߶఼਼
をखることͫ͜でなく、生徒
のଡ໚的な૱߻力を重視し඲
Ճに͝ܪるためには、本校の
生徒のΓ͑に日本のชԿΏस
΃のؖৼが߶く、日本人が׵
Ώߡࢧघとするήϫーώϩۦ
自ހන現力の߶いཻ学生をण
͜入Ηることは୉ร重གྷにな
るとͣ״ます。

˖「2+1.5」αーηはਇの日本ཻ学をਬ਒できる方式です
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世界が大きく変わりつつある中で，人材に求
める内容や資質も当然大きく変化しています．
AI時代の到来を前に，グローバル化を理解し，
国際的な視野，さらに革新的な創造力を持った
人格者を育成することが学校教育に与えられた
使命であると実感しています．
信男教育学園では，今後も初心を忘れず，日

本式教育を基本に，国際人材育成のために誠心
誠意努力してまいります．当学園の教育理念に
賛同していただける日本の高校や大学と連携し
て，さらなる中日間の民間教育交流に貢献した
いと考えています． 

今日はありがとうございます．簡単ではござ
いますが，以上，私の信男教育学園の紹介です．
よろしくお願いします．
（江口）魯林先生，ありがとうございました．
（魯）どうもありがとうございました．

世界が୉きくかΚりつつ͍る中
で、人ࡒにٽめる಼༲Ώ࣯ࣁ΍౲
ષ୉きくรԿしています。AI時代
の౺པを઴に、ήϫーϏϩԿを理
մし、国際視野、ߍにַ新的な૓
ଆ力を࣍ͮた人֪ंを育成するこ
とが学校教育に༫えらΗた࢘ໍで
͍ると実״しています。信男教育
学園ではޛࠕ΍ॵৼを๪Ηͥ、日
本式教育を基本に国際人ࡒ育成の
ҟに੥ৼ੥қ౔力してまいります。
౲学園の教育理念に࢏ಋしていた
ͫ͜る日本の߶校Ώ୉学と࿊ܠし
て͠らなる中日ؔの຿ؔ教育ިླྀ
に߫ݛしたいとߡえています。

͟੫௎͍りがと͑͟͡いました
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（発表資料）
●信男教育学園の紹介
信男教育学園は2010年に上海校を設立してか
ら10年目を迎えることになりました．
「国際的視野に立つ新時代のエリートの育成」
を教育理念として，生徒一人ひとりの個性と能
力を重視する教育方針に基づき，生徒たちが自
らの力で夢を実現し世界で活躍するために，一
早く日本式教育を中国に導入し実践してまいり
ました．
設立当初は17名の入学生でスタートし，２年
目は東日本大震災などの影響で一時生徒募集が
困難となったものの，上海教育委員会の協力や
教職員一同に「人間教育」の実施を徹底させる
ことで，年々生徒数が増加し，2019年９月には
上海校の他，深圳校を展開することとなりまし
た．本年度は四川省，湖南省において学校設立
を予定しております．今まで信男教育学園から
は1000名以上の学生を日本に留学させました．
生徒達はそれぞれ自分の理想に合った大学に進
学及び留学し，社会人として活躍しております．
近年，信男教育学園が積み上げた実績を各界か
ら認めていただき，中国国立復旦大学や日本国
立九州大学など国立有名大学とも連携すること
ができました．　
信男教育学園の高校は，中国国内で２年間学
習した後，日本の姉妹校（提携校）に編入し，
日本の大学を目指します．本校の生徒は，日本
語の修得以外，日本の有名大学に進学するとい
う目標を持っているため，中国教育部門で規定
された課程と同時に，日本の高校で規定された
課程も履修します．日本語科のカリキュラムに
沿って「あいうえお」から日本語の学習を進め，
１年修了時には，多くの生徒が日本の教育内容
を日本語で理解する語学力を身に付けます．日
本の理数のカリキュラムは日本の教科書を用い
て日本の高校と同じ教育内容を学習します．以
前，大阪大学の先生が視察に来られた際もその
レベルの高さに驚いておりました．さらに，中
国の「高校卒業認定試験」に合格すれば，中国
の高校卒業資格と同時に，日本の姉妹校卒業資
格を取得することができます．
本校の大きな特徴は，日本の高校に進学させ

ることを最終目標としていないことです．「人間
教育」に力を入れ，国際的な舞台で活躍できる
人材の育成を目指しています．１年次から日本
語教育のみならず，日本の文化・習慣・礼儀作
法に至るまで，「日本」を理解するために中日の
教員が協力して教育活動を推進しています．日
本の生活に適応するために，日々の授業・委員
会活動・清掃活動・行事や HR運営などさまざ
まな場面を通して，日本独特の生活習慣を定着
させるとともに，主体性・協調性・他を思いや
る心・リーダーシップを養っていきます．２年
次には修学旅行で日本の姉妹校を訪問します．
修学旅行は本校の必須科目であり，毎年北海道
から九州まで各地の姉妹校を訪問し，姉妹校の
皆さんとの心温まる交流を通じて「日本」との
絆を深めていきます．見聞を広めるだけでなく，
多くの出会いと感動が，生徒達の人生の糧と
なっていくと確信しております．
日本では多様性の受容が大きな課題となって

おり，人口減少の影響からも，今後留学生の受
け入れ人数は益々増加することが予想されます．
しかしながら，日本の文化・習慣は独特で，大
学入試システムも複雑です．１人１人の生徒に
適した大学入試方式を選択するためには多くの
問題を解決する必要があります．

●大学の入試制度について
本校は上海教育局から認可された２＋1.5方式

を採用しております．この方式は上海の高校で
２年間学習し，卒業認定に必要な単位を履修し
た後，日本の高校に留学させるというものです．
卒業認定試験に合格すれば中国の高校の卒業資
格が得られます．さらに本校は，日本のカリキュ
ラムに沿った内容で学習を進めておりますので，
単位互換も容易で日本の高校の必履修要件を満
たすため，日本の高校に２年生後期から編入し
ても日本の高校の卒業資格を得ることができま
す．日本語 N2～ N1レベル，英語も日本の英語
検定準１級以上のレベルがあります．高校１年
の時から日本の文化を学び高い志を持って留学
しておりますので，指定校の校内選抜で日本の
生徒に劣らない評価を得ているそうです．指定
校推薦の校内選抜において日本の生徒と推薦枠
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を競い，多くの優秀な大学の指定校（慶応，早
稲田，同志社，ICU，東京理科大，立教等）を
頂いております．
しかしながら，中国と日本の２つの高校の卒

業資格を持っていることが日本の大学入試には
不利になる場合があります．指定校推薦で大学
に進学する場合，大学によっては中国の高校の
卒業資格を放棄する必要がある大学もあります．
また，大学によっては日本の高校に３年間在籍
している事を出願の条件にしている場合もあり，
校内選考で選抜されても指定校推薦を利用して
大学に出願できないケースもありました．EJU

試験を利用して外国人留学生として入試に参加
する場合は，日本高校卒業資格があると出願資
格がない大学も多く，その際は，日本の高校の
卒業資格を放棄して中国の卒業資格で受験せざ
る負えません．日本の高校での努力は単に短期
留学の参考単位にしかならないのです．優秀な
生徒達は EJU試験を利用して早稲田，慶応，九
大，北大医学部等優秀な大学に合格しておりま
す．２つの高校の卒業資格を持つ優秀な生徒が，
日本の大学の入試制度により一方の卒業資格を
放棄するという現状は，今後の留学生の受け入
れの大きなブレーキになると懸念されます．
現在，日本では学力のみでなく，総合的な人

間力を評価する入試改革・教育改革が進められ
ています．単に高点数を取ることだけでなく，
生徒の多面的な総合力を重視し評価に繋げるた
めには，本校の生徒のように日本の文化や習慣
への関心が高く，日本人が苦手とするグローバ
ル思考や自己表現力の高い留学生を受け入れる
ことは大変重要になると感じます．

●まとめ
世界が大きくかわりつつある中で，人材に求

める内容や資質も当然大きく変化しています．
AI時代の到来を前に，グローパル化を理解し，
国際視野，更に革新的な創造力を持った人格者
を育成することが学校教育に与えられた使命で
あると実感しています．信男教育学園では今後
も初心を忘れず，日本式教育を基本に国際人材
育成の為に誠心誠意努力してまいります．当学
園の教育理念に賛同していただける日本の高校

や大学と連携してさらなる中日間の民間教育交
流に貢献したいと考えています．
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（江口）次は，柳川高等学校附属タイ中学校，柳
川高校国際科の御発表になります．御発表いた
だきますのは，柳商学園理事長，古賀賢先生，
柳川高等学校附属タイ中学校副理事長，テム
ラック・チャオ先生です．
まず古賀理事長について，御紹介させていた
だきます．
10年間のイギリス留学経験から，次世代を担
う子供たちの心のグローバル化の必要性を強く
感じ，古賀理事長自身が経営する柳川高等学校
にグローバル学園構想を立ち上げました．その
第１弾として，日本国内初の現地の学生を対象
にした柳川高等学校附属タイ中学校を開校なさ

いました．その後，アジア７か国とオーストラ
リア，イギリスの合計９か所に事務所を設置し
ました．ICT技術導入により，教育環境を整え，
世界各国から生徒が集まる学校へと現在も歩み
を進めておられます．
次に，テムラック・チャオ副理事長について

御紹介させていただきます．タイ南部のナコー
ンシータマラート県に生まれました．1992年に
天理大学日本語別科に入学し，２年間，日本語
を学習なさいました．金沢星稜大学経済学部商
学科を卒業し，1998年に金沢大学大学院経済学
研究科修士課程を修了しました．大学院を修了
した1998年から２年間，ICT関連について，オー

柳商学園理事長　古　賀　　　賢
柳川高等学校附属タイ中学校副理事長　テムラック・チャオ

柳川高等学校附属タイ中学校，柳川高校国際科［タイ］

柳商学園理事長　古賀　賢

柳川高等学校附属タイ中学校事務局長　天野　健太

柳川高等学校附属タイ中学校副理事長 
テムラック・チャオ
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ストラリアで学びました．2000年， タイに帰国し， 
故郷のナコーンシータマラート県に戻り，ICT関
連の事業や対日関連事業を立ち上げました．
2015年には， 柳川高等学校と提携し， 柳川高等
学校附属タイ中学校を設立しました．タイの子
供たちを対象とした日本式教育により，柳川高
等学校への留学準備を行い， タイと日本のかけ橋
になるような人材育成に取り組んでおられます．
それでは，古賀先生，御発表をよろしくお願
いいたします．

（古賀）ありがとうございます．
柳川高校の古賀と申します．本日は，貴重な
セミナーに御招待いただきまして，どうもあり
がとうございます．後ほど附属タイ中学校のチャ
オ副理事長からも御挨拶させていただきます．
時間も限られておりますので，本校のアジア
に対する動きについて，紹介をさせていただき
たいと思っております．

柳川高等学校 
理事長　古賀賢

柳川高等学校附属タイ中学校 
副理事長　チャオ・テムラック

アジアからの高大接続事例の紹介

柳川高等学校

アジアの高大接続と 
心のグローバル化

柳川高等学校附属タイ中学校

柳川高校ですけれども，実社会，この世の中
が大きくダイバーシティー化，グローバル化を
していく中で，本校の柳川高等学校グローバル
学園構想というものを2016年，今から５年前に
立ち上げました．
そのフラッグシップといたしまして，先ほど
から御紹介させていただいていますように，柳
川高等学校附属タイ中学校，それはタイの南部，
ナコーンシータマラートに本校の附属のタイ中
学校を設立いたしました．
この学校ですけれども，建てた後に文科省の
人から情報をいただいたんですが，これは日本
の学校法人として初めての現地の子供たちを対
象とした学校であると．この学校は，日本語教
育というものは当然ですけれども，日本式の教
育を取り入れた学校として，今現在，運営をし
ていっているところです．そして，その希望者
は，本校の柳川高校に入学をしてきて，そして
日本の大学を目指すシステムでございます．

今，設立して５年目と言いましたけれども，
初めはいろいろ学校のことを認知していただく
ということに苦労もいたしまして，１年目は，
新入生が16名からスタートいたしまして，第１
期生４名が本校のほうに入学をしてきまして，
第２期生は少し増えまして24名，そして８名が
柳川高校に入学をしてきている状況です．

柳川高校へ進学（12名）

第一期卒業生

第二期卒業生

動画

柳川高等学校附属タイ中学校
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それでは，少しタイの中学校のほうの状況を
見ていただければと思います．５分間の動画で
まとめております．そこでチャオ副理事長の御
挨拶もありますので，５分ほど動画を視聴いた
だければと思います．よろしくお願いいたしま
す．
（チャオ）皆さん，こんにちは．柳川高等学校附
属タイ中学校副理事長，テムラック・チャオと
申します．どうぞよろしくお願いします．
タイといいますと，どんなことを考えていま

すか．バンコクですか．チェンマイ，アユタヤ，
スコータイ，サムイとプーケット，それぞれの
場所があると思います．しかし，今日は柳川タ
イ中学校を設立したところを御紹介したいと思
います．タイの南のナコーンシータマラート県
です．そこは私が生まれたところです．どうぞ
御覧ください．

（動画視聴）

さて，柳川タイ中学校の中に入っていきま
しょう．自然の中にあります．ランブータン，
マンゴスチン，様々な木がたくさんあります．
学生は自然とともに住むことができます．

もちろん学生たちは日本の文化，習慣を勉強
できます．金曜日には浴衣を制服として着るこ
と．日本の料理を食べること．それと，日本語
教育システムを導入したということは何かとい
いますと，毎朝，ホームルームのときに小テス
トをすること．小テストは，月曜日，日本語．
火曜日，英語．水曜日，数学，そうやって回っ
ているんですよ．学生が１限目を準備するため
には，やっぱり日本のシステムとして小テスト
が必要です．

日本の教育システムで学生たちを育成するこ
とでは，三つのことを考えています．一つ目，
日本の子供たちは規則を守っていること．二つ
目，責任感を持つこと．そして，人に迷惑をか
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けない．人を尊敬すること．三つのことを導入
した結果，大変効果がありました．

また，学校には PBLというものがあります．
PBLというのは問題を解決，問題を取り上げて，
プロジェクトをつくることであります．１学期
に１回ぐらいのプレゼンテーションがあるんで
すよ．年２回．これを大変楽しみにしていると
いう学生がほとんどでございます．
柳川タイ中学校の目標というのは，タイの子
供たちが，日本のことを学びながら，日本の文
化，習慣を理解した上で，将来的に柳川高等学
校のほうに留学することです．今までは年間10
名程度ですけれども，将来的には毎年30名程度
タイ人が日本語に留学することになると思いま
す．その後はどこに行くかというと，日本の大
学に入って，大学院を卒業して，博士まで行く
可能性もあります．タイに戻りまして，日系企
業のために役に立つと思います．タイに戻って
から，日タイ友好親善の仕事をできるようにと
思っております．

どうぞよろしくお願いします．ありがとうご
ざいました．
（動画終了）

（古賀）タイの中学校の状況を動画のほうで御覧
いただきまして，ありがとうございます．この
タイの中学校の取組というものを評価していた
だきまして，九州大学，御校の教育学部のほう
で，冒頭の御挨拶，河野先生のほうからもお言
葉がありました，アジア高大接続教育研究拠点，
いわゆる事務所的なものをタイの中学校の中に
開設していただきました．このことによって，
タイの優秀な学生が九州大学へ入学することが
できる道筋につながったのではないかな，そう
いう取組になったのではないかなと我々は理解
をしているところです．

そして，そこから数年たっていきまして，新
たな，今現在始まったばかりの展開がありまし
て，これは，タイの教育省の大変な大きなバッ
クアップがありまして，タイ全県，１都76県あ
るんですけれども，この全県の小学校，中学校
に柳川クラス―いわゆる日本語クラスというも
のを全県の小学校，中学校に導入していきま
しょうということを閣議決定していただきまし
て，九州大学の教育学部の皆さんと一緒に日本
語教育の展開というものをタイ全土に今現在始

九州大学との高大接続（2018）

九州大学との柳川CLASSプロジェクト
柳川CLASS THAI 予定地

　・チェンマイ 
　・チェンライ 
　・スコータイ 
　・ランパーン 
　・ピッサヌローク

　・チョンブリー　（EEC） 
　・ラヨーン　　　（EEC） 
　・チャチェンサオ（EEC） 
　・アユタヤー 
　・プラチーンブリー

　・コンケーン 
　・ウドンタニー 
　・ウドンラチャタニー 
　・ナコンラチャシマ 
　・ブリラム

　・プーケット 
　・クラビー 
　・スラータニ（SEC） 
　・チュンポーン（SEC） 
　・ソンクラー
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めているところです．

このような仕組みで，ほかのもう一つ，タイ
の大学とも組んで一緒に進めていこうとしてお
ります．

続きまして，本校の留学生の九州大学への進
学状況です．今，留学生としては３名が進学が
決まってといいますか，あるんですけれども，
一番左の理学部に入学した生徒さんは，先ほど
信男の魯理事長の御挨拶がありましたが，魯理
事長のところから編入してきた大変優秀な生徒
さんで，これは本当に日本人と同レベルでの受
験の成績で九州大学の理学部に合格をいたしま
した．
それから，今年の４月に入学をしていく真ん

中の生徒さんは台湾から，そして右の生徒さん，
教育学部がタイのほうからといったところで，
この２名は，今日のタイトルにもあります，ア
ジアからの高大接続という，いろいろな難しさ
を考えて設置された留学生試験での入学で決定
している状況です．

九州大学との柳川CLASSプロジェクト

Yanagawa  Class  
Thai

Rangsit  University Kyushu  University 
School of Education

Yanagawa  Thai

九州大学へ進学（３名）

理学部  教育学部教育学部   

それでは，話を柳川高等学校のグローバル学
園構想に戻させていただきます．このグローバ
ル学園構想の大きな目的というのは，日本の生
徒たちの育成にとどまらず，世界中の学生たち
の心のグローバル化ということを大きく目標と
掲げているところです．
特に，これから ASEAN中心として発展して
いく経済の流れの中で，アジアの子供たちが，
この学校に来て，集って，いろいろな交じり合
う力であったり，人と人とのネットワークをつ
くれる場所といったところも意識をして，この
ようなグローバル学園構想を掲げています．

そして，これから，学校全体の生徒さんたち
が世界各国から集まってくる学校に成長させよ
うとしているところなんですけれども，どのよ
うな体制で世界から学校に子供たちを集めてい
こうかとしているところは，今，タイのほうに
附属の中学校を開設したという話をさせていた

心のグローバル化

柳川高等学校

柳川高等学校附属タイ中学校柳川グローバル学園構想

ASEAN事務所設立

VIETNAM   INDONESIAMYANMAR    



─ 40 ─

九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

だきまして，そこを皮切りに，ASEANを中心と
して，８か所に事務所を開設させていただいて
おります．
そこのネットワークの中で，今現在いろいろ
なところから，生徒さんたち，留学生が来てい
るような状況でして，この一，二年で ASEAN

全土に事務所開設を考えておりますし，また，
ASEANにとどまらず，世界主要都市にも事務所
を開設していきたいなと思っています．

それで，全校生徒が約1,000人おりまして，そ
のうち，コロナの状況で留学生の数もちょっと
減っているような状況なんですけれども，中国
から，メインに魯さんのところから来ていただ
いている27名，韓国から６名，台湾から９名，
ベトナムから５名，タイから27名，インドネシ
アから４名と合計78名の留学生が，今現在，本
校に留学生として在籍をしております．

それでは，終わりのほうになりますけれども，
本日のテーマでもありますアジアからの高大接
続，あえて課題として話をまとめさせていただ
きたいと思います．
我々，ASEANのほうでいろいろと募集活動，
リクルーティングをやっている中で，いつも直
面するのは，日本への高校留学というものを躊
躇する生徒たちが少なくはないということです．

柳川高校留学生在籍数（78名）

VIETNAM🇻🇻🇻🇻 
5名   

INDONESIA� 
4名

THAI� 
27名

CHINA� 
27名

KOREA� 
6名

TAIWAN� 
9名

2021年２月末日時点

留学生 大学進学の課題

日本の高校留学を 
躊躇する制度

この現状をぜひともお知りおきいただきたいと
思っています．先ほど魯理事長からも話が出て
おりましたけれども，日本の高校へ進学するこ
とによって，留学生枠から外れて，日本人と同
等である形で大学受験というものを求められる
からです．
この事実を実は数年前，九州大学主催のセミ
ナーでお話をさせていただきまして，教育学部
のほうでは，いろいろと協議いただいて，それ
で留学生試験につながったのではないかなと
思っております．
高校から来る留学生たちというのは，本当に
日本の習慣にも慣れて，３年という月日を終え
て，ホームシックというのは付き物，それを乗
り越えて，語学力，語学の力以上に大学にとっ
ては大変メリットが僕はいっぱいあるのではな
いかなと思っています．けれども，日本人と同
等の入試はハードルが高いといったところが実
情です．

高校留学生というものは，心のグローバル化
というものを兼ね備えています．ぜひとも，だ
からこそ，最後に申し上げたいことは，アジア
の子供たちが躊躇することなく，日本の高校を
選択できるアジア高大接続の入試制度改革と
いったものが本当に必要なのではないかなと
思っているところです．そういう思いで今日は
お話をさせていただきました．御清聴ありがと
うございました．

柳川高等学校

アジアの高大接続と 
心のグローバル化
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（江口）古賀先生，御発表ありがとうございまし
た．

アジアからの高大接続事例の紹介

柳川高等学校 
柳川高等学校附属タイ中学校

ご静聴ありがとうございました
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（江口）次は，日本国際学校についての御発表に
なります．御発表いただきますのは，理事長を
務めておられますダオ・スアン・ホック先生に
なります．
先生の御紹介をさせていただきます．
ホック先生は， トゥイロイ大学で32年以上， 教
鞭を執り， 11年間， 学長， 副学長として従事なさ
いました．2007年に農業農村開発省の副大臣と
して任命され， 水分野や自然災害のマネジメント
を担当していらっしゃいました．2012年，ベト
ナムの国家気候変動委員会の専門副議長であり
ました．2013年から2015年まで， 気候変動に関す
るベトナムの国連開発計画の顧問でもありまし
た．2016年， ベトナム国内に日本式教育の基本的
な価値観をもたらし広げていくことを期待して
日本国際学校を創設したという御紹介です．
それでは，ホック先生，御発表のほうをよろ
しくお願いいたします．

Japanese
International
School
in Hanoi

（ホック）
Dear Professor，Dear colleagues  and friends,　

First of all， I would like to thank you so much for 

giving me the chance to present to you about the 

Japanese International School in Hanoi and why JIS 

was born.. 

For the introduction, I would like to mention the 

recent reform in JIS. I did not have the chance to 

learn in Japan, but I had the opportunity to work 

with a lot of dedicated Japanese professors and 

experts. I have visited Japan many times, which 

gave me a very good impression about the 

Japanese people and the rest of the country. 

I have talked to our Prime Minister when he was 

still a Deputy Prime Minister. that “Japan is not 

behind any other country in the world about 

science, technology, economic and social manage-

ment. Regarding social management, the whole 

world admires Japanese people for their social 

awareness, responsibility and trust... These must 

come from moral education since their childhood. 

Besides, Japan and Vietnam share a lot of cultural 

similarities.That is why we should bring Japanese 

Education into Vietnam”.

1. Introduction JIS
1. Reason of forming 

• Had not a chance to learn in Japan
• Have opportunities to work with dedicated Japanese Prof. and Experts
• Have visited Japan many times
• Make me a very good impression about the Japanese people and Country
• Have talked to our Prime Minister when he was still a DPM:

• “Japan is not behind any other country in the world about science …
• The whole world admires Japanese people for their moral education.
• The cultures of two countries are similar
• That is why we should bring Japanese education into Vietnam”

• With the trust and cooperation from investors, JIS was established

日本国際学校理事長　ダオ・スアン・ホック

日本国際学校［ベトナム］

日本国際学校理事長　ダオ・スアン・ホック
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And with the trust and cooperation of investors, 

JIS was established. Talking about JIS, our mission 

is to train students from kindergarten to high 

school, providing Japanese curriculum and 

Cambridge curriculum, applying Japan’s educa-

tional model of ethic, discipline and style, with the 

hope to bring in and expand this model throughout 

Vietnam. JIS is one of the bridges that connect 

culture, economics, society and science between 

Vietnam and Japan and global community. 

Our vision is to be the top school of Vietnam in 

educating personality. JIS’s students will have good 

ethic and personality, be disciplined and well-

behaved. Having adequate knowledge, creativity, 

and confidence for integration.

Our core value is personality education.　Our 

education philosophy is that high intelligence is 

essential, but to have good personality is even 

more important. Our target is to train the wisdom 

of students.

2. About JIS
a. Our Mission: 

• Trains students from Kindergarten to Highschool 
• Providing Japanese Curriculum and Cambridge Curriculum
• Applying Japanese’s educational model of ethic, discipline and style
• With the hope to bring in and expand this model throughout to Vietnam
• JIS is one of the bridge to connect culture, economics, society and science 

between Vietnam and Japan 
b. Our Vision:

• To be the top of the country in educating personality

1. Introduction JIS (Cont.)

c. Our Core value:
• Personality education

d. Our Education Philosophy:
• High intelligence is essential, but 

to have good personality is even 
more important. 

e. Our Target:
• To train the Wisdom students

1. Introduction JIS (Cont.)

On the JIS situation now, JIS is the first school in 

Vietnam to train students with the Japanese model 

of education. 

Until today, JIS has been established for almost 5 
years, with more than 500 students, of which 230 
students are Japanese’s curriculum. From the kin-

dergarten to grade 12，the homeroom teachers 

are all Japanese teachers. Students learn Japanese 

from Kindergarten upward.  All subjects such as 

mathematics, science, Civic, IT, social and Family 

and Calligraphy are taught directly by Japanese 

teachers in Japanese language, of  total 18 to 22 
periods per week. Besides students also take six 

periods for English, and six to eight periods for 

Vietnamese per week.   

The result of the education of students I think is 

good now. Last October 2020, 20 JIS students at 

grade 9 and 10 (who have been joining JIS for only 

4 years and 2 months) participated in the JLPT 

exam and made a remarkable achievement. 18 stu-

dents have achieved N2 Japanese level, and the 

other 2 students achieved the N3 level. We have a 

strong believe that in the later years, the students 

who enter the school from grade 1 will definitely 

have better Japanese test results with better liter-

acy capability. Interaction skills in Japanese of our 

students are judged as good as Japanese native 

students, as per assessment of Japanese teachers 

who visited or worked at JIS

Regarding the discipline, ethic and style, even 

though it is not yet as expected, but a lot of 

improvements have been achieved compared to 

the first time that the students enrolled to JIS. 

With science lessons, the students still have some 

difficulties in learning due to new terminologies. 

II. JIS’s Situation 
• JIS is first school in Vietnam to train students with the Japanese 

model of education.​
• JIS has been running for 5 years, with more than 500 students
• Home room teachers are all Japanese Teachers
• All subjects: Mathematic, Science, Civic, It, Social, Family… are 

taught directly by Japanese teachers about 18-22 periods/week
• Besides, 6 periods for English and 6-8 periods for Vietnamese/week 
• The result of education of students is good: 

• After more than 4 years, 18 of 20 students achieved N2 (in JLPT exam)
• Regarding the discipline, style and ethic are high improved
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To sort this out, teaching assistants are provided to 

support students if and when necessary.

Talking about the advantages and difficulties, the 

advantages include that JIS’s students and their 

parents all love Japanese culture. Most of the stu-

dents wish to be able to study in Japan one day. 

Japanese teachers are very dedicated with 

Vietnamese students. JIS has received attention 

and was visited by Sir Suzuki Norikazu, Vice 

Minister of Foreign Affair, by the Japanese 

Ambassador to Vietnam, by the Education 

Department of Kyushu University and some other 

universities.

The difficulties include that JIS students have to 

learn three languages; Japanese, English and 

Vietnamese. With English, they need to reach 6.0 
IELTS. 

This creates quite a pressure for the students. 

Average performing students may hardly catch up 

the requirements.

The Japanese textbooks are not really compati-

ble: for example, the Mina no Nihongo textbook is 

suitable for foreigners, but only for adults. The 

textbooks for primary students in Japan are suit-

able for the children but they are for the children 

III. Advantages and Difficulties 
1. Advantages

• JIS’s students and their parents all love Japanese Culture
• All of our students want to learn in Japanese Universities
• Japanese Teachers are very dedicated, profession 
• JIS has received attention and visited 

• By Sir Suzuki Norikazu, Vice Minister of Foreign Affaire.
• By Japanese Ambassador in Vietnam
• By Education Department of Kyushu’s University and some other universities

2. Difficulties
• JIS’s students have to learn up 3 languages - 6,0 IELTS
• Japanese books are not really compatible – Example: 

• Mina no Nihongo books is suitable for foreigners but for adult people
• Japanese Children books are too difficult for our students
• Vietnamese children Japanese books are too easy for our students and 

not relate to subjects like Math, Science, Civic, It, Social, Family …
• Our students could not take the Japanese certificate after high school

• After learning 12 years, even 15 years in Japanese language, they have to 
take examination in Vietnamese.

• After taking Vietnamese certificate, they have to take examination in 
Japanese for entrance Japanese Universities

III. Advantages and Difficulties (Cont.)

who are Japanese native speakers, so it is quite 

difficult for the Primary students at JIS．On the 

other hand, the Japanese textbooks for the 

Vietnamese students, who only take 2 periods of 

Japanese per week, are too easy and do not link 

with other Japanese subjects such as Math, 

Science, Civic, IT, Social and Family.

Our students who study with Japanese curricu-

lum for 12 years, even 15 years since kindergar-

ten, are not allowed to participate in the Japan’s 

national exam and cannot receive the Japan high 

school graduation certificate.

In the contrast, they have to take the Vietnam’s 

national exam in order to receive the high school 

graduation certif icate; and again take the 

University’s entrance exam in Japan.

Regarding recommendations, we set up a mech-

anism where Japan high schools are authorized to 

collaborate with JIS．These schools will be in 

charge of managing curriculum and the teaching 

quality at JIS, managing testing and graduation 

examinations. These schools will be able to grant 

graduation certificate to qualified JIS students.

We would like Japanese universities to allow  

qualified JIS students to take part in the admis-

sions and to encourage grant student’s scholarship 

depending on their ability and personality. 

Regarding the textbook, if Kyushu University or 

other organizations can support and collaborate 

with JIS to develop new textbooks that are suitable 

for young foreign students at kindergarten or 

primary level learning Japanese as the second 

language.

We would like to be coming a school that receive 

IV. Recommendation
1. Allow a Japan high school to collaborate with JIS

• In charge of managing curriculum, teaching quality at JIS
• Graduation exam and certificate for qualified students of JIS

2. Universities allow JIS’s students to take part in the admission, and 
encourage to grant students scholarship depending on their ability 
and personality. 

3. Support and collaborate with JIS to develop new Japanese textbooks
4. Allow JIS to be a school that can admit intern teachers and exchange 

students from Japanese Universities, JIS can provide free 
accommodation. 
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intern teachers and exchange students from 

Japanese Universities, especially teachers special-

ized in teaching Japanese for foreign students. JIS 

will provide free accommodation for these lan-

guage teachers.

（江口）ホック先生，ありがとうございました．
　

（日本語訳）
先生方，同僚・友人の皆様，この度は，日本
国際学校（JIS）について，そして JISが設立さ
れた理由についてご紹介する機会を与えていた
だき，ありがとうございました 

まず，紹介として，最近の JISの改革につい
て，お話ししたいと思います．私は日本で勉強
したわけではありませんが，多くの熱心な日本
人の先生方や専門家の方々と一緒に仕事をする
機会に恵まれました．また，何度も日本を訪れ
ていますが，日本という国だけでなく，日本人
に対してもとても良い印象を持っています．
私は，ベトナムの総理大臣がまだ副総理だっ
た頃に，「科学技術や経済運営に関しては，日本
は世界のどの国にも遅れをとっていない」と話
したことがあります．社会運営に関しては，全
世界が日本人の社会意識，責任感，信頼感を賞
賛していますが，これらは子供の頃からの道徳
教育から生まれたものです．また，日本とベト
ナムは文化的な類似点が多いです．だからこそ，
私たちは日本の教育をベトナムに持ち込むべき
なのです．
そして，投資家の皆様からの信頼と協力を得
て，私たちは JISを設立しました．
私たちの使命は，JISは幼稚園から高校までの

生徒を教育しており，日本式カリキュラムとケ
ンブリッジ式カリキュラムを日本の教育モデル
である倫理，規律，スタイルを適用しながら提
供します．日本の教育モデルをベトナム全土に
広めていくために，日本とベトナム，そして世
界の文化，経済，社会，科学をつなぐ架け橋と
なることを目指しています．
私たちのビジョンに関してですが，人格教育
では，ベトナムのトップを目指します．JISの生
徒は，優れた倫理と人格を持ち，規律正しく，
行儀の良い人間です．また，十分な知識と創造
性を備え，社会に出ても自信を持って活躍でき
る人材を育成します．
私たちのコアバリューは，人格教育を行うこ
とです．私たちの教育理念は，高い知性は，必
要ですが，優れた人格であることは，さらに重
要であるということです．私たちの戦略目標は，
“良識のある生徒を育てる”ことです．

JISの今日の状況についてですが，JISは，日
本の教育モデルで生徒を教育するベトナムの最
初の学校です．JISが設立されて約５年となる現
在までに，500人以上の生徒が在籍しており，そ
の中で，日本式カリキュラムに在籍する生徒は，
230人にのぼります．幼稚園から12年生まで，担
任は全員日本人の先生です．幼稚園から日本語
を学ぶことができ，数学，理科，公民，IT，社
会，家庭，書道などの教科は，毎週およそ18時
限から22時限を日本人教師が日本語で教えてい
ます．また，英語は約６限 /週，ベトナム語は
約６～８限 /週の授業があります．
現在，良い教育結果が得られていると思って
います．2020年10月に，９・10年生（わずか４
年２ヶ月間，JISに在籍している生徒）が，日本
語能力試験を受験し，注目に値する成果を得ま
した．18名が N2レベル，残りの２名が N3レベ
ルを取得しています．後年に，１年生から入学
した生徒は，読み書きの能力も向上して，間違
いなく日本語のテストの成績が良くなっている
ことを強く信じています．JISに来ている日本人
教師のグループは，本校の生徒の日本語能力を
日本人生徒とほぼ同等と評価しています．
規律や倫理，スタイルについては，期待通り

ではないとしても，入学当初に比べれば改善点
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が多く見られています．理科の授業では，新し
い用語のため，学習に，少し，苦労しています．
この苦労を改善するため，必要な時に生徒をサ
ポートするためにティーチング・アシスタント
制度が設けられています．
アドバンテージと困難についてお話いたしま

す．まず，アドバンテージですが，JISの生徒や
保護者は皆，日本や日本の文化が大好きという
ことがあります．ほとんどの生徒がいつか日本
に留学したいと思っています．また，日本の先
生方は，ベトナムの生徒に対して，とても献身
的ということもあります．さらに，JISは，注目
され，多数の閣下が来校していることも挙げら
れます．たとえば，鈴木憲和・外務大臣政務官，
駐ベトナム大使，九州大学やいくつかの他大学
の教育部門の代表です．
困難として，JISの生徒は，３ヶ国語（日本

語，英語，ベトナム語）まで学習しなければな
らず，英語力も IELTS6.0点に達する必要がある
ため，学習面でのプレッシャーが大きく，平均
的な生徒はほとんどついて来られない可能性が
あります．
また，日本語の教科書の相性が悪いというこ

とがあります．例えば，教科書『みんなの日本
語』は外国人向けですが，大人向けです．日本
の小学生向けの教科書は子ども向けですが，日
本語を母国語とする子ども向けなので，JISの小
学生にはかなり難しいです．
一方，週に２時間しか日本語を履修しないベ

トナム人向けの日本語の教科書は簡単すぎて，
数学，理科，公民，IT，社会，家庭のような他
の日本の教科との連携が取れていません．
日本のカリキュラムで12年から15年（４年前

に入学した学生は少なくとも７年）勉強した生
徒は，日本の国家試験を受験することができず，
日本の高校卒業資格を取得することができませ
ん．それどころか，彼らはベトナムの国家試験
を受験して高校卒業資格を取得し，日本の大学
入試を受験しなければなりません．
提案として，日本の高校が JISと連携する権

限があるメカニズムを構築することがあります．
これらの学校は，カリキュラムの管理，JISの授
業の質，試験の管理，卒業試験の採点を担当し，

資格のある JISの高校生に卒業証明書を発行す
ることができるようにします．
日本の大学に，資格のある JISの生徒が入試

を受験できるようにしてもらい，能力やパーソ
ナリティによって，生徒に奨学金を支給するこ
とも奨励することも希望します．
教科書については，もしも九州大学と JISと

が協力できるなら，外国人児童生徒が幼少期に
日本語を第二言語として学習するための適切な
新しい教科書を作成することが挙げられます．

JISが九州大学の教育実習生や交換留学生，特
に日本語教育を専門とする教員を受け入れ可能
な学校になれるようにします．JISは九州大学か
らの教育実習生や留学生に無料で宿泊施設を提
供します．
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（ジャミラ）皆様，こんにちは．初めまして．た
だいま御紹介にあずかりましたマラヤ大学予備
教育部日本留学特別コースのジャミラ・モハマ
ドです．どうぞよろしくお願いいたします．
今日は，マラヤ大学予備教育部日本留学特別
コースについて御紹介したいと思います．
先ほど，竹熊先生が御講演の中で御紹介くだ
さいました．ありがとうございました．

マラヤ大学予備教育部日本留学特別コース

Rancangan Persediaan Khas Jepun (RPKJ)  
Ambang Asuhan Jepun (AAJ)

Pusat Asasi Sains, Universiti Malaya, Kuala Lumpur, MALAYSIA

Japanese Special Preparatory Program
Centre for Foundation Studies in Science, Universiti Malaya, Kuala Lumpur, MALAYSIA

ジャミラ・モハマド (JAMILA MOHD)
上級講師 /  コース・コーディネータ
(Senior Lecturer / Course Coordinator)

九州大学 webinar100 国際シンポジウム 2021年3月15日（月）

Ⓨ⾲䛾ෆᐜ Content

RPKJ 䠙 䛂Rancangan Persediaan Khas Jepun （日本留学特別コース）䛃

䠝䠝䠦 䠙 䛂䠝䡉䠾䠽䡊䡃 䠝䡏䡑䡄䠽䡊 䠦䡁䡌䡑䡊 （日本䜈䛾㛛）䛃

1. AAJ 䛾ᴫせ

2. AAJ 䛾⌧≧

3. AAJ 䛾ㄢ㢟

まず， マラヤ大学予備教育部日本留学特別
コースは， マレー語では， 「Rancangan Persediaan 

Khas Jepun - RPKJ」といいますが，これはプロ
グラムの名前です．また，センターの名前は，
「Ambang Asuhan Jepun」で，これは日本への門
という意味です．一般的には，こちらの名称か
ら「AAJ」と略して呼ばれています．ですので，
本日の発表では，マラヤ大学予備教育部日本留
学特別コースを AAJとし，その概要，現状，課
題についてお話しします．

AAJは，マラヤ大学の予備教育部にあります．
マラヤ大学は，マレーシアの首都クアラルンプー
ルにあります．

2019年12月に，こちら九州大学人間環境学研
究院教育学部門の竹熊尚夫先生，そして木村拓
也先生が AAJを訪問してくださいました．先生
方が AAJにいらしたときにお会いできなくて本
当に残念でした．こちらは，木村先生に頂いた
そのときの写真です．竹熊先生，木村先生，本

3

AAJ䛾ᴫせ䠖ሙᡤ Location

マレーシア・クアラルンプール・マラヤ大学・予備教育部

九州大学䛾ඛ⏕᪉䛾AAJ䛤ゼၥ A Visit from Kyushu University 

2019年12月

九州大学ே㛫⎔ቃ学◊✲㝔 教育学部㛛

➉⇃ ᑦኵ教ᤵ

ᮌᮧ ᣅஓ෸教ᤵ

マラヤ大学予備教育部日本留学特別コース
AAJプログラムコーディネーター　ジャミラ・モハマド

マラヤ大学予備教育部日本留学特別コース［マレーシア］

マラヤ大学予備教育部日本留学特別コース 
AAJプログラムコーディネーター 

ジャミラ・モハマド
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当にありがとうございました．

次に，プログラム設立の経緯です．
1981年に当時のマハティール首相が，東方政
策を提唱し，そのすぐ後に日本政府が協力を表
明してくださいました．おかげで1982年にユニ
バーシティ・ケバンサアン・マレーシアの大学
で日本留学特別コースが開講されました．その
後，1983年に AAJはマラヤ大学に移管され，そ
れ以来，今日まで続いています．2020年には39
期生を迎えました．

AAJのプログラムの目標としては，次の四つ
が柱になっています．
まず，一つ目は，日本留学に足る確かな基礎

学力を育成すること．
二つ目は，協働の精神と自主，自立の態度を

育成すること．
三つ目は，マレーシアの発展のため，工学分

野での自らの責任と役割を自覚させること．
そして四つ目は，日本文化を理解しつつ，社

会の一員としての理論感を育成することです．

AAJ䛾ᴫせ䠖䝥䝻䜾ラムタ❧䛾⤒⦋ AAJ Establishment Background

1981年 マハ䝔ィー䝹㤳┦（ᙜ᫬）䛜䛂ᮾ᪉ᨻ⟇䛃䜢ᥦၐ

1981年 日本ᨻᗓ䛜༠ຊ䜢⾲᫂

1982年 Universiti Kebangsaan Malaysia 䛻䛶日本留学特別コース㛤講

1983年 ྠコースUniversiti Malaya 䛻⛣⟶

2020年 39ᮇ⏕ධ学

AAJ䛾ᴫせ䠖䝥䝻䜾ラム䛾┠ᶆ Objectives of AAJ     

䐟 日本留学䛻㊊䜛☜䛛䛺ᇶ♏学ຊ䜢育ᡂ䛩䜛

䐠 ༠ാ䛾⢭⚄䛸⮬୺・⮬ᚊ䛾ែᗘ䜢育ᡂ䛩䜛

䐡 マ䝺ーシ䜰䛾Ⓨᒎ䛾䛯䜑䚸ᕤ学ศ㔝䛷䛾⮬䜙䛾㈐௵䛸ᙺ๭䜢⮬ぬ䛥䛫䜛

䐢 日本ᩥ໬䜢⌮ゎ䛧䛴䛴䚸♫఍䛾୍ဨ䛸䛧䛶䛾೔⌮ほ䜢育ᡂ䛩䜛

（2020年ᗘAAJ教育ᣦ㔪䛛䜙）

プログラムの管理については御覧のように
なっていて，運営については，日本政府，各関
係機関の御協力の下，マレーシア政府人事院の
管轄で行われております．

次は，AAJの概要について説明いたします．
コースは２年間，計４セメスターの予備教育で
す．対象となる学生は，高校を卒業して，「SPM 

―  Sijil Pelajaran Malaysia」というマレーシア教
育終了証明試験を受けた学生のうち成績優秀者
で工学部を志望する学生です．ブミプトラ政策
に基づき，学生は全員，マレー系住民及び先住
民のみになっています．また，AAJの学生は，
マレーシアの国費留学生として日本の国立大学
学部１年次に入学します．

先ほど高校や SPMの話が出ましたが，イメー
ジしやすくするために，マレーシアの教育制度
を簡単に紹介いたします．

マ䝺ーシ䜰ᨻᗓ
Malaysian 

Government

日本ᨻᗓ
Japanese 

Government

ே஦㝔 ᩥ部⛉学┬

マラヤ大学
日本䛾
国❧大学

予備教育部

日本留学特別コース
䛆RPKJ䛇

AAJ

እົ┬

国際஺ὶᇶ㔠

AAJ䛾ᴫせ䠖䝥䝻䜾ラム⟶⌮ Program Management

AAJ䛾ᴫせ䠖ᵓᡂ AAJ  Structure

・ 䠎年㛫・䠐䝉䝯スター䛾予備教育

・ 㧗ᰯ༞䚸SPM（Sijil Pelajaran Malaysia) マ䝺ーシ䜰教育ಟ஢ド᫂

ヨ㦂䛾ᡂ⦼ඃ⚽⪅

・ ᕤ学部䜢ᚿᮃ䛩䜛学⏕

・ 䝤ミ䝥䝖ラᑐ㇟

・ 国㈝留学⏕

・ 日本䛾国❧大学学部1年ḟ䛻ධ学

マ䝺ーシ䜰䛾教育ไᗘ Education System in Malaysia

・ マ䝺ーシ䜰䛷䛿ᇶ本ⓗ䛻ึ➼教育6年 (Standard 1 - Standard 6)䚸
୰➼教育5年 （Form 1 - Form 5）䚸大学予備教育1年䡚2年䚹

・ 年㱋䛻䛴䛔䛶䛿䚸ึ➼教育䛿7ṓ䛛䜙12ṓ䚸୰➼教育䛿13ṓ䛛䜙17ṓ
䜎䛷䚹

・ Form 3 （15ṓ）䛷䛿 Penilaian Menengah Rendah - PMR 䛸䛔䛖ヨ㦂䜢
ཷ䛡䚸䛭䛾⤖ᯝ䛻䜘䛳䛶ᩥ⣔䛛⌮⣔䛛䛻ศ䛛䜜䜛䚹



─ 51 ─

マラヤ大学予備教育部日本留学特別コース［マレーシア］

マレーシアでは，基本的には初等教育は６年
で，Standard1から Standard6まであります．こ
れは日本と同じです．次に，中等教育は Form1
から Form5まで５年間あります．こちらは，日
本と違って，中学校と高校に分かれていません．
次は，大学予備教育で１年から２年かかります．
また，年齢については，初等教育は７歳から

12歳で，中等教育は13歳から17歳までです．
Form3では，「Penilaian Menengah Rendah ―

PMR」という試験を受けて，その結果によって，
文系か理系かに分かれます．

Form5の終わりに，SPMを受けて，成績がよ
ければ大学進学が可能になります．この場合，
大学の予備教育で１年あるいは２年学ぶ必要が
あり，その後，入学あるいは留学できるように
なります．また，Form5の後，Form6という特別
な学年があってそこに進むこともできます．こ
の場合，Form6の終わりに，STPMという試験
を受け，成績がよければ，大学の１年次に入学
できます．

では，話を AAJのほうに戻します．AAJの学
習期間と内容についてです．
学習の期間は２年間，４学期に分かれていま

す．学習内容については御覧のとおりです．
まず，１年目はセメスター１とセメスター２

マ䝺ーシ䜰䛾教育ไᗘ Education System in Malaysia

・ Form 5 䛾⤊䜟䜚䛻 SPM（༞ᴗヨ㦂）䜢ཷ䛡䜛䚹

・ ᡂ⦼䛜Ⰻ䛡䜜䜀䚸大学㐍学䛜ྍ⬟䚹
・ 䛣䛾ሙྜ䚸大学䛾予備教育䛷1-2年学䜆ᚲせ䛜䛒䜚䚸
䛭䛾ᚋධ学・留学䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜛䚹

・ Form 5 䛾ᚋ䚸Form 6 䛻㐍䜐䛣䛸䜒䛷䛝䜛䚹
・ 䛣䛾ሙྜ䚸Form 6 䛾⤊䜟䜚䛻 STPM 䛸䛔䛖ヨ㦂䜢ཷ䛡䚸

ᡂ⦼䛜Ⰻ䛡䜜䜀䚸大学䛾1年ḟ䛻ධ学䛷䛝䜛䚹

学年
Year

䝉䝯スター
Semester

⛉┠␒ྕ
Subject Code

⛉┠ྡ
Subject Name

コマ/㐌
Lesson / Week

1年┠
First Year

䝉䝯スター䠍

౑⏝ゝㄒ䠖
ⱥㄒ䚸マ䝺ーㄒ䚸

日本ㄒ

FAE1001 日本ㄒ 1 22

FAE1003 ᩘ学 1 3

FAE1005 ≀⌮ 1 4

FAE1007 ໬学 1 4

ྜィ 33

䝉䝯スター䠎

౑⏝ゝㄒ䠖日本ㄒ

FAE1002 日本ㄒ 2 18

FAE1004 ᩘ学 2 7

FAE1006 ≀⌮ 2 6

FAE1008 ໬学 2 4

ྜィ 35

AAJ䛾⌧≧䠖学⩦シス䝔ム AAJ Academic System

1コマ䠙50ศ

に分かれていて，セメスター１では，数学，物
理と化学の科目は英語及びマレー語で勉強しま
す．日本語はもちろん日本語で学びます．
セメスター２になると，全ての科目を日本語

で学ぶことになります．ちなみに一コマの授業
は50分の単位になっています．

２年目はセメスター３とセメスター４に分か
れていて，全ての科目を日本語で学びます．た
だ，セメスター４には，英語の科目があって，
それは英語で学びます．

AAJの教員は，日本人教員とマレーシア人教
員から成り立っています．現在，日本人教員27
名のうち，日本語科が８名で，教科は19名おり
ます．一方，マレーシア人教員は９名おりまし
て，全員日本語を教えております．ちなみに，
そのマレーシア人教員の９名のうち７名が，AAJ

の卒業生です．実は，私も AAJの第９期生で，
1990年から1992年まで AAJにおりました．

学年
Year

䝉䝯スター
Semester

⛉┠␒ྕ
Subject Code

⛉┠ྡ
Subject Name

コマ/㐌
Lesson / Week 

2年┠
Second Year

䝉䝯スター䠏

౑⏝ゝㄒ䠖日本ㄒ

FAE2001 日本ㄒ 3 11

FAE2003 ᩘ学 3 8

FAE2005 ≀⌮ 3 8

FAE2007 ໬学 3 7

ྜィ 34

䝉䝯スター䠐

౑⏝ゝㄒ䠖日本ㄒ䚸
ཬ䜃ⱥㄒ（ⱥㄒ⛉┠）

FAE2002 日本ㄒ 4 11

FAE2004 ᩘ学 4 8

FAE2006 ≀⌮ 4 6

FAE2008 ໬学 4 5

FAX2001 ⱥㄒ 3

ྜィ 33

AAJ䛾⌧≧䠖学⩦シス䝔ム AAJ Academic System

1コマ䠙50ศ

AAJ䛾⌧≧䠖教ဨ (2021年ᗘ) AAJ Staffs (2021)

日本ே教ဨ䠖
日本ㄒ⛉ – 8 ྡ
教⛉ – 19 ྡ

マ䝺ーシ䜰ே教ဨ䠖
日本ㄒ⛉ – 9 ྡ

（マ䝺ーシ䜰ே教ဨ䛾䛖䛱7ྡ䛜䠝䠝䠦༞ᴗ⏕）
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AAJの学生は，AAJを修了した後，日本全国
にある国立大学に入学します．こちら，九州大
学へも多くの学生が入学しています．合格実績
を取り上げてみたところ，１期生から39期生ま
での学生のうち，全部で72名が合格しています．
去年１名の学生が九州大学に合格しましたが，
あいにくコロナで前期の時期には登校できなく
なりました．後期入学では日本に行けるように
なりましたが，九州大学では後期の入学を受け
入れなかったため，日本の違う大学に入学した
という次第です．現在，九州大学に留学中の学
生は３名おりまして，全員，新４年生です．

さて，ここから，このプログラムで，日本留
学する学生たちにとっての難しさ，課題，チャ
レンジについて述べたいと思います．まずは，
AAJでの学生のチャレンジについてです．
まず一つ目，日本語のハードルが高いです．
特に，セメスター２からは，日本語で教育を行
うため，日本語を短い期間でマスターしなけれ
ばほかの教科の勉強にも大きく影響してしまう
という難しさがあります．
二つ目は，また，日本語と関連するのですが，
ほとんどの学生が非漢字圏の学習者なので，漢
字学習の難しさというのが高い壁となります．
三つ目も日本語に関係しますが，教科，特に
物理の日本語が独特で難しいようです．

AAJ䛾⌧≧䠖九州大学䜈䛾ྜ᱁ᐇ⦼ AAJ Students to Kyushu University 

➨1ᮇ⏕䡚➨39ᮇ⏕

⏨ ዪ ィ

48 23 72

35ᮇ⏕

ᕤ学部 㟁Ẽ᝟ሗᕤ学⛉

ᕤ学部 㟁Ẽ᝟ሗᕤ学⛉

ᕤ学部 ᆅ⌫⎔ቃᕤ学⛉

AAJ䛾九州大学䜈䛾ྜ᱁ᐇ⦼ ⌧ᅾ九州大学䛻留学୰䛾AAJ 学⏕（᪂4年⏕）

AAJ䛾ㄢ㢟䠖 AAJ䛷䛾䝏ャ䝺ンジ Challenges in AAJ

䐟 日本ㄒ䛾ハード䝹䠖䝉䝯スター2䛛䜙䛿日本ㄒ䛷教育䜢⾜䛖䛯䜑䚸

日本ㄒ䜢▷䛔ᮇ㛫䛷マスター䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔

䐠 㠀₎Ꮠᅪ䛾学⩦⪅䠖₎Ꮠ学⩦䛾㞴䛧䛥

䐡 教⛉䚸特䛻≀⌮䛾日本ㄒ䛜⊂特䛷㞴䛧䛔

䐢 マ䝺ーシ䜰䛾㧗ᰯ䛾ᩘ学教育䛸䛾㐪䛔䠖㟁༟౑⏝䚸ゎ⟅䝥䝻䝉ス䜢㔜ど䛧䛺䛔

䐣 コース䛷䛾ຮᙉ・ᐃᮇヨ㦂䛸䠡䠦䠱ᑐ⟇䛸䛾୧❧䛜大ኚ

四つ目は，マレーシアの高校の理系の教育と
の違いが大きく，慣れない学生が多いというこ
とが挙げられます．特に，マレーシアの数学の
勉強では電卓が使用され，また，回答プロセス
についてはあんまり重要視されないのですが，
日本ではそうではないので，計算力をつけるこ
と，プロセスをきちんと学ぶことというのは，
学生たちにとってなかなか難しいことのようで
す．
最後の五つ目は，コースでの勉強，そして定
期試験と EJU対策との両立が大変だということ
です．EJU，つまり日本留学試験は，御存じの
とおり，留学生にとって進路決定に関わる重要
な試験で，AAJの学生も２年目の11月に受験す
るのですが，時間のない中，コースでの学習と
並行して EJUのための対策も同時に進めていく
ことが大変だということでした．

次に，日本留学してから，日本の大学で直面
する課題，チャレンジについて述べます．
まず，一つ目は，AAJで学んできた日本語と

日本での大学生活で使用される日本語の違いが
難しさになっているようです．AAJで学ぶのは
標準語ですが，いろいろな地方では方言が使わ
れています．また，話すスピードも速いので，
これらに慣れるまで時間がかかります．
二つ目は，AAJでは，先生や大学からのサポー
トが手厚いが，日本では，大学によって差があ
るということです．あまりサポートがない大学
では，学生は生活面，学習面，どちらも大変な
ようです．
三つ目は，宗教や食事，文化など，生活の違
いによるストレスです．マレーシアと日本の生
活では大きな違いがあり，そこに様々なストレ
スが生じていて，うまく解決できなかったら，

AAJ䛾ㄢ㢟䠖日本䛷䛾䝏ャ䝺ンジ Challenges in Japan

䐟 AAJ䛸日本䛷䛾大学⏕ά䛸䛾㛫䛻䛒䜛䚸౑⏝䛥䜜䜛日本ㄒ䛾ᕪ

䐠 AAJ䛷䛿ඛ⏕䜔大学䛛䜙䛾䝃ポー䝖䛜ᡭཌ䛔䛜䚸日本䛷䛿大学䛻䜘䜚ᕪ䛜䛒䜛䛣䛸

䐡 ᐀教䜔㣗஦䚸ᩥ໬䛺䛹䛾⏕ά㐪䛔䛻䜘䜛ス䝖䝺ス

䐢 Ẽೃ䛾㐪䛔䛻䜘䜛ス䝖䝺ス

䐣 ⮬⏤䛺⏕ά䛻䜘䜛Ẽ䛾䜖䜛䜏

䐤 ┠ᶆ䛾႙ኻ䛻䜘䜛モ䝏䝧ーシ䝵ン䛾పୗ
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徐々に勉強にも影響が出てしまいます．
四つ目は，気候の違いによるストレスです．

特に冬や寒い地方に進学する学生は，慣れない
暗さや寒さに寂しく感じたりつらく感じたりす
ることが多いようです．
五つ目は，自由な生活による気の緩みです．

ゲームやアルバイトなどに夢中になってしまい，
勉強と生活のバランスが崩れてしまうケースも
あるかもしれません．
最後の六つ目は，留学を果たした後，目標を

なくしてしまい，モチベーションが低下するケー
スもしばしばあります．
このようなチャレンジを多くの学生が経験し

ていますが，問題があった場合，早い段階で解
決しないと，留年や退学につながることになり
ます．

そこで，最後に日本の大学への要望について
述べたいと思います．
まず，一つ目は，大学側には，お手間がかか

ることで大変恐縮ですが，できましたら，先生
や大学から学生に手厚いサポートをしていただ
きたいです．学生が授業についていけない分か
りにくい科目に先生やチューターによる個別指
導を行ったり，日本人学生との学習グループを
つくるための支援を行ったりしていただければ
と思います．
二つ目は，各学期の学生の成績を分析し，成

績が悪い学生の早期からのカウンセリングを行
うということも大変大事だと思います．
三つ目は，成績管理と同様に，欠席が多い学

生への早期からのカウンセリングを行っていた
だけると状況が悪化することを防ぐことができ
ると思います．

AAJ䛾ㄢ㢟䠖日本䛾大学䜈䛾せᮃ Requests to Japanese Universities

䐟 ඛ⏕䜔大学䛛䜙学⏕䜈䛾ᡭཌ䛔䝃ポー䝖

䐠 ᡂ⦼䛜ᝏ䛔学⏕䜈䛾᪩ᮇ䛛䜙䛾䜹ウン䝉䝸ン䜾

䐡 Ḟᖍ䛜ከ䛔学⏕䜈䛾᪩ᮇ䛛䜙䛾䜹ウン䝉䝸ン䜾

説明する時間はありませんが，最後に AAJで
の学生たちの様子や AAJの歴史的出来事の写真
を用意しましたので，御覧いただけたらと思い
ます．

以上です．御清聴ありがとうございました．
TERIMA KASIH.

（江口）ジャミラ先生，ありがとうございました．
（ジャミラ）ありがとうございました．

AAJ䛾ᵝᏊ Activities at AAJ

Calligraphy Class

Haiku Writing
Lab Activity

Tutorial Chemistry Tutorial Class

19

AAJ䛾ᵝᏊ Activities at AAJ
Japanese Speech Contest Sports Day

Shugukagai Dinner

Visit to Japanese expatriate home in KL

Conversation Session with 
Japanese Citizens in Malaysia

Graduation Ceremony

AAJ Ṕྐⓗฟ᮶஦ AAJ Historical Events

20

Japan Prime Minister, Yasuhiro Nakasone  – 9th Mei 1983 Japan Prime Minister, Toshiki Kaifu – 24th April 1991

Prince & Princess Hitachi Visit – 8th Sept 2000 Crown Prince Naruhito Visit – 14th April 2017

Emperor Akihito & Empress Michiko Visit to AAJ – 2nd Oct 1991

Japan Ambassador Visit – 24th February 1986

䛤Ύ⫈䚸䛒䜚䛜䛸䛖䛤䛦䛔䜎䛧䛯

TERIMA  KASIH

THANK YOU

ジャミラ・モハマド

jamila@um.edu.my

九州大学 webinar100 国際シンポジウム
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（江口）次は，帝京マレーシア日本語学院日本留
学準備教育課程になります．
こちらは，帝京マレーシア株式会社取締役社
長の大野好弘先生に御発表をお願いします．
大野先生は，1979年に研究開発のエンジニア
として現在のセイコーエプソンに入社なさいま
した．20年間，半導体，液晶技術，磁気ハード
ディスクなどの薄膜技術の開発に従事し，その
後10年間は，環境，CSR，CS部門でセイコーエ
プソン本社，事業部，海外子会社などの方針策
定をし，実施の責任者として活躍なさいました．
最後の５年半，セイコーエプソンの海外現地
法人であるエプソンプレシジョンマレーシアの
社長としてマレーシアに赴任なさいました．
これまで教育関係とは全く無縁でしたが，
2017年から縁があって帝京マレーシア日本語学
院のマネジメント会社にあたる帝京マレーシア
株式会社の社長として赴任なさっておられます．

帝京マレーシア日本語学院
Pusat Bahasa Teikyo

帝京マレーシア株式会社
大野 好弘

それでは，大野先生，御発表のほうよろしく
お願いいたします．
（大野）それでは，始めさせていただきたいと思
います．ただいま御紹介いただきました帝京マ
レーシア株式会社社長をしております大野と申
します．
まず，当校の御紹介とマレーシア学生が日本

に留学するときの課題を御説明できる機会をい
ただきまして，誠にありがとうございます．
この最初のページで，先ほども御紹介にあり

ましたように，学校なのになぜ株式会社の社長
が出てくるんだと違和感を覚えられると思いま
すが，実はマレーシアには学校法人という仕組
みがございません．教育は学校，経営は会社と
二分されております．会社は，大学でいえば，
理事会という位置づけと御理解ください．

御説明する内容はこの５項目でございまして，
帝京マレーシア日本語学院は1997年に創立され
ております．日本語教員数は15名，教科の教員
数は８名で計23名．日本人が22名，マレーシア
人１名，その１名のマレーシア人は英語教師と

಼༲

１ 帝京マレーシア日本語学院について
̐ マレーシア͖Δ͹ָཻਫ਼ͳگү੏ౕ
̑ 帝京マレーシアਫ਼ై͹ਬҢ
̒ 大ָ͹ָཻਫ਼֭ಚકྲྀࠅ֐
̓ ೖຌ͹՟ୌͳϟϨρφʤࢴ͹ཱི৖͖Δʥ

帝京マレーシア日本語学院
૓ཱི 1997೧
ຌۜࣁ 35ຬϨϱάρφʤ帝京大ָ100ˍड़ࣁʥ

&KDLUPDQ�%RDUG�RI�*RYHUQRUV����'DWRb�=XONLIOL�%LQ�Abudul Malek
ௗߏ ੜٸ Ӷ
ೖຌ਼ࢥگޢ 15໌ʤ1໌ඉ৙ۊʥ
਼ࢥگՌگેخ 8໌ʤ2໌ඉ৙ۊʥ

ܯ 23໌ʤೖຌਕ22໌ɼマレーシアਕ1໌ʥ
ਫ਼ై਼ 209໌ʤ2020೧9݆30ೖࡑݳʥ

帝京マレーシア株式会社取締役社長　大　野　好　弘

帝京マレーシア日本語学院日本留学準備教育課程［マレーシア］

帝京マレーシア株式会社取締役社長 
　大野 好弘
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いう体制で，生徒数は大体毎年200名から230名
くらいの学校を運営しているわけでございます．

これが教育理念でございまして，日本と東南
アジアの友好を深め，世界平和に資する国際性
豊かな人材を育成するというこの理念に基づい
て日々の運営を致しております．
マレーシアからの留学生と教育制度について，
簡単に御説明したいと思います．

これが日本へのマレーシア人留学生数の推移
です．2000年から2017年まで．2000年は1,800人
くらいだったわけですけれども，このグラフに
は入りませんでしたが，2018年には3,094人，
2019年には3,050人くらいの留学生が毎年日本に
いるわけでございます．年平均2.75％ぐらいの
増加率でマレーシア人の学生が増えていってい
るわけでございます．これが全体像でございま
す．
これから２枚が，マレーシアの学生はどの国
へ留学するかを示した図です．このデータはあ
まり見つからないものですから，2010年と，次
のページで2014年のデータをお見せいたします．

үཀྵ೨گ

日本ͳ౨ೈアζア͹
༓޹Ν਄Ό

੊ֆฑ࿪にͤࣁΖ
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日本΃͹マレーシアਕཻ学ਫ਼਼ਬҢ
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΃͹ָཻं਼ͺຘ೧3ˍओଁ͓ͱ͏Ζ

2018೧ͺ3094ਕ

2010年が約８万人の留学生で，上位がオース
トラリア，イギリスという二つの国になります．
日本は８位くらいというのが2010年の状況です．

2014年は，実は2010年よりも人数が減ってお
りまして，もともとの統計データには中国と台
湾が入っておりませんので，ここでは，2010年
の台湾のデータをそのまま横スライドしてここ
に入れております．ですから，図では６万1,000
人ぐらいになっております．すなわち，４年間
で２万人近く減少しているというわけです．
ここの年でも，やはりオーストラリア，イギ
リスへの留学生が多くなっておりまして，日本
は７位か８位．2019年ぐらいで全体の７位と聞
いておりますが，このように，マレーシアの留
学生が毎年減っていく中で，日本への留学生は，
少しずつでありながらも増えているというのが
マレーシアの状況でございます．

2010 study in foreign country
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次に，マレーシアの教育制度でございますが，
先ほど AAJのジャミラ先生が，御説明になりま
したけれども，こんな形になっておりまして，
中等教育に公立学校，私立中華独立中学，それ
からインターナショナルスクールと大きく三つ
に分かれております．そのほかにも，ホームス
クール，あるいは飛び級というのがありますの
で，なかなか日本人では理解できないところが
ございます．
公立中学の場合は，中等教育は５年間，修了

試験が SPMと呼ばれるもの，先ほどの御説明
にございました．
私立中華独立中学の場合は修了試験がUECと

呼ばれるもの．ここは特殊で，６年間の中等教
育．日本と同じですね，６・３・３という形に
なります．
インターナショナルスクールは，５年間の教

育期間で，修了試験は Oレベル（オーレベル）
とか IGCSEと呼ばれる試験になります．
それぞれ卒業年月日も少しずつ違っておりま

す．インターナショナルスクールは６月になり
ます．公立中学の場合は卒業後，大学準備教育
課程に入りまして，１年から２年の教育を受け
て大学に行きます．私立中華独立中学の場合は，
マレーシアの国立大学には進学できませんでし
て，国内の私立大学か海外の大学へ行く．イン
ターナショナルスクールは，大学準備教育とし
て高等教育機関，大学のほうに行くという，こ
ういった大きな違いがございます．

私どもに入ってくる生徒は，こんなルートで
すね．公立中学高等学校のマレー系の優秀な人
は，マレーシア政府派遣奨学生として，私ども
に入ります．そのほか，公立中学高等学校で，
中等教育を受けた中で優秀な人は私費留学生と
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帝京マレーシア日本語学院΃͹਒学αーη

マレーシア
੕ැഁݥ
ও学ਫ਼

ඇཻ学ਫ਼ࢴ
Pre-U
Teikyo
ʤPBTʥ

して入る．私立中華独立中学，インターナショ
ナルスクールからも入ってくるという，こういっ
たルート入学してきます．私どもはマレーシア
政府派遣奨学生と私費留学生の二つのコースが
ございます．

ここに簡単にまとめました．修了試験，この
修了なのか，終了のほうか，ちょっと迷いまし
たけれども，公立学校の場合は，SPMと呼ばれ
るもの．中華独立中学は UECと呼ばれるもの，
インターナショナルスクールはこういった Oレ
ベル（オーレベル），IGCSEと呼ばれる試験を
受けて入学してまいります．
これからは帝京マレーシアの生徒の推移につ
いて簡単に御説明したいと思います．

ここに毎年の PBTと書きましたけれども，帝
京マレーシア日本語学院は，Pusat Bahasa Teikyo

とマレー語でいいまして，その省略形として
PBTという名前を使っております．
1998年に最初の卒業生が出ましたけれども，
そこから2019年までの21年間で，一，二年でトー
タル1,290名の卒業生が出ております．
この灰色のところがマレーシア政府派遣奨学
生（我々は国費留学生と呼びますが），ブルーの
ラインが卒業生の合計でございます．それまで
で奨学生として，トータル530人が卒業いたしま
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す．私費生は760人が卒業いたしました．毎年，
当校に入っている生徒の１割から２割ぐらいは，
日本の大学に進学を希望しない．当初から，日
本語だけ勉強して，日系企業へ就職するという
学生がおりますので，２割くらいが日本の大学
には行きません．
昨年特に顕著でしたが，経済状況の悪化に
よって，日本の大学に御家庭から授業料が支払
えないため，日本の大学に進学を諦めた学生も
出てきております．

これが当校の760名の私費生全体の進路になり
ます．国公立大学にトータル132名，帝京大学グ
ループに80名，ほかの私立大学に109名という内
訳です．帝京マレーシア日本語学院という名前
にはなっておりますけれども，実際に帝京大学
グループへ進学する私費生は，全体の１割ぐら
いしかおりません．
外国の大学の留学生の獲得戦略について，簡
単に私が理解しているところを紹介したいと思
います．

クアラルンプールに循人（ツンジン）中学と
いう日本で言えば高校に当たる学校があります．
マレーシアの中でもトップテンに入る進学校で
ございます．この写真は2018年循人（ツンジン）
中学の入り口のボードでして，私が写真を撮っ

760໌͹ࢴඇਫ਼਒࿑

大ཱི̗̏̑ޮࠅ

帝京大G ̖̎

大ཱིࢴ ̗̏̎
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୻غ大 ̗̏̎

ඉోೖ̐̐̕
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てきたものです．学校の卒業生は毎年330人くら
いだそうです．そのうち，海外に留学する学生
が150人，ここには260名の顔写真が入っており
まして，留学に合格した大学，黄色の冠がつい
ているのが奨学金をもらった大学です．260名の
合格者の中で，奨学金を受けた学生は120名で
す．ここをよく見ますと，中国へ進学した人は
62名，マカオが22名，台湾が21名です．
先ほどの2010年と2014年のマレーシア人の留
学先であったイギリス，オーストラリアを見て
みますと，イギリス３人，オーストラリア３人，
アメリカ１人で，日本にも，真ん中あたりに日
本の立命館アジア太平洋大学が１名となってお
ります．
中華独立中学全体ですけれども，最近は，優
秀な学生は，授業料免除，食住無料という，そ
ういう奨学金をもらって中国の大学に進学して
います．私の経験では2017，18年頃から始まっ
た傾向でございます．

中国の大学の戦略，今やっていることなんで
すけれども，まず，募集方法は，中国の大学な
どで中華独立中学校を中心に応募をかけている
ようです．合否判定はUEC，修了試験の結果及
び面接試験だけで決定します（中華独立中学２
校からの情報です）．彼らはマレーシアに来て，
ホテルで面接するか，あるいは昨年のような状
態ですとオンラインで面接して，それで結果を
出します．中国へ試験を受けに来いというよう
なことはございません．
これは，ツンジン中学に聞いた話ですけれど
も，例えば，UECの結果で，Aが９個から11個
あれば北京大学に進学できるそうです．ほかの
独立中学に聞いたところによりますと，校長に
一任で UECの結果で30人ほどを決めていただ
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ูॄ๏๑
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けないかと言われているそうです．当然，奨学
金は授業料及び生活費を支払いますということ
だそうです．私が，日本の大学に進学する生徒
はいませんか？とお聞きすると，じゃあ，何人
で幾ら奨学金を頂けますかというのが，その独
立中学の校長先生のお返事でした．
また，台湾も合否判定は日本と比較して簡略

化されています．奨学金は授業料免除相当だそ
うです．受験の合否は，国立の台湾大学では，
UECの結果及び書類選考で，面接試験も筆記試
験もないとのことでした（ツンジン独立中学）．
この傾向が始まったのが2017，18年頃だとい

うのがなぜ分かるかと申しますと，私は2017年
２月にこの学校に赴任しまして，３月に各学校
へ留学生の状況を聞きに行きました．その時お
伺いした二つの中華独立中学からは，卒業生は
中国ではなくて台湾に行くんですよというお話
でした．2018年に改めて，中華独立中学へ生徒
の進学状況を聞きに行くと，いや，もう中国な
んだと．奨学金をたくさんくれるし，生徒はみ
んなそちら側に行きますよという説明でした．
また，2018年に当校に入学した非常に優秀な

成績の２名が，途中で退学して，北京大学に進
学しています．２名とも日本に行きたいという
ことだったんですけれども，御両親から見れば，
授業料が完全免除で生活費がフルで支払われる
ということであれば，日本の大学に行く必要は
ないということで，２名，６月に退学して北京
大学へ進学しております．

これは当校のアンケート結果なんですが，日
本を進学に選択，日本に行こうと思ったときに
知りたかったことは何ですかという質問への回
答です．まず一つは，先ほどのように，奨学金
であり，もう一つは教育内容がよく分からない

౲ߏͲ͹アϱ
ίーφ݃Վ

ということなんですね．日本でどんな教育がさ
れているのか，どういうことが学べるのかとい
うのが，ほとんど分かってない．

これは，マレーシアの海外大学の分校です．
三つだけ写真を載せました．モナシュ，バッキ
ンガムと中国のシャーメン大学です．
独立中学の先生とお話をすると，日本の大学

の教育内容が全く分からないので心配で行かせ
られないというようなことをおっしゃるんです．
他の国の学校というのは，分校がマレーシアの
中にございまして，その分校の授業内容からそ
の国の大学の学科内容が想定できるということ
で，日本の大学の説明が不十分だよねというの
が，彼らの言い分でした．
以上で大体言いたいことは終わったんですけ

れども，最後にまとめとして，日本の大学の課
題とメリットということで，私が見聞きした点
からまとめたいと思います．

まず，日本の大学の課題といたしましては，
合否判定時期が，中国，他の大学と比べると遅
いことです．日本の大学は EJUの結果を基にし
て合否判定されていますが，修了試験，SPMと
か UECの結果で一時的に決めてしまって，あ
と日本語がしっかり勉強できれば入学させられ
ることができると，マレーシアの学生にとって

University of Nottingham
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日本進学のハードルが低くなると思います．
二つ目は，奨学金ですね．額と時期がなかな
か分かりにくい．JASSOさんの奨学金について
は，金額と時期が明確なんですけれども，大学
からも奨学金が出るんですよというお話をする
と「そうか」と．でも，その基準と，幾らなの
か，いつもらえるのか，そういったところが非
常に分かりにくくなっています．調べれば出て
くるんですけれども，生徒にとってはなかなか
そこまで調べ切れないというようなことでござ
います．
それから，大学の教育内容が不明というのは

先ほど申したとおりです．私のほうでは，日本
には700以上の大学と3,000を超える専門学校が
あるので，何をやりたくても日本で教育はでき
るよという説明をするんですけれども，何しろ
近くに具体例がない，あるいは，日本の大学に
も来ていただいているんですけれども，なかな
か説明が学生，高等学校まで浸透しないという
ことで，「行きたいんだけれどもよく分からない
な」というのが，高等学校の先生あるいは御両
親の気持ちです．
それから，卒業後の活躍の場，これもよく聞

かれる質問です．「卒業してどうなるんですか」
という質問ですね．
実は，その下にメリットを書きましたけれど

も，先進国で留学生に，大学卒業した後，残っ
てほしいという国は日本とカナダだけだと聞い
ています．オーストラリアもイギリスも，外国
人には「是非私の国に留学してください，こち
らで勉強してください」と積極的に PRしてい
ます．しかし，卒業したら，じゃあ，母国へお
帰りくださいという仕組みなわけです．その中
で，日本はこれだけ大きな産業構造を持った国
なのに，安倍首相自ら，日本に残ってほしいと
発言されていました．これは留学生にとって，
大変大きなメリットです．
当校に入学する生徒の親御さんからも，日本
以外の国は，大学を卒業した留学生は基本的に
母国に帰れと言うんですよと聞いています．留
学生の皆さんに留学先の国に残ってほしいとい
う発言をしている国は，本当にないんだと思い
ます．この辺りの日本の受入れ体制，卒業され

た卒業生が，どんなところでどう活躍している
のが見えるようになれば，もっともっと優秀な
人が日本の大学に進学したいと思うんじゃない
かなと思っています．

以上，短いですけれども，私の簡単な認識も
含めまして御説明いたしました．御清聴ありが
とうございました．
（江口）大野先生，ありがとうございました．
これをもちまして，第２部のほうを終了させ

ていただきます．先生方，どうも御発表ありが
とうございました．

͟ੜ௎
͍Ε͗ͳ͑͟͡͏Ήͪ͢



第３部　九州大学における国際アドミッションの
現状と課題
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（松村）皆さん，こんにちは．九州大学工学部，
工学研究院の松村といいます．国際担当の副研
究院長を拝命しております．よろしくお願いい
たします．

国際コースの留学生獲得の現状
と課題

九州大学における国際アドミッションの現状と課題

工学部

九州大学工学研究院

松村 晶， 田村美香， 田中彩果

九州大学webinar100国際シンポジウム
「アジアからの高大接続--国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育」
2021年03月15日（月）

1

工学部学ኈ課⛬国際コース
✓ 2010年4月:  ᩥ⛉┬「国際໬ᣐⅬᩚ備஦ᴗ（䜾䝻ー䝞䝹䠏䠌）」䜢㛤ጞ
（本学䜢ྵ䜑䛶඲国䠍䠏大学）

✓ 2010年10月䠖 ㎰学部とと䜒に඲䛶の教育䜢ⱥㄒ䛷⾜䛖
「学ኈ課⛬国際コース」䜢タ⨨

ᛂ⏝໬学,ᘓタ㒔ᕷ工学, ᶵᲔ工学,⯟✵Ᏹᐂ工学の䠐コース
✓ 2017年10月䠖

ᛂ⏝໬学,      ᘓタ㒔ᕷ工学,    ᶵᲔ⯟✵工学,   +   㟁Ẽ᝟ሗ工学

九州大学におきましては，スライドの１ペー
ジ目に示すように2010年にグローバル30に採択
されて，私の発表の後に農学部の土居先生から
も御紹介がありますけど，その年に工学部と農
学部が同時に，全て英語のみを用いて４年間の
学士課程の教育を行う学士課程国際コースを開
設いたしました．
開設当初は応用化学，建設都市工学，機械，

それから航空宇宙工学の四つのコースでしたけ
れども，2017年に機械と航空が一つのコースに
まとまると同時に，電気情報工学が加わって，
より広い分野の教育コースになって現在に至っ
ています．

２ページ目にこれまでにどういう国から留学
生が来たかという変遷を示します．なかなか分
かりにくいですが，グラフの下のほうが中国や
韓国などの東アジア地域です．それから真ん中
付近がインドネシア，タイなどの東南アジア，
それから一番上がインド等の中央アジアの地域
になります．全体としては，インドネシアは結
構多く，東南アジアからの留学生が多いという
傾向があります．

2

ධ学生のฟ㌟国の᥎⛣

ᮾアジア

ᮾ༡アジア

中ኸアジア

中国

㡑国

䜲ンド䝛シア

䜲ンド

䝍䜲

䝧䝖
䝘ム

九州大学工学研究院教授　松　村　　　晶

工学部

九州大学工学研究院教授　松村　晶
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３ページ目の円グラフでこれまでの11年間の
総数の割合を示していますが，先ほど申し上げ
ましたように，インドネシア，ベトナム，タイ
という東南アジアが半分ぐらい，中国，韓国，
東アジアが１/４くらいで，それ以外が残りの約
１/４といった割合です．

４ページ目に各コースの毎年の入学者数を示
しますが，全体で20名ほどのコースですので，
毎年それぞれのコースの人数は数人程度しかお
らず，これを見ていただくとわかるように，乱
高下というかその都度揺らいでいます．宇宙航
空は２年間にわたって入学者ゼロということも
ありました．先ほど申しましたように，2017年
に機械と航空のコースを一つの機械航空コース
にまとめて，その年に電気情報がスタートして
います．特に４コースで大きく特徴が異なると
いうことなく遷移しております．

ධ学生の国ู๭ྜ（2010~2020）

3

中国
(28)

㡑国
(13)
ྎ‴䞉䝰ン䝂䝹(8)

䜲ンド䝛シア
(38)䝧䝖䝘ム

(29)

䝍䜲
(18)

䝬䝺ーシア䞉
シン䜺ポー䝹䞉䝣䜱䝸䝢ン(10)

䜲ンド
(18)

ス䝸䝷ン䜹䞉䝞ン䜾䝷䝕䜱ッシ䝳
中㏆ᮾ

Ḣ州
⡿国
䜹䝘䝎

ア䝣
䝸䜹

⥲ᩘ181

ྛコースのධ学⪅

4

ே
ᩘ

ᘓタ㒔ᕷ
ᶵᲔ工学

Ᏹᐂ⯟✵

ᛂ⏝໬学

ᶵᲔ⯟✵

㟁Ẽ᝟ሗ

５ページ目が，その受け入れた学生さんの卒
業時の GPA，成績の推移ですが，見ていただく
とお分かりのように，この10年間にわたって全
体に右肩上がりに推移をしています．当初は平
均で2.63程度，3.79が最高で，1.66が最低でした．
最高値は学生個人の努力次第のところが強く，
そのような勉強熱心な学生が一人でも居るかい
ないかで決まります．一方，平均値はグループ
の特性をより強く表しており，年々上がって昨
年は3.5を上回りました．このときの最高点は全
てが満点の4.00を達成しており，ちょっと驚き
ます．それから最低のレベルも，大体右肩上が
りということで，これから年々学生の成績が上
がってきているということがわかります．

６ページのグラフが，成績の分布です．3.5以
上，2.5以上，2.5未満に分けていますが，最初の
頃は分布に広がりがありましたが，2.5未満の割
合が年々減少していき，ここ２年の卒業生には
2.5未満の学生がいないという状況に至りました．
大半が3.5以上という GPAからすると修学成績
が開設当時から比べて，非常に上がってきてい
るということがわかります．
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3.79 3.68
3.97

3.73
3.92 3.95 4.00

ᖹᆒ

᭱高

᭱ప

5

༞ᴗ生のGPAศᕸ

6

3.5
௨ୖ

2.5
௨ୖ

2.5
ᮍ‶

3.5
௨ୖ

2.5
௨ୖ

< 2.5
⤯⁛

2.5
௨ୖ

3.5
௨ୖ
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それは，今日の話題である留学生のレベルが
上がってきていることを端的に示していると言
えましょうが，一方で，こちらがオファーして
いるカリキュラム自体が，当初の頃に比べて学
生が優秀になってきたために相対的に平易に
なってきており，少し内容のレベルアップをす
べきなのかな，というような点を表しているの
かもしれません．10年が経過してそろそろカリ
キュラムの内容について検討する時期に来てい
るように思います．どちらにしても，優秀な学
生の獲得に今のところ成功しているのではない
かということを，このグラフは物語っていると
思います．

そのような優秀な学生の獲得ために，７ペー
ジに示すように，私どもとしても専門の教員と
職員を配置して，６カ国の30から40の学校に赴
いてガイダンスするなど，それなりに努力はし
ております．訪問先も，九大の現地オフィスや
出身の在校生の協力を得ることでもって，優秀
な学生が多くいるスクールを選んでおります．
それから，JASSOの日本留学フェアというのも
可能な限り利用してきました．このような現地
に赴くリクルート活動は，コロナが発生する前
の2019年まで行っておりました．

䝸䜽䝹ー䝖άື（䡚2019）
¾ 現ᆅ学ᰯゼၥ䞉䜺䜲䝎ンス

• ẖ年䚸教ဨ䠇஦ົ⫋ဨ䛷ᮾアジア䞉ᮾ༡アジアの䠒䜹国䞉䠏䠌
~䠐䠌ᰯ䜈の

• ゼၥᰯ䛿䚸ྛ国の䝖ッ䝥䝃䜲䜶ンスス䜽ー䝹䚸᭷ྡ高ᰯ䚸㐣
ཤにධ学ᐇ⦼䛜䛒る䜲ン䝍ー䝘ショ䝘䝹ス䜽ー䝹➼

ྎ໭ᕷ❧➨୍ዪᏊ高⣭中学ᰯ（໭୍ዪᏊ）（ྎ‴の䝖ッ䝥
ዪᏊ高ᰯ）の⌮⣔≉ู䜽䝷ス䛷のコースㄝ᫂

• 九大現ᆅ䜸䝣䜱ス䜔ᅾᰯ
生の༠ຊ䜢得䛶䝥䝻䝰ー
ション䜢ᐇ᪋

¾ JASSO日本留学䝣䜵ア
• ධ学⪅䛜ከ䛔国䜈の✚
ᴟⓗཧຍ

7

実際にどういうふうに宣伝しているかという
ことですけど，もちろん８ページに示すような
ポスターやパンフレットを準備していますが，
今の時代ですのでウェブサイトでの広報を充実
していって，パンフレットはなるべくコンパク
トにして数多くを配布することに重点をおいて
います．

これまでの受験者数の推移を９ページ目のグ
ラフで示します．青い棒が受験者数で赤い棒が
入学者数になります．2010年から開始して，翌
年には数日前に10周年を迎えました東日本大震
災が起こったり，スタート事業だった文科省の
グローバル30のプログラム支援が2013年度に終
わったり，いろいろと状況の変化がありました．
2017年にはコースの再編を行い，その翌年には
入学試験にいろいろと数値的な条件を付加する
ようにしてきましたが，幸いに受験者数はこの
ように全体的に増えてきており，その中から優
秀な学生を選抜することができている状況がう
かがえます．

ᗈሗ≀

䝟ン䝣䝺ッ䝖（B5）

ポス䝍ー（A䠏）

学生ไస䝙䝳ース
䝺䝍ー（B5）

ウ䜵䝤䝃䜲䝖䛷の᝟ሗ䜢඘ᐇ䛧䛶䚸
ᑠᆺの෉Ꮚ㢮䜢ᗈ⠊に㓄ᕸ

8

ཷ㦂⪅ᩘの᥎⛣

ᮾ日本
大㟈⅏

G30
⤊஢

⤫୍ヨ㦂スコア
ᥦฟ䜢せ௳໬

ⱥㄒヨ㦂䠇⤫୍ヨ㦂
の᭱పᇶ‽䜢タᐃ

㟁Ẽ᝟ሗ
㛤ㅮ

ᶵᲔ⯟✵
෌⦅

9
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残念ながら昨年からの新型コロナ禍によって，
先ほど申しましたように現地に赴くというリク
ルート活動ができなくなってしまいましたので，
この後に農学部の土居先生からも御紹介がある
と思いますが，なるべく効率よくプロモーショ
ンを行うために，農学部と共同で活動したり，
我が国の大学コンソーシアム（JUC）に加盟す
ることによって，そこが実施している毎月のイ
ベントで広報する，それから海外オフィスの協
力によって広報活動を行っていただくなどで対
処しています．さらには，別府市にあります立
命館アジア太平洋大学，あそこはどちらかとい
うと文系の大学ですので，そういった意味では
工学部とは競合しませんから，APUが行ってい
るウェビナー等を利用させていただくことに
よって，今まで行ってなかったような地域での
広報活動を拡大するということも昨年から進め
ております．

入学試験については先ほどから少し話題に
なっていますが，11ページに示すように，工学
部では一次試験と二次試験の２段階で進めてお
り，一次試験では書類審査をおこなっています．

䝸䜽䝹ー䝖άື（2020年௨㝆䠖 コ䝻䝘⚝）

¾㎰学部とඹྠ䛷䝥䝻䝰ーション

¾ JUC（Japan University Consortium）ຍ┕
• 現ᅾ国際コース䜢ᣢ䛴䠍䠑大学䛷ᵓᡂ
• ẖ月䜲䝧ン䝖㛤ദ

¾ 中ᮾ䞉໭ア䝣䝸䜹䜈のάືᒎ㛤

• J-MENA䜸䝣䜱ス䚸䜹䜲䝻䜸䝣䜱ス䚸アン䜹䝷
䜸䝣䜱スの༠ຊ

¾ APUとの㐃ᦠに䜘る䜸ン䝷䜲ン䞉ウ䜵䝡䝘ー
• ᪂䛯䛺ᆅᇦ䜈のάືᣑ大

10

㎰ 工

ධ学ヨ㦂㑅ᢤ

䠍ḟヨ㦂䠖 ᭩㢮ᑂᰝ

• ᇶ♏学ຊ（⤫୍学ຊヨ㦂スコア）
• ⱥㄒ㐠⏝⬟ຊヨ㦂のスコア
• 高ᰯのᡂ⦼
• ᚿᮃືᶵ（䜶ッ䝉䜲）

᭱ప䝷䜲ン䜢タᐃ

䠎ḟヨ㦂䠖 䜸ン䝷䜲ン㠃接

• ᑓ㛛▱㆑と学ຊ
• ㄽ⌮ⓗᛮ⪃䞉ㄝ᫂⬟ຊ
• ⱥㄒ䛷のㄝ᫂⬟ຊ
• ே᯶
• ᚿᮃືᶵ

国際教育ᨭ᥼䝉ン䝍ーのእ国ே教ဨ(ྖ఍）
コースᑓ௵教ဨ(2-3ே）

11

先ほど申しましたように，学力試験並びに英語
能力試験についての最低ライン，最低基準を設
けています．それで選考した学生については，
次に２次で面接を行いますけれども，オンライ
ンでコースの専任教員と外国人教員を含めて
やっております．二次試験では主に人柄という
か，説明能力とか，そういった実際の人間力と
いうものを判定することになります．

各コースでは12ページの表に記した統一学力
試験を判定に使っており，ちょっと数字が小さ
いですけど，表の下に記したそれらの基準レベ
ルを設けることによって，優秀な学生を選抜し
ています．それから英語についても同様にスコ
アの基準点を設けております．

これらの統一試験の入学時のスコアと入学後
のGPAや就学態度を比較すると，13ページの表
を見ると分かりますように，非常にいい相関関
係が見られます．

⤫୍学ຊヨ㦂䞉ⱥㄒ⬟ຊヨ㦂の᭱పᇶ‽

ヨ㦂 ᇶ‽スコア

TOEFL iBT 80௨ୖ
IELTS 6.5௨ୖ

中➼教育䛷4年௨ୖ䚸ⱥㄒ䛷教育䜢
ཷけ䛯ཷ㦂⪅䛿スコアのᥦฟ䜢ච㝖

コース ⛉┠ ヨ㦂

㟁Ẽ᝟ሗ工学 ᩘ学䞉≀⌮
EJU, SAT⛉┠䝔ス䝖

GCE-A䝺䝧䝹, IB-High
ᛂ⏝໬学 ᩘ学䞉໬学

ᘓタ㒔ᕷ工学 ᩘ学䞉≀⌮/໬学

ᶵᲔ⯟✵工学 ᩘ学䞉≀⌮ EJU, SAT⛉┠䝔ス䝖

SAT⛉┠䝔ス䝖䠖 ᩘ学䠎と໬学/ ≀⌮のྜィスコア䛜 1350௨ୖ
GCE-A䝺䝧䝹䠖 ᩘ学と໬学/≀⌮の⤌䜏ྜ䜟䛫䛜B-C䠋C-B௨ୖ
IB-High:  ᩘ学(HL) と ໬学/≀⌮ (HL) の⤌䜏ྜ䜟䛫5-5௨ୖ

⤫୍学ຊヨ㦂

ⱥㄒ㐠⏝⬟ຊ

ᇶ‽スコア

12

ᇶ♏学ຊの高䛔ධ学⪅の㑅ᢤ

2019年
ධ学生

ⱥㄒ᳨ᐃ SATᡂ⦼ 現状
GPATOEFL IELTS ᩘ学2 ≀⌮ ໬学

A 8.0 800 800 3.91
B 7.0 800 800 3.88
C 7.5 800 800 3.82
D 91 800 800 3.75
E 7.5 800 800 3.75
F 800 800 3.74
G 790 800 3.73
H 7.5 770 710 3.73
I 720 720 3.66
J 6.5 770 800 3.65
K 8.0 740 660 3.63
L 6.5 800 800 3.42
M 6.5 790 800 3.27
N 7.0 750 700 3.14
O 81 780 760 3.04

13
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もちろん，九州大学への入学を志望すると
いっても，優秀な学生さんはほかの海外のトッ
プクラスの大学や，日本でも主に東大等の大き
な大学と志望を兼ねるというようなことがござ
いますので，そういった他大学との競合におい
て，大学のランキングだとか奨学金といった条
件は，留学生が進学先を決める大きなポイント
になろうかと思います．
もう一つは，優秀な学生は大学でどういう教

育を受けるのか，またそこでの研究内容という
ものを非常に意識していますので，こういうと
ころについて，九大の特徴というのをより鮮明
にしていく，高度にしていくということは非常
に重要であると考えております．

最後に，今後の国際コースの展開についてで
すが，これについてもこの後に土居先生から農
学部に関する御説明でも触れられると思います
が，幸いにして来年度からの国費留学生の枠が
認められました．それに当たって，ちょうど工
学部と農学部が，この新しい伊都キャンパスで
建物で隣同士になり物理的に近接しましたので，
農学部と一緒に共修すること，それから，折角

学生獲得の୺䛺課題

¾ ᾏእの䝖ッ䝥䜽䝷ス大学（⡿国䚸Ḣ州䚸シン䜺ポー䝹䚸
香 䛺䛹の大学）䜔国ෆのᪧᖇ大⣔（ᮾ大䚸ி大䚸ᮾ
໭大䚸ྡ大䛺䛹）との➇ྜ

¾ 大学の䝷ン䜻ン䜾䚸᮲௳の䛔䛔ዡ学㔠の᭷↓䛿㑅䜀
䜜るୖ䛷㔜せ䛺ポ䜲ン䝖に䛺䛳䛶䛔る

¾ ≉にඃ⚽䛺学生䛿大学の研究ෆᐜ䜢㔜ど䛩るഴྥに
䛒る

14

௒ᚋのᒎ㛤䠖

15

¾ ㎰学部とのඹಟ

¾ 日本ே学生とのඹಟ

¾ 日本ㄒ教育

඘ᐇ໬

来日して４年間を日本で生活する訳で，その意
義を高めてもらい将来につなげていただくため
の日本語教育，さらには日本人学生との共修，
これは留学生だけではなくて日本の学生にとっ
ても非常にいいことでありますので，こういっ
た３点を今後充実していくために新たなカリ
キュラムを制定していく予定にしています．
以上，「九大の工学部国際コースのアドミッ

ションに関する現状と課題」についてご紹介い
たしました．どうもご静聴ありがとうございま
した．
（江口）松村先生，どうもありがとうございまし
た．
（松村）どうもありがとうございました．
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（土居）農学研究院の土居と申します．よろしく
お願いします．このような紹介の場をいただき
まして，誠にありがとうございます．

私は，先ほど松村先生から御紹介いただいた
ように，工学部と農学部が G30プログラムで，
この英語の国際コースを始めたときから，しば
らく関わって，その後ちょっと離れて，去年か
ら国際コース長を拝命しております．開始から
10年たちますので，この10年のまとめと今後の
課題，展望等を御紹介させていただきます．

九州大学における
国際アドミッションの
現状と課題
：農学部国際コース
の事例

九州大学教育学部 国際シンポジウム
「アジアからの高大接続--国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育」

IUP _ Bioresource and Bioenvironment

農学部国際コース長
土居 克実

2021/3/15

1

まずは，国際アドミッションにおける現状に
ついて御紹介いたします．

まず最初に農学部の受験の条件です．これは
工学部の国際コースとほぼ同等な条件になりま
す．この下の左のほうの表に示しておりますよ
うに，工学部と農学部で二重丸がついていると
ころは同じです．丸の色が違うところが農工で
違うところなんですが，まず科目としては，理
系科目でありますので，数学，そして科学の中
には物理，生物，化学，地学のうち２科目を選
択するというふうになっています．
農学部の場合，どうしても生物と化学を選択

する学生さんが多いことが特徴です．そして，
Standardized Test―標準テストは，EJU，SAT，
GCEの Aもしくは ASレベル，そして CSAT，
そしてインターナショナルバカロレアというと
ころから選んで受験することができます．

2

IUP _ Bioresource and Bioenvironment 2021/3/15

2

農学部における
国際アドミッションの
現状に峎岮峐

Admission 
Condition

⚫ 工学部国際コースとほぼ同等な条件
⚫ 数学、科学（物理、生物、化学、地学）中２つを選択
：多くの学生が生物や化学を選択

⚫ Standardized Test：EJUの他、各種同等割合の構成
⚫ English Score：TOEFL iBP 80、IELTS 6.5程度

2021/3/15IUP _ Bioresource and Bioenvironment

3

ಂൢ঻のStandardized Testのଡਛ(2020)

九州大学大学院農学研究院教授　土　井　克　実

農学部

九州大学大学院農学研究院教授　土井　克実
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

　そして，英語のスコアですが，英語のスコ
アも基準点というか，足切り点はございません．
大体，先ほど松村先生にお話しいただいたよう
に，TOEFL IBTで80前後，そして，IELTSで
6.5程度は必要かなと思っています．なぜならば，
これは全て英語で行うクラスですので，英語力
はある程度担保しておかないといけないと思い
ます．
2020年度の志願者の Standardized Testの構成

は，ほぼ SATと GCE，IBが大体同じぐらいの
割合というのが現状です．

そして，工学部と１点違うところといたしま
しては，我々がずっと課題と考えていたのは，
日本人学生との共修をつくって，今回のシンポ
ジウムの話題でもあります日本式の学習を受け
た学生と国際的な学生の共修の場を提供したい
ということで，日本国籍を持った方で大学共通
テストを受験した人を対象とした，タイプ Aと
我々が呼んでいる受験制度がございます．これ
は，大学入学共通テストを受けていただいて，
その成績を出して，国際コース，留学生と一緒
に学ぶ日本人，日本国籍を持って日本の高校を
卒業した学生が入るというものです．
2018年度からこのプログラムを始めまして，

毎年１名は志願者がございます．2020年度に初
めて最終合格者が出たんですが，その方は，同
じ九大農学部に入っていただいたんですけれど
も，一般コースのほうに入っていただいて，日
本の高校を出て国際コースに入ったという例は
まだ出ておりませんが，近々こういう人も出て
くるのではないかと期待しています．

Admission 
Condition

ٛ঩ম国ආ঻のਭୡٜ
⚫ প学ো学ુৢ崮ス崰のਭୡ঻をৌ଴
ٛਭୡ૾யٜ
⚫ 2018岵峳ス崧ー崰
2020ফ度ਭୡ、各ফ1੡のಂൢથع2018：
：2020ফ度ੂ峫峐ਈી合ત঻（ఃஈ峅峄、঳ಹコース峢ো学）

2021/3/15IUP _ Bioresource and Bioenvironment

4

では，志願者はどこから来ているのかという
と，工学部の松村先生の御説明と同じような説
明なんですけれども，農学部の場合は，これま
で10年間に27か国，176の高校から211名の方が
志願しています．左の下の表ですが，この表の
中には，各国で何校の高校から受けたかという
のを表しています．中国は38校ですが，インド
ネシア28校，日本17校というふうになっていま
す．
そして，特徴的なのは，例えばベトナムのハ
ノイにありますアムステルダム高校からは，12
名の方が出願されています．インドネシアも
SMAサンタウルスラ BSDの高校から多くの受
験生が受けています．この右側の円グラフが，
その志願者の出身高校の所在を示していますが，
大体東南アジアに今のところ，かなりの割合の
出願者がいることが分かります．

これは，出願ではなくて合格者の所在，出身
校を示しています．中国，インドネシア，ベト
ナム，そして韓国などが多いのですが，中でも，
先ほど申しましたハノイのアムステルダム高校
からは８名の合格者，そして中国では，東北育

Applicants：
Where the applicants 
come from?

⚫ 2020ع2010 ಂൢ঻：27崓国、176ৈૅ、211੡

⚫ （嵁崰崲嵈）HANOI - AMSTERDAM HIGH SCHOOL 
FOR THE GIFTED12ق੡ك

⚫ （崌嵛崱崵崟崊）SMA SANTA URSULA BSD5ق੡ك、
SMA SANTA URSULA4ق੡ك、MAN INSAN 
CENDEKIA SERPONG4ق੡ك

2021/3/15IUP _ Bioresource and Bioenvironment

5

7KH�QDWLRQDOLW\�RI�DSSOLFDQWVb�VFKRRO
ಂൢ঻の高ૅのਚ૔国

School Numbers
学ૅਯ

中国 China 38

঩ম Japan 17

஻国 South Korea 11

崌ンド崵シア Indonesia 28

崧崌 Thailand 13

嵁崰崲ム Viet Nam 11

઎೓ Taiwan 10

崊嵉嵒崓 USA 7

峇の他 others 9

7KH�QDWLRQDOLW\�RI�DSSOLFDQWVb�VFKRRO

Enrolled Students：
Where the students 
come from?

⚫ 2020ع2010 ো学঻：13崓国、59ৈૅ、75੡
⚫ （嵁崰崲嵈）HANOI - AMSTERDAM HIGH SCHOOL 

FOR THE GIFTEDڴق੡ك
⚫ （中国）NORTHEAST YUCAI FOREIGN 

LANGUAGE SCHOOLڱق੡ك
⚫ （崌嵛崱崵崟崊）SMA SANTA URSULA BSD4ق੡ك
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7KH�QDWLRQDOLW\�RI�HQUROOHG�VWXGHQWVb�
school  ়ત঻の高ૅのਚ૔国

School Numbers
学ૅਯ

র国 China 11

঩ম Japan 5

஻国 South Korea 6

崌ンド崵シア Indonesia 12

崧崌 Thailand 6

嵁崰崲ム Viet Nam 6

઎೓ Taiwan 5

峇の他 Others 8

The nationality of enrolled studentsb�VFKRRO
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農学部

才学院から５名，そしてインドネシアの SMAサ
ンタウルスラBSDから４名の合格者が出ており
ます．このようにトータルでは13か国，59高校，
75名の合格者が出ております．これらの高校の
所在国もこのように非常に，東南アジアに限っ
てですが，多様性があると思われます．

これも松村先生の御説明がありましたので，
簡単に説明しますと，工学部と農学部合同で，
在学生や卒業生の出身国を訪問しています．先
ほどの御紹介の中で，大学で何をしているか分
からないというのは私たちも実感しておりまし
て，それを解決するための一つの手段としては，
今，我々の農学部の IUP，国際コースで学んで
いる卒業生に，その高校にウェビナーで参加し
てもらって，自分は今こんなことをしているよ
とかいうのを紹介してもらっています．
　そのおかげというか，今年の出願者の中で

も，今，九大に在学している学生の卒業校から
受けてくる学生さんもいるので，そういうこと
がこれから主流なると思われます．また，APU

との合同ウェビナーとかこれまでやってこな
かった他大学，他学部との合同説明会なども
やっております．また，先ほど申しましたよう
に，日本国籍で日本の高校に学ぶ高校生をリク
ルートするために，日本人学生向けのオープン
キャンパスに，農学部の国際コースを出展して
います．

Promotion: 
How do they 
know us?

⚫ （工学部合同）૔学生嵣෮঵生のলମৈૅを௰ਖ
ڀ Webinar、লମૅや地ୠの૔学生が૞ਸ（௕２٭ڭ）

⚫ （஗学部）঩ময学生਱岻崒ー崿嵛崕嵋嵛崹ス峑লன
⚫ APUとの合同Webinar (௕ڲ٭ڱ）
⚫ JASSO、JUC、J–MENA峑のলன（௕ڰ٭گ）
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図6. APU合同Webinar for 香港

図1. Indonesia：Penabur Fair (20/09/12) 図2. Philippine: Vinh Phuc High School for 
Gifted Students (20/11/24) 

図3. The logo of JUC 図4. The logo of J-MENA 図5. The logo of APU

先ほどから，これも盛んに話題になっており
ます奨学金の話です．奨学金の獲得の可否とい
うのは，学生が入学したとき，入学時のレベル
というか，合格の順位みたいなものですので，
そこで何となくクラス分けができるのですが，
ここに示していますケース１とか４のような
ケースは，そこまで入学時期には成績がトップ
ではない学生でも，入学後，一生懸命勉強して
いただいて，徐々に成績が上がっていくときに
奨学金獲得のチャンスがある例を示しています．
例えばケース１番の場合ですと，米国国籍で福
岡のインターナショナルスクールを出た学生さ
んは，九大奨学金を取ったんですが，その後，
年々GPAが向上しています．学部卒業後は九大
の農学部の大学院に進学しています．
そして，４番目は韓国の高校生ですが，この

方は入学時には上位の合格者ではなかったので
奨学金が得られなかったんですが，毎年毎年勉
強を十分やっていただいて，成績が向上して最
終的には九大の奨学金を獲得できるまでになり
ました．そして，我々としては大変残念なんで
すが，東大の大学院に進学することが決まって
います．
そのほかにも，MEXTの奨学金を獲得した学

生さんは，さすがにずっと学年トップの成績で
来て，最終的には EUの大学院に進学した例も
あります．または，インドネシアの留学生は九
大奨学金を得ていましたが，最終的には SGUの
奨学金を得るほどに学力がアップして，九大の
大学院に進学するといった例がございます．
また，在学生のほとんどがインターンシップ

に興味を持っておりますので，我々としては，
国内外，例えば基礎生物学研究所とか FAOのイ

Students 
after enrolling

⚫ ো学ৎのတ学সඃ੭૭౯が঳つの৯਍
⚫ 峁岵峁、Caseڭとڰの峲岰峕૔学中の成শ峬ৄ峳島峵

：෮঵ৎ峕峙3.5/4.0ਰ঱の成ౚ峑෮঵（੒৒）
⚫ IUPコース学生の多く峙崌嵛崧ー崟崫崿峕௪௡が岬峵

：国৔ਗをਖ峹峄、ଢ଼஢ਃঢ়が嵉崌嵛
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Case 1 Case 2 Case 3 Caseڰ

国ආ USA 嵁崰崲嵈 崌嵛崱崵崟崊 ஻国

লମ
ৈૅ

঩ম嵣
Fukuoka 
International 
School

嵁崰崲嵈嵣
Hanoi-Amsterdam 
High School for the 
Gifted

崌嵛崱崵崟崊嵣
Sekolah Pelita 
Harapan Lippo 
Village

஻国嵣
Hanyang High 
School

တ学স ృপတ学স MEXTတ学生 ృপတ学স တ学সな峁

૔学中
嵣 ൐ফ成ౚ਱঱
嵣 国৔ଢ଼஢ਃঢ়峑
崌嵛崧ー崟崫崿

嵣 学ফ崰崫崿成ౚ
嵣 国৔ਗଢ଼஢ਃঢ়峑
崌嵛崧ー崟崫崿

嵣崰崫崿崗嵑ス成ౚ೐੅
嵣SGUတ学স峢選௷

嵣൐ফ成ౚ਱঱
嵣ృপတ学সඃ੭
嵣FAO崌嵛崧ー嵛崟崫崿峕
選௷

෮঵৏ ృপਤ学 国ਗਤ学（EU） ృপਤ学 国৔ਤ学੒৒（ূপ）
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ンターンシップを勧めて，そういうインターン
シップに多くの IUPの学生が参加しています．
また，今年から海外インターンシップへの応募
も勧奨しています．最終的には，卒業時の成績
はGPA3.5から４ぐらいの非常に高い成績で卒業
する学生が多くなっております．

卒業後の進路ですが，まだ８年目ですので，
そう多くの例はないんですが，全卒業生の76％
が大学院に進学しています．その大学院に進学
している中の67％が日本，主には九大に進学し
ています．そして，卒業３年後，すなわち修士
が終わった後どうしているかを調べましたとこ
ろ，そのうちの42％が博士課程に進学している
ことが分かりました．日本以外の大学でどこに
進学しているかというと，アメリカのイリノイ
大学やジョージア大学，オランダのヴァーヘニ
ンゲン大学やドイツのミュンヘン工科大学，イ
ギリスのインペリアル・カレッジ・ロンドンな
ど，優秀な非常に有名な大学に皆さん進学して
いるのが今までの結果です．

それともう一つ，私たちが考えていることは，

After graduation

ٛ෮঵৏ਤଡ଼ٜ
⚫ 2014~2021（8ফ）پ����෮঵੒৒঻அ峪
⚫ ৸෮঵生の76٫がপ学੹ਤ学
⚫ ਤ学঻の67%が঩ম嵣਌峕ృপ峕ਤ学
ٛ෮঵3ফ৏のਤଡ଼ٜ
⚫ প学੹峢ਤ学঻中、42٫が೗૒ୖ程（ౣো学）
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＜日本以外、学生の進学校＞
University of Illinois at Urbana-Champaign Bioengineering（米国）
The University of Georgia （米国）
Imperial College London Environmenal Technology（英国）
TU München Nutrition and Biomedicine (ドイツ）
Wageningen University （オランダ）
Utrecht University（オランダ）
Leiden University（オランダ）
International Master in Innovative Medicine（EU）

International
Co-learning
with Japanese Students

ٛ঩ম国ආ学生の૔学૾யٜ
⚫ 10~20%の঩ময学生と同峂崗嵑ス

ٛ঩ময学生とのુఊ୭୆ٜ
⚫ 同峂崘嵑ス：஗学部の峩な峳峄他学部峬
⚫ ୖਗણ৿：学生ভな峓ણ৿、地ୠઐ૴
⚫ ෮঵ଢ଼஢：ଢ଼஢஼嵉嵛崸ー
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೘ָ೧ౕ ஋ࢢ
ָਫ਼*

ঃࢢ
ָਫ਼*

સର
೘ָं

2015೧10݆ 1໌ 0໌ 5໌
2018೧10݆ 3໌ 1໌ 6໌
2019೧10݆ 1໌ 0໌ 11໌
2020೧10݆ 1໌ 1໌ 11໌

ٛInternational School in Japanٜ
⚫ FUKUOKA INTERNATIONAL SCHOOL
⚫ LINDEN HALL HIGH SCHOOL
⚫ OSAKA INTERNATIONAL SCHOOL OF KWANSEI GAKUIN
⚫ TSUKUBA INTERNATIONAL SCHOOL

ٛAbroad high Schoolٜ
⚫ STOVER SCHOOL
⚫ HARROW INTERNATINAL SCHOOL
⚫ BRITISH SCHOOL IN COLOMBO
⚫ THE INTERNATIONAL SCHOOL OF PENANG UPLANDSো学ফ২ 日本

高ૅ
ਲਗ
高ૅ

৸৬
ো学঻

2015ফ10া 1੡ 0੡ 5੡
2018ফ10া 1੡ 3੡ 6੡
2019ফ10া 1੡ 0੡ 11੡
2020ফ10া 1੡ 1੡ 11੡

*೘学್࣎॑国੸ं؜΋

日本人学生との共修ですね．日本人学生と共修
させるのをどうしているかというと，日本人，
日本国籍を持った学生もある程度います．この
左の下の表がそれですが，毎年１名以上の日本
国籍を持った国際コースの学生がおります．こ
の学生たちは，10％から20％ぐらいの割合で日
本人学生と同じクラスに入っています．また，
農学部ならず，このプログラムは工学部と非常
に密接な関係があって，授業も相乗りしており
ますので，工学部の授業も受けたり，そのほか
の学部の授業を受けていた学生も多数おります．
また，この国際コースの学生さんたちは非常
にアクティブな人が多いので，課外活動もやっ
ておりますし，地域交流も盛んに行っています．
農学部の場合は３年後期から研究室配属になっ
ていますので，そうなると，日本人学生との共
修は，必ず行われることになります．
日本人と日本の国籍を持った学生さんはどこ
から来ているかというのが，この下に書いてい
る表になっていますが，日本国内のインターナ
ショナルスクール，もしくは海外の高校を卒業
して九大の国際コースに入学してきています．

次は，アドミッションの課題と改善について
のお話をさせていただきます．

11
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国際アドミッションの
課題と੝ఒに਱け峐

11
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農学部

我々，10年この国際コースをやってまいりま
して，問題というか課題となるのは，全世界か
ら優秀な学生を誘致して，国際的な優秀なグ
ローバルリーダーを育成することが目的ですの
で，なるべく多様性を広げたい，そして，プロ
グラム自体の多様性も広げたいということを考
えています．その取組を幾つか御紹介いたしま
す．
まず，最初の取組としましては，多面的アプ

ローチによるコースの周知ですね．これは先ほ
どから松村先生にも紹介いただいているように，
工学部と共同でハイブリッド型のプロモーショ
ンとリクルート活動を行っております．
そして，もう一つとしましては，魅力あるプ

ログラムの充実としまして，これから説明させ
ていただきますデュアル・ディグリー，そして，
COIL授業などがあげられます．

我々は，最初の目的地域というのは，やはり
東南アジアだろうと．東南アジアを初期の重点
対象国としてリクルート活動，誘致活動を進め
てまいりました．ところが，受験生の出身国な
どを見てみると，だんだん広がっていっている

Issues and Initiatives 
in International Admission

2021/3/15IUP _ Bioresource and Bioenvironment
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岧ୖ਻ Issues岨
⚫৸਼ੀ岵峳રೢな学生のාಱ
⚫ 崿嵕崘嵑嵈の多஘ਙ਱঱をਸச

岧Initiatives 1 ਄ੌ峩ڭ岨 ੗એ৓ア崿嵕ー崩に峲るコースのఢੴ
¾Hybrid஑崿嵕嵊ー崟嵏嵛٭嵒崗嵓ー崰ણ৿
� ಋͲϕϫϠʖεϥンڠ学෨ͳ޽

ʁड़ਐ߶校の๜໲ྙڢ生のWebinar΃ۂ学生ʀଖࡑ9
� JUC（Japan University ConsortiumʁJUC）Յ໏

9国ࡏαʖηΝ࣍ͯ15୉学Ͳߑ੔（2020೧4݆）
9ຘ݆イϗンφ֋࠷

� ஦౨ʀ๼ΠϓϨΩ΃の׈ಊఴ֋
9 J-MENAオϓΡη、ΩイϫオϓΡη、ΠンΩラオϓΡηのྙڢ

� APUͳの࿊ܠͶΓΖオンラインʀΤΥϑψʖ
9৿ͪ͵ஏҮ΃の׈ಊ֨୉

岧 Initiatives 2 ਄ੌ峩ڮ岨 ྟৡの岬る崿嵕崘嵑ムのౄ実
¾ృপ嵣஗学部を中ੱの峁峉崵崫崰嵗ー崗ುਡ化
� 学৔৴௚ ：஗工৴௚国際ુఊ崿嵕崘嵑嵈 工学部の৅਀峕峐ງஂੋ峩پ

� 学ਗ৴௚ڭ：崊嵉嵒崓嵣ਨ崊嵒崦崲প学とDual-Degree Program
� 学ਗ৴௚２：3崓国（঩মع崧崌ع崽嵑嵛ス）の

Collaborative Online International Lecture (COIL)

ਦ8. Dual-Degree Program 
with Norther Arizona Univ. (USA)

ਦ7. International Co-Learning 
for Science and Technology

農 工

ਦ9. 3Ω国のCOIL

COIL

IUP _ Bioresource and Bioenvironment 2021/3/15
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ٛ৯৓ٜ
¾ રೢな学生のාಱを൭峫、IUPコースの多஘ਙをਸச
¾ ృପপ学岵峳崘嵕ー崸嵓嵒ー崨ー୘成峕๾൴
্ٛ১ٜ Hybrid஑ Promotion & Recruiting
¾ Offline：ৈૅ௰ਖ、コースৱમのഖଛ
¾ Webinar：્৒ৈૅ、各種崽崏崊ーলன、B&Bஆঽ崌嵁嵛崰

ٛ৬਑ٜ ௧ભઇ৩やス崧崫崽と部ଂহਜの৴௚
¾ IUP௧ભઇ৩ٔ部ଂ国際௓ਤ஼をણ৷峁峉嵒崗嵓ー崮崋嵛崘ણ৿

岧多એ৓崊崿嵕ー崩：Hybrid஑崿嵕嵊ー崟嵏嵛٭嵒崗嵓ー崰ણ৿岨

ੂ਋੎ਡ৉ୠ

現૔：ఁ୑৉ୠڭ

現૔：ఁ୑৉ୠڮ

లਟ：ఁ୑৉ୠگ

Multi-faceted 
Approach
for getting the 
outstanding students

ことが分かりました．現在は，アジア以外にア
フリカ，中東，そして，北米，南米，欧州も視
野に入れて，今，活動を行っているところです．
そしてまた，広報としまして，ハイブリッド

型のプロモーションやウェビナーによる広報活
動などを行っているんですが，この４月から部
局に国際推進室を設置させていただきますので，
その部局国際推進室と IUPの教員が共同してリ
クルート活動を盛んにしていこうと考えており
ます．
そして，多様なプログラムの例として，デュ

アル・ディグリープログラム―DDP，これを御
紹介したいと思います．

アメリカのノーザンアリゾナ大学，この大学
は非常に環境教育に力を入れておりまして，教
育面も非常に優秀な大学です．我々，九州大学
農学部は，この大学と我々の大学で二つの学位
を取れる仕組み，デュアル・ディグリープログ
ラムを実施します．今度の３月，国際交流専門
委員会で御承認いただければ，このプログラム
は実際走り出すんですが，このプログラムでは，
４年間，アディショナルな学期が必要なく，４
年間の修学期間で，九大農学部と NAUの学位，
学士号が二つ取得できます．それを４年間で取
るために休学も必要ありませんし，追加の授業
料も必要ございません．
これは面接のときにすごく感じたのですが，

多くの学生さんたち，本音はアジアの大学では
なくて，欧米や北米の大学に行きたいという人
が多いのですが，やはり学費の問題等でなかな
か実現できない．それを考えたときに，学費の
安い日本に留学して，アメリカの学位を取れる

Dual-Degree 
Program (DDP)

ృପপ学（KU）஗学部のIUP峑峙、2021ফ度岵峳崊
嵉嵒崓の崶ー崞嵛崊嵒崦崲প学（NAU）とુ同峑岣崯嵍崊嵓
崯崋崘嵒ー崿嵕崘嵑嵈岤と岮岰崿嵕崘嵑嵈をৰ઱峁峨峃岞
岽島峙、4ফ৑のఊ学਋৑峑ృପপ学とNAUのの学૒
ಀを਄੭峑岷峵国際৓な崊崓崯嵇崫崗崿嵕崘嵑嵈峑峃岞KUの
೬学や୯ਸ౸঵મ峙૑ਏ岬峴峨峅峽岞

FIRST in Japan National Universityٲ

঩মの国য়প学の中峑、঩ময学生峊岻峑なく೏学生峕
峬৫岵島峉理௺の崯嵍崊嵓崯崋崘嵒ー崿嵕崘嵑嵈を઀୹峃峵の
峙、ృପপ学஗学部がੂ峫峐峑峃岞

IUP _ Bioresource and Bioenvironment 2021/3/15
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ということは魅力的ではないかと考えて，こう
いうプログラムを提供することを考えました．
実際，面接時にこの話をすると，ほとんどの学
生さんが目を輝かせて，ぜひ参加したいと言っ
てくれますので，取組としてはいいのではない
かと考えています．
ただ，このプログラムはかなり難しいところ
がありまして，なかなか理系で，４年間で二つ
の学位を取るのは難しいと考えておりましたが，
何とか農学部の先生方の御尽力もあって実現で
きることになりました．私たちが知っている限
りでは，日本人学生だけではなくて，留学生に
も開かれた理系のデュアル・ディグリープログ
ラムというのは，日本では多分，九大農学部が
初めてじゃないかなと考えております．

これも，九大では初めての試みだと聞いてお
り ま す が，COIL―Collaborative Online Inter-

national Lectureといいまして，九大農学部とタ
イのカセサート大学，そして，フランスの
Agricampus La Roqueの三つの教育機関が，学生
をオンライン上で交流させています．今年はフー
ドサイエンスを対象とした食品の多様性，加工
技術，安全性，嗜好性など，これは，タイと日
本とフランスでは全く食文化も食環境も違いま
すので，この異なった環境に生活する三つの大
学の学生がそれぞれチームを組んで，それぞれ
調査をやって，いろんなディスカッションを通
じて食に関しての現状や問題点をお互いに理解
する．そして，他の国ではどうやっているのか
という多面的な理解や，どれが正解か分からな
い，いろんな考え方ができる，そういう複眼的
な思考を習得するという目的で行っております．

Collaborative
Online
International
Lecture (COIL)
崧崌嵣崓崣崝ー崰প学、崽嵑嵛スAgricampus La Roque
とృପপ学஗学部が、崽ー崱崝崌崐嵛スをৌ଴と峁峐、୫
ષの多஘ਙ、ਸ工ૼ୒、਍৸ਙ、ᚆ஀ਙな峓を崮ー嵆峕、
3岵国の学生がુ同峁峐各国の਄峴ੌ峩やਖ਻ਡを৮
૛峃峵岞

ম科৯をৢ峂峐、୫峕ঢ়峁峐のਠ૾やਖ਻ਡを理ੰ峃峵
とと峬峕、ୖ਻峕ৌ峃峵多એ৓な理ੰやളཽ৓なઓઅ
ৡをಆ੭峃峵岞

 FIRSTٲ
in Kyushu University

IUP _ Bioresource and Bioenvironment 2021/3/15

15岧ృপ嵣஗学部を中ੱの峁峉崵崫崰嵗ー崗ುਡ岨

ਦ11. 学生の়ࣙހղGroup Work (Ice Break)

ਦ10. ̑Ω国ࢂՅंॄࣺ߻ਇ（2021/03/02）

ਦ12. Group Workʁ࠹श՟ୌͶͯ͏ͱ

参加した学生には非常に高評価で，来年も続
けてほしいいうことを言われておりますので，
我々はこのフードサイエンス以外の科目につい
ても COIL授業を展開していきたいと考えてい
ます．
以上で，農学部の10年の国際コースの歩みを
簡単に紹介させていただきました．御清聴あり
がとうございました．
（江口）土居先生，御発表どうもありがとうござ
いました．
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（李）共創学部の李です．よろしくお願いいたし
ます．
皆さん，共創学部は2018年に九州大学で52年
ぶりに設立された新しい学部です．今のところ
まだ卒業生が出ていなくて，３期生までしかい
ません．

九州大学における
国際アド ミ ッシ ョ ン
の現状と課題

九州大学共創学部
李暁燕

共創学部
留学生獲得の現状と課題

2

1867
黒田藩医学校
賛生館

1903 
京都帝国大学
福岡医科大学

1919
医学部，工学部，
農学部

1924 
法文学部

1939 
理学部

1947
(旧制) 九州大学

１９１１
九州帝国大学
医科大学・工科大学

1964 
薬学部

1967 
歯学部

2003
芸術工学部
(九州芸術工科大学
と統合)

2018
共創学部

2011
百周年

2004
国立大学法人
九州大学

1949 
(新制) 九州大学
文学部，教育学部，
法学部，経済学部

1877年東京帝国大学
1897年京都帝国大学
1907年東北帝国大学
に続き，4番目の帝国大学

52年ぶりの新学部！

簡単にご紹介しますと，大学の学部は，文学
部や法学部，経済学部などが文系，理学部や工
学部，医学部などが理系というように分かれて
いますが，共創学部は，文系の学問と理系の学
問とを統合した文理融合型教育を行っています．
この文理融合型というところが共創学部の重要
な特徴になっています．

共創学部の設立された背景についてですが，
皆様もご存じのとおり，この世の中で私たちは
グローバルな課題にたくさん直面しております．
例えば，テロ問題とか民族対立とか，それから
去年からのコロナ禍，世界規模の感染症ですね．
こうした課題は，これまでのようにどれか個別
の学問だけで解決することはできません．こう
いう背景の下で，文理融合の視野をもった課題
解決力を育成する共創学部が設立されました．

3

Natural Sciences
Humanities and 
Social Sciences

School of Letters 

School of Economics

School of Agriculture

School of Design

School of Law

School of Science

School of Dentistry

School of Interdisciplinary Science 
and Innovation (School of ISI) 

School of Education

School of MedicineSchool of Engineering

Undergraduate Schools: 12
Graduate Schools: 18

School of Pharmaceutical Sciences

4

大規模地球変動、生物多様性の
減少、民族対立、テロ、
世界規模の感染症……

われわれの直面する課題は、
地球規模・人類規模である。

個別の学問だけでは、解決できない

σо学ᢿኰʼ

九州大学共創学部准教授　李　　　暁　燕

共創学部

九州大学共創学部准教授　李　暁燕
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共創学部の教育目標は，現代社会が直面して
いる問題に対して，自ら課題を設定して，その
解決に至るアプローチを構想し，異なる専門や
知識を持つ多様な人々と協働して，海外留学を
通じて得られる経験とあわせて共創のプロセス
を繰り返すことを通じて，新たな視野，価値を
生み出す共創の専門性を身につけた人材を育成
することです．

この点についてちょっと詳しく説明します．
例えば，専門科目も，従来のディシプリンベー
ス，学問分野別の学部と違って，科目は４つの
エリアからなっています．生物学，認知学，脳
科学などを学ぶ「人間・生命エリア」，宗教，文
化人類学，コミュニケーションなどについて学
ぶ「人と社会エリア」，生物学，地球環境につい
て学ぶ「地球・環境エリア」，政治，経済，歴史
について学ぶ「国家と地域エリア」，これら４つ
のエリアから専門科目を自由に履修することが
できます．
さらに，この４つのエリアの学びの共通の基
礎となる科目，例えば，データサイエンスとか
デザイン思考などの科目を提供する「エリア横

5

「構想」し、「協働」し、「経験」を
積み、それらをまた「構想」に活
かし・・・・という
このスパイラル・プロセス（Spiral 
process)を繰り返す中で、新た
な知や価値を生み出す

¾ 課題構想力
¾ 協働実践力
¾ 国際コミュニケーション力
¾ 共創的課題解決力

共創学部で
育む４つの力

σо学ᢿኰʼ

6

崐嵒アと岮岰課題୩ୠ

૚崐嵒アにધ௺嵣৶௺のೳ峼௭
岲峉ఐ৯峼ਝ઼

課題ੰৠの峉峫にધ৶峼૯૵
峁峐学峠崓嵒崕嵍嵑嵈

6

共創学部のコンセプト

断」の科目群があります．これら５つのエリア
から，自由に，自分のニーズと関心をもとにし
て科目を組み合わせて履修することが可能です．

次に，教育体制についてですが，共創学部は
全学の23部局から教員79名に集まっていただい
ています．その内，専任教員は51名います．

共創学部のもう１つの特徴として，特に注目
されているのは，全ての学生は留学が必須となっ
ているところです．つまり留学しないと卒業で
きない，卒業条件となっているところですね．
また，留学生とのクラスシェアです．日本人専
用，留学生専用という科目は１つもありません．
全ての科目は，日本人学生と留学生の双方に対
して提供しております．

7

য৑؞生୵ 5(4)
যと঺ভ 11(6)
国ੇと৉ୠ 7(8)

৉ૉ؞୭୆ 12(6)

ॹشॱ१ॖग़থ५ 4(2)
科学૛ 1(1)
ॹ२ॖথઓઅ (2)
੟理؞ਯ学 5
PBL/TBL 1
঩মୁ教育 2

௧
୅
ग़
জ
॔

ग़
জ
॔
૯
૵
ಉ

共創学部共創学ఐ 学ে৒৩105੡
ઇ৩79੡ق௧ભ51੡ؚఐ目૿ਊ28੡ك

قৰਯम௧ભ教৩ؚپ म科৯૿ਊ教৩ْ教育৬制ٓك

೸ఝ農学ଢ଼஢७থॱش ஻国ଢ଼஢७থॱش

工学ଢ଼஢੹

理学ଢ଼஢੹ 医学ଢ଼஢੹

科学ૼ術ॖঀঋ७থॱش

য文科学ଢ଼஢੹ 経済学ଢ଼஢੹法学ଢ଼஢੹য৑୭୆学ଢ଼஢੹

३५ॸ঒ੲਾ科学ଢ଼஢੹

੦ୌ教育੹

農学ଢ଼஢੹ ঐ५ҩইज़॔ҩॖথॲ५ॺজଢ଼஢ਚ

೏学生७থॱش

薬学ଢ଼஢੹ ૢ৷ৡ学ଢ଼஢ਚ

ૻຎ঺ভ文৲ଢ଼஢੹ ੉ୁ文৲ଢ଼஢੹

芸術工学ଢ଼஢੹ ੕合理工学ଢ଼஢੹

૞઺部ଂ23ق部ଂك

国੠ઐ૴॔قक़ॺংक़থॻؚॖথংक़থॻك 2

१ॖংش७य़গজॸॕ७থॱش(2020ेॉ)

ग़ॿঝॠشଢ଼஢教育ਃଡ2021ेقॉك

7

֕གྷʤૌ৭ɼఈҽʥ

8

σо学ᢿỉཎࣉ

8

共創学部の学;๏

8



─ 75 ─
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九州大学では，４つの種類の入学試験を実施
していますが，共創学部は，その全ての種類の
入学試験を実施しています．定員105名の内，総
合型つまり旧 AO型は20名，推薦10名，国際型
10名，一般入試65名となっています．

この表は，2020年度入試の結果です．この表
によると，倍率が一番高いのは AO入試で7.24
倍ですが，国際型入試の平均倍率は3.22です．ち
なみに，去年の九大の前期日程入試の全学の平
均倍率は2.28に対して，共創学部は2.79でした．

9

೏学েのඃ੭とো૥

10

入学者選抜

ḩ λᚾ׹学ᢘࣖ力᣻ᙻٻ
– 21ɭኔプロἂラἲλᚾႆ׹ޒ ḵ

Ḫ ьᡮ学፼׹λᚾ
– ᭗ٻᡲઃ׹ਖ਼ᕟλᚾ ڀ

ḫ 国際経験・ᒍᛖ力᣻ᙻλᚾ
– 国際׹λ૥ ڀ

Ḭ ᚡᡓ学力᣻ᙻ׹λᚾ
– ἢランス׹ ḵ

ዮӳ׹λᚾ （଒
ᾐᾞλᚾὸ(20Ӹὸ

ਖ਼ᕟλᚾ(10Ӹὸ

国際׹λᚾ（10Ӹὸ

ɟᑍλᚾ(65Ӹὸ

学λᚾセンἑーᚾ験をβᨊし、ᇹᾀഏᢠ৷ấợỎᇹᾁഏᢠ৷をᘍいますẇٻ

。学λᚾセンἑーᚾ験を課し、ᇹᾀഏᢠ৷ấợỎᇹᾁഏᢠ৷をᘍいますٻ

。学λᚾセンἑーᚾ験をβᨊし、̾К学力౨௹ሁをᘍいますٻ

。ᛯ૨ὸにợỦᢠ৷をᘍいますݱ・学λᚾセンἑーᚾ験と̾К学力౨௹（ᒍᛖ・ૠ学ٻ

σо学ᢿኰʼ-λ学ᎍᢠ৷

ુ൉学部म
文௺؞理௺॑ਖॎङਭୡदきऽघآ

11

ͤ௧࿴䠎ᖺᗘ஑ᕞ大学୍
⯡ධヨ䠄๓ᮇ᪥⛬䠅

඲学䛾ᖹᆒಸ⋡䠖2.28
䠘

ඹ๰学㒊: 2.79

これからは国際型入試の中の私費留学生入試
について詳しくご説明します．
国際型入試は，毎年定員10名ですが，さらに

３種類に分けられています．１つは帰国子女，
２つ目は４月入学の私費留学生入試，３つ目は
10月入学の私費留学生入試です．話を私費留学
生入試にしぼりますと，４月入学と10月入学の
留学生入試の主な相違点は，４月入学のほうの
留学生試験では，日本留学試験及び日本語能力
試験のスコアが求められています．つまり，４
月に入学してから日本語で科目を受講できるよ
うな，割と高いレベルの日本語能力が求められ
ています．それに対して，10月入学の私費留学
生のほうは，英語能力試験，または SAT，IBな
どの国際型の統一試験の成績が求められており
ますが，日本語能力に関しては不問です．日本
語能力はゼロでも構わないということになって
います．

先ほどお話ししたように，これまでの３年間
で３期生までが入学しており，留学生は全部で
30名います．まずは，こちらの表を見るとお分
かりになるように，志願者数は年々増えていま

12

12

国ᨥ׹λᚾỉಒᙲ ʤูॄਕҽʁ10໌ʥ

ᶅࢢࠅؾঃ೘ࢾ
• ʥޢࠅ֐ʤ਼学ɼࠬݗพ学ྙݺ
• ໚ંɼࢦ๮ཀྵ༟ॽ౵のड़بॽྪͶΓΖ૱߻඲Ճ

ᶆࢴඇࠅ֐ਕཻ学ਫ਼೘ࢾʤ݆̒೘学ʥ
• ӵޢ೵ྙݩࢾɼೖຌཻ学ݩࢾɼೖຌݩࢾޢ
• ໚ંɼࢦ๮ཀྵ༟ॽ౵のड़بॽྪͶΓΖ૱߻඲Ճ

ᶇࢴඇࠅ֐ਕཻ学ਫ਼೘ࢾʤ10݆೘学ʥ
• ӵޢ೵ྙݩࢾɼSAT౵の౹Ҳݩࢾ੔੹
• ඲Ճ߻૱ʥɼ໚ંͶΓΖޢ๮ཀྵ༟ॽʤӵࢦ

12

Ͷͯ͏ͱࢾ೘ܗࡏࠅ

13
䛆2018ᖺᗘ䛇➨䠍ᮇ⏕

ᅜ㝿ᆺධヨ䠄10䠅
ྜィᖐᅜᏊዪ

䠄ⱝᖸྡ䠅
⚾㈝䠄4᭶䠅
䠄ⱝᖸྡ䠅

⚾㈝䠄10᭶䠅
䠄ⱝᖸྡ䠅

ᚿ㢪⪅ᩘ 2 10 17 29

ྜ᱁⪅ᩘ 1 3 7 11

ಸ⋡ 2 3.33 2.42 -

ධ学⪅ᩘ 1 3 4 8

䛆2019ᖺᗘ䛇➨2ᮇ⏕
ᅜ㝿ᆺධヨ䠄10䠅

ྜィ
ᖐᅜᏊዪ
䠄ⱝᖸྡ䠅

⚾㈝䠄4᭶䠅
䠄ⱝᖸྡ䠅

⚾㈝䠄10᭶䠅
䠄ⱝᖸྡ䠅

ᚿ㢪⪅ᩘ 1 10 34 45
ྜ᱁⪅ᩘ 0 5 9 14
ಸ⋡ - 2 3.77 -

ධ学⪅ᩘ 0 5 5 10

䛆2020ᖺᗘ䛇➨3ᮇ⏕
ᅜ㝿ᆺධヨ䠄10䠅

ྜィ
ᖐᅜᏊዪ
䠄ⱝᖸྡ䠅

⚾㈝䠄4᭶䠅
䠄ⱝᖸྡ䠅

⚾㈝䠄10᭶䠅
䠄ⱝᖸྡ䠅

ᚿ㢪⪅ᩘ 5 26 27 58
ྜ᱁⪅ᩘ 0 5 13 18
ಸ⋡ - 5.2 2.08 -

ධ学⪅ᩘ 0 4 9 13

13

գ̑ڊ೧の೘ࢬࣰࢾয়ڱ
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す．合格者の倍率を見ると，各期で２倍から４
倍の間を動いていますが，去年の４月入学の倍
率が5.2と，きわめて高かったのが目立ちます．

こちらのスライドは，共創学部全体の志願状
況ですが，日本人学生はほぼ日本全域から志願
しています．留学生も，アジアだけではなくて，
アメリカ大陸，ヨーロッパからも志願者がいま
した．

このスライドは，これまでの30名の留学生の
出身国・地域をまとめたものです．中国，韓国，
アメリカが一番多くて，その次は，台湾，イン

14

14

գ̑ڊ೧のبࢦয়ڱ

15

15

• 2018ফ২ো学঻
೏学ে 4াگق੡ك ஻国ڮ੡岝嵆嵔嵤シアڭ੡
೏学ে 10াڰق੡ك র国1੡岝઎೓1੡岝஻国ڭ੡岝৪国ڭ੡

• 2019ফ২ো学঻
೏学ে 4াڱق੡ك র国ڭ੡岝஻国ڰ੡ 10া
೏学ে 10াڱق੡ك ઎೓1੡岝崌ンド崵シア1੡岝崧崌1੡岝৪国1੡岝崘ア崮
嵆嵑1੡

• 2020ফ২ো学঻
೏学ে 4াڰق੡ك র国گ੡岝஻国ڭ੡
೏学ে 10াڵق੡ك র国گ੡岝シン崔嵅嵤嵓ڭ੡岝崌ンド崵シアڭ੡岝

崽崋嵒崼ンڭ੡岝ド崌崬ڭ੡岝৪国ڮ੡

ো学঻のলମ৉の峨と峫

15

գ̑ڊ೧の೘学য়ڱ
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ドネシア，マレーシアが続き，これらの国・地
域からは毎年のように入学しています．あとは，
タイ，フィリピン，ドイツ，グアテマラから，
人数は少ないですが入学しています．

共創学部の日本人学生は海外留学に行くこと
が必須となっているのに対して，留学生の場合
は２つの選択肢があります．１つは，日本国内
でインターンシップに参加すること．つまり，
共創学部で勉強していること自体が既に留学で
すので，日本国内で行われているインターンシッ
プへの参加によって卒業要件に代替できるとい
うようになっています．
しかし，実際に留学生の声を聞いてみると，
やっぱり多くの留学生は，日本人学生と同じよ
うに海外に交換留学に行くことを希望していま
す．その場合は，自分の母国以外の国に留学に
行かなければなりません．

こちらのスライドは，九州大学との大学間協
定校129大学と共創学部部局間協定校14大学の
地図です．共創学部の学生は，これらの大学の
どこでも，条件を満たせば交換留学に行けます．

17

᪥ᮏᅜෆࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖

18
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さらに，共創学部の学生は留学生も含めて，
全員平等に１回きりの留学専用の経済支援を受
けることができます．留学準備金一律15万円，
そして，月に国とエリアによって１万から５万
円ぐらいの奨学金をもらえるチャンスがありま
す．この奨学金は，ほかの奨学金と併給可能で
すので，学生が留学する際に非常に手助けにな
る，と思います．

去年から皆様ご存じのようにコロナ禍でなか
なか海外に行けないようになっています．その
ため，共創学部では，オンライン留学，オンラ
インインターンシップなどを積極的に主催して
います．

19

20

こちらの写真は，つい先日共創学部が主催し
た台湾のある医科大学の Interdisciplinary Study

（学際教育）部局とのオンライン交換留学のよう
すを映したものです．

最後に，これからの教育課題，あるいは教育
の在り方について考えてみましょう．先ほどお
話ししたように，共創学部では全ての科目は留
学生と日本人学生のクラスシェアになっていま
す．しかし，留学生が毎年定員10名なのに対し
て，日本人学生は95名です．人数的には対等と
言えない状況になっています．こうした点もあっ
て，どうしても日本人学生が固まったり，留学

21

崛嵕崲ምの崒ン嵑崌ン೏学/崌ン崧嵤ンシッ崿

22
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生は留学生同士で交流したりするということが
ないとは言えない状況があります．

この点を打開するためにも，英語と日本語が
併用される教育環境を充実させることが共創学
部の今の教育課題ではないかと思っています．
今のところは，１年次の日本人学生に対して，
１回２コマ毎週３回の，かなり密度の高い英語
インテンシブコースが課されています．それに
対して，留学生は，入門レベルから上級レベル
まで８段階の日本語科目を履修することができ
ます．こうしたインテンシブコースの目的は，
日本人学生には，留学生と英語でディスカッ
ションできるような高い英語力を高めること，
留学生に対しては，卒業した後，日本で生活し
たり就職したりすることができるような日本語
能力を身につけることです．

こちらのモデルは，私自身の研究成果として
設定した，多文化グループワークにおける知識
共創のモデルです．これまでお話ししたように
言語インテンシブコースの到達目標とか，多文
化グループワークなどで互いに相手の言葉で

24

✓ ৈः੉ୁઈ৷ચৡ॑ମにणऐॊञीभ౸঵

✓ ஶୁदৎহਖ਻॑৮૛घॊऩनؚஶୁَदُ学ぶ

✓ ঩মदেણ؞಺૙प૑ਏऩ঩মୁৡ॑ମपणऐॊञीの౸঵

ஶୁڮ؟崛嵆×ౝگ৚
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ディスカッションできるように努力することは，
言語化することですね．自分が考えていること，
自分の文化的な背景，専門的な背景など，グルー
プのメンバーたちと違うから，なかなか伝わり
にくい内容を頑張って言葉にして伝えようとす
ることは非常に大事です．本当に知識共創でき
るようになりたいなら，人と自分のアイデアを
共有したりして，自分の持っている知識，持っ
ている考えと他人の考えを統合化して，さらに
それらを内面化して，自分の新しいアイデアと
して生み出すというサイクルが必要なのです．
コロナ禍後には日本人学生はどんどん海外に交
換留学に行けるようになり，その分は，海外の
協定校の学生も共創学部にやってくるようにな
ると思います．そうなれば，人数の面だけでは
なくて，いろいろな意味で留学生と日本人学生
が対等な状況になって，もっと充実した多文化
グループワークができるのではないかと期待し
ています．

入試とリクルートについての見直しについて
ですが，共創学部の場合は４月入学と10月入学
については分けて考えるほうがいいと思いまし
た．４月入学の留学生の場合は，既に日本の日
本語学校に入っている学生とか，日本の高校な
どから直接入学する学生が多いのですが，この
場合は，九大以外の旧帝大系，東大とか京大と
か東北大とかの大学または学際教育，つまり共
創学部と同じような教育を提供する慶応大学な
どの私立大学との競合があると思います．
これの対策としては，例えば九大のランキン
グについてもっとアピールするようにして，慶
応や早稲田に負けない大学であるということも

26

¾ 4াো学の留学生のৃ়؟೮๦大௺ূق大岝਎大
岝ূਨ大岝੡大峔峓ك఺峝学際ઇ୘௧୅の岬るஎয়
大学ق෵ᡳ大峔峓كとの଼়

✓ 大学嵑ン崕ン崘

✓ တ学স

✓ ৊ษভ

✓ ಺૙੍ର

✓ 学ಆ嵣েણ୭୆

ো૥と嵒崗嵓嵤崰のৄઉ峁كڭق



─ 79 ─

共創学部

含めて，リクルート，プロモーション活動が必
要ではないかと思います．それに加えて，九大
の充実した奨学金制度とか，留学生に対する就
職支援，学習，生活環境が充実している点もア
ピールしていくといいと思います．さらに，こ
れから卒業生が出たら，同窓会の活動も充実さ
せたらいいと思います．

10月入学の留学生については，ライバルは，
海外のトップクラスの大学です．共創学部の入
試の面接は毎年２月に行われ，３月には学生た
ちは既に合格通知書をもらっています．この３
月から，実際に九大に入学する10月までの間に，
優秀な学生は，幾つか海外の他の大学のオ
ファーを待っている場合があります．実際，こ
れまで，そうした学生が九大ではなくてほかの
海外のトップクラスの大学に入学してしまった
ケースもありました．
こうしたケースに対しては，海外プロモーショ

ンを強化する必要があると思っています．海外
のトップクラスの大学と比べると，九州大学の
学費は明らかに安い，10倍以上安い場合もあり
ます．また，生活環境の良さと日本のサブカル
チャーの魅力などをアピールする必要がありま
す．さらに，日本国内のインターンシップ制度
の充実，海外協定校との交換留学が可能である
点を海外にアピールすること，そして，共創学
部ならではの学際教育の魅力，及び九州大学が
提供する充実した日本語教育も，もっと力を入
れて海外プロモーションしたいと考えておりま
す．

27
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共創学部の՟ୌ

最後になりますが，先ほどお話ししたように，
共創学部は九大の文理融合の中軸に位置づけら
れています．こういう新しい学部教育の専門性
と従来のディシプリンベースの学部教育の専門
性，こういう２種類の専門性がうまく化学反応
ができるようになったら，世の中に新しい教育
モデルが提供できるのではないかと期待して，
一教員として努力したいと思います．

以上です．どうもありがとうございました．
（江口）李先生，どうもありがとうございまし
た．
（李）ありがとうございました．
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Thank you for listening! 
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（江口）次は，経済学部における現状と課題の紹
介になります．御発表いただきますのは，経済
学研究員の儲梅芬先生です．
儲先生，お願いします．

（儲）こんにちは．経済学研究院の儲梅芬と申し
ます．

少し自己紹介ですけれども，私は20年前，中
国の上海から福岡に参りまして，2008年から，
この国際交流，留学生関係の仕事を担当させて
いただいております．
今日は，実は今，気がついたんですけれども，
皆さんの話とは少しずれがございまして，今ま
でお聞きした話の中は，ほとんど高校の話，学
部の話が多いんですけれども，私が準備したも
のは大学院の話が多いかもしれません．大変申
し訳ございません．御了承ください．

Current Status and Challenges     
of International Admission        

Faculty of Economics

Monday, 15 March 2021

Assistant Professor Meifen CHU
Faculty of Economics, Kyushu University

ー九州大学webinar100国際シンポジウムー

「アジアからの高大接続」

今日の話は，まず経済学部・学府として，今
まで国際コースの留学生受入れのため，いろん
な努力をしたことを御紹介させていただきます．
次は，経済学部・学府の中の国際コースを御紹
介させていただきます．さらに，ビジネススクー
ル，QBSの今までの取組について，少し簡単に
御紹介いたします．最後に，課題について少し
お話しさせていただきたいと思います．

まず，この表は2021年１月１日現在のデータ
でございまして，経済に来ている学生の出身地
でございますが，結構たくさんの国──中国，
東南アジア，ベトナム，インドネシア，南米と
かヨーロッパ，それからアフリカですね，いろ
んな国から経済学部・学府に在籍しております．

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

Outline

¾ Efforts to recruit outstanding international students

¾ Double-degree program with Renmin University of China

¾ International exchanges through the DD program

¾ International graduate programs

¾ Student exchange program with National Taiwan University

¾ International undergraduate program - GProE

¾ Efforts by the QBS

¾ Challenges and Future

1

九州大学経済研究院講師　儲　　　梅　芬

経済学部

九州大学経済研究院講師　儲　梅芬
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このグラフは2018年と19年のデータでござい
ますが，ここでの留学生の人数は，2018年は138
名で，2019年は148名です．私が十数年で見てお
りまして，大体経済の場合は150名前後の留学生
が在籍しております．その中では修士学生が一
番多いです．75名です．博士課程の学生は10数
名おります．それから，交換留学生と研究生で
すね．また，こちらは QBSの学生ですね．
一番少ないのが学部の留学生ですね．さっき
お話を聞いておりまして，農学部と工学部の中
で学部の国際コースが既に充実されております．
これは恐らく経済として将来の課題ではないか
なと私は個人的に今考えています．

今まで経済がやってきたことでございますが，
2005年には，国費留学生特別選抜と指定校推薦
制度を開始しております．この二つの特別の入
試を始めたんですね．これは優秀な学生を確保
するための新しい制度でございます．指定校推
薦の制度ですけれども，もし海外のランキング
が高い大学，例えば中国人民大学，南京大学と
かから推薦がありましたら，我々としては積極
的に受け入れることになっております．試験は

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 2

 

  

 

  

  

  

   

  

  

 

  

  

  

   

                     

                      

                       

                             

                      

                 

                         

     

                                                            

        

Efforts to recruit outstanding international students
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Globalization of the faculty of Economics

⇒修了生：国際機関や世界各国･地域のビジネス・公的機関・高等教育機関等で活躍・
部局独自のグローバルネットワーク形成の核を形成。
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部局の留学生教育：英語専門コースと日
本語中心のプログラムの相互補完体制へ
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Efforts to recruit outstanding international students

NTU࡜の
஺᥮␃Ꮫࣉ
mࣛࢢࣟ

免除できます．ただ，面接を行って受け入れる
ことになっております．
2008年には，中国人民大学とのダブル・ディ
グリープログラムの協定を締結しておりまして，
2009年から中国人民大学から修士学生を受け入
れることになりました．既に40数名の学生を受
け入れました．ダブル・ディグリープログラム
は非常に成功しておりまして，これは九州大学
初のダブル・ディグリープログラムでございま
す．優秀な学生が九大に来て，ゼミの中でほか
の学生に非常に刺激を与えることができて，皆
さん，日本人学生とか，来られるそういう留学
生さんたち，非常に勉強の意欲が高まることに
なりました．
2009年には中国国家建設高水平というプログ
ラムがございまして，これも，特別入試を導入
しております．
2009年には中国国家建設高水平というプログ
ラムがございまして，これも，特別入試を導入
しております．
経済の場合は，大学院国際コースは2010年か
らスタートしております．これは G30ですね．
これは学部コースじゃなくて，大学院のコース
でございます．これも非常に成功しておりまし
て，毎年申請者が増加しております．倍率が結
構高くて，数十名くらい取っております．

NTU―台湾国立大学との交換留学プログラム
は2016年からスタートしております．これは，
毎年２名ずつお互い派遣することになっており
ます．これは非常に人気でございまして，九大
から台湾大学に派遣する場合は奨学金も提供し
ておりますし，台湾国立大学も，そもそも日本
に近いので非常に学生には人気のプログラムと
なっております．
さらに，2018年に学部の国際コース（GProE:

グローバル・ディプロマプログラム）をつくる
ことになり，スタートしました．このコースを
つくるために我々は非常に時間をかけて，いろ
いろ議論とか検討をしておりました．一応私も
意見を出させていただいておりまして，ぜひと
もインバウンドの学生とアウトバウンドの学生
とを混在して勉強させてほしいという意見は採
用していただいて，このプログラムの一つの特
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徴になっております．
このコースは，２年生からスタートします．

１年生は皆さん基幹教育で，いろんなこと，基
礎的なものを勉強していただいて，この中で優
秀な学生を選抜して，さらに英語能力が高い学
生を受け入れております．今年，第３期の学生
が決まっておりました．
もう一つ，これは留学が必要となっておりま

す．短期留学と半年以上の長期留学は必須と
なっております．今コロナという状況で，なか
なか難しいときになっております．
我々がやっていることは，制度上はいろいろ

改革をして，新しい入試制度を導入したり，あ
るいは新しいプログラムをつくったりして努力
しておりますけれども，やはり学生を受け入れ
るために，細かく丁寧にいろんなサービスを提
供しないといけないということが非常に大事な
ことでございまして，特にプロモーション活動
は非常に重要でございます．我々は毎年，北京
あるいは上海に，特に私の場合は結構中国に
行って，プロモーション活動を行ってきており
ます．

さらにもう一つの特徴は DD（ダブル・ディ
グリープログラム）とQBSの交換留学生を受け
入れるプログラムなんですけれども，必ず毎年，
中国現地に行って面接を行うことになっており
ます．QBSの場合は，中国の大連に行っており
ます．我々DDの場合は北京に行っております．
さらに，学生と指導教員のマッチングも非常

に重要でございまして，我々かなり丁寧にサポー
トをしております．経済の場合はそういうルー
ルがございます．選定プロセスにルールを設け

て，非常に丁寧にそういうサービスを提供して
おります．
先ほどいろんなお話の中に奨学金の話もあり

ました．留学生にとっては非常に奨学金が重要
です．優秀な留学生を受け入れるために非常に
これは重要でございます．我々はいろんな奨学
金の情報を提供させていただいておりますし，
さらにDDとQBSのプログラムについては，事
前に JASSOの奨学金を我々は申請しておりま
す．毎年少しずつその枠が今減っているんです
けれども，大体２名の学生が奨学金を受け入れ
ることができるという状況になっております．
もちろんも日本に来る前と来た後，我々は非常
に丁寧ないろんな質問，悩みなどの相談に乗っ
てあげております．
さらに，私の留学生担当教員としての仕事な
んですけれども，留学生さんたちが日本に来ら
れたら，いろんな国際交流活動を企画しており
ます．例えばスタディトリップスですね．九州
の長崎とか熊本など旅行に行ったりして，いろ
んなパーティーをやっておりますね．料理パー
ティーとか歓迎会，送別会，それはもちろんで
すが，懇談会，ランチ会，あるいは執行部の先
生方を呼んで，その学生さんたちと直接対面で
会話するというチャンスも設けております．
さらに，経済には一つ，学習サポートできる
お部屋がございます．これは SQAというお部屋
です．これは留学生のみじゃなくて，全ての学
生に開放しております．もちろん留学生も，も
し何か勉強の面で悩み相談がございましたら，
そのお部屋に行くといろいろ相談に乗ってくれ
るんです．
さらに，私としてはいろいろ，英語コーナー，
日本語コーナーもやっております．あるいはソ
フトウエアのサポートもしております．
特に，Here2Talkというのは，去年コロナに
なった後，５月に新しく開設したオンライン窓
口ですね．留学生さんたち，こういう状況になっ
て，どこに相談すればいいか非常に困っている
と考えまして，新しくそういう窓口も開設して
おります．
経済学部の場合は基本的に国際コースが，工
学部と農学部とは違っていて，そういう英語の
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授業は少ないんですけれども，大学院の場合は，
新しい学生さんたちが来られたら，日本語がで
きない学生が最近増えてきております．教員た
ちも既に10年前から，英語で授業をする，ある
いは指導のとき英語で対応をする先生方がほと
んどでございます．最初10年前は特に若い先生
たち，慣れなかった先生は多いんですけれども，
今はほとんどの先生方は英語で対応できており
ます．
もう一つ，私の考えなんですけれども，広報
も非常に重要でございます．ホームページが，
経済の場合は，国際交流のホームページを新し
く作っております．ここをクリックしたら，こ
ういう「留学・国際交流インフォメーション」
というページがございます．ここはお知らせで，
ここは「海外から九州大学へ」「九州大学から海
外へ」，いろんな情報を発信しております．特に
入試関係ですね．ここに全て載せておりますの
で，非常に重要なツールでございます．

DDの場合は，基本的に最大２年間日本に滞
在することが可能となっておりますけれども，
大体の学生は１年間勉強して，全ての単位をそ
ろえて帰国します．その後も先生が継続して指
導を行うなど，かなり手厚く我々は教育，サー
ビスを提供しております．

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 5

Double Degree Program

少し御紹介なんですけれども，DDプログラ
ムは，受入れだけじゃなくて双方です．派遣も
ございます．派遣のほうがやっぱり課題がござ
います．最近ようやく１名派遣ができておりま
す．

この DDプログラムを通して，国際交流活動
の活性化を促進することができたということは，
私は非常にうれしいことではないかなと思いま
す．そのDDのプログラムを通して，我々がやっ
ていることは，プロモーションとか，毎年先方
の先生方といろいろディスカッションですね，
DDだけじゃなくて国際交流の話もたくさんし
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九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 8

✓ Promotion
✓ Discussion
✓ Special lectures
✓ Academic exchanges
✓ Alumni Meetings

International exchanges through the DD program
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ております．さらにいろいろ，特別講演会とか
教員同士の研究交流も行ってきております．さ
らに，私は結構北京あるいは上海でいろいろ同
窓会もやっております．

いろいろな写真を載せておりますけれども，
これはプロモーションの活動，大体毎年，研究
院長をはじめ，執行部の先生，副研究院長を除
いて，皆さん，私と一緒に人民大学に行ってお
ります．いろいろディスカッションをしており
ます．

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

Promotions  

21 December 2009 3 November 2016

In Renmin University of China

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

Discussion 䠄2010䞉2012䠅

26 April 2010 19 April 2012

In Renmin University of China

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

Discussion 䠄2014䞉2016䠅

18 April 2014 19 April 2016

In Renmin University of China

これは，経済学部90周年のとき，先方の楊院
長をお呼びして，特別講演をしていただいてお
ります．

我々の教員も派遣することになっておりまし
て，こちらの堀井先生は中国語ができるので，
直接中国語で講義をされました．こちら，川波
先生には英語で講義をしていただきました．

教員同士の研究交流も毎年やっております．
これは人民大学でやっています．これは九大で
やっております．

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

Special Lectures  

䝔ー䝬䠖
䛂୰国⤒῭䛾⌧≧䛸⾜᪉ー㈤㔠ᵓ㐀ኚ໬䛾どⅬ䛛䜙䛃

ㅮᖌ䠖୰国ேẸ大学⤒῭学㝔䞉㝔㛗
᳿⍞㱟ᩍᤵ

᪥᫬䠖䠎䠌䠍䠐ᖺ䠒᭶䠎䠌᪥䠄㔠䠅䠍䠏᫬ࠥ䠍䠐᫬༙
ሙᡤ䠖⟽ᓮᩥ⣔ᆅ༊ 大ㅮ⩏ᐊ
ゝㄒ䠖୰国ㄒ 䠄ඈ㏻ヂ䠅

Celebrating the 90th Anniversary 
of the Faculty of Economics

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 14

International exchanges through the DD program

题┠䠖᪥ᮏ经济೵⁫ⓗ⫼ᬒ䠖
ไ㐀业大国ⓗ㝢㜴࿴➨୕产业໬ⓗኻ败

₇讲ே䠖ᇼ஭ఙᾈ༤ኈ
᪥ᮏ九州大学经济学㒊๪ᩍᤵ

ᆅⅬ䠖᫂ᚫἲ学ᴥ0402ᩍᐊ
时间䠖2011ᖺ3᭶15᪥䠄࿘஧䠅 ୗ༗2:00-3:30

Lecture on March. 4. 2016
“Economic Growth in East Asia and Japan: 
Growth Linkage and the Business Cycle”
Prof. Kawanami, Faculty of Economics 
Kyushu University

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

Academic exchanges 

March 2015, RUC 17 March 2017, KYU
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これは同窓会ですね．こちらは上海，北京で，
毎年同窓会をやっております．やはり学生が卒
業してから本当にどういうふうに活躍されるの
か，我々としては知りたいし，学生たちのそう
いう元気な姿を見て非常にうれしく，毎年楽し
くそういうイベントをやっております．

経済の国際コースは，まず，大学院の国際コー
スが設立されておりまして ...

これは2010年，さっきお話ししたんですけれ
ども，G30プログラムが立ち上がっておりまし

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

17

International exchanges through the DD program
（Alumni meeting in Shanghai and Beijing）

12

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 18

International graduate Program

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

The [first] International Graduate Program in Economics (IGPE) was established in
2010 as a MEXT G30 graduate program of Kyushu University. In 2017, this program
was subdivided into two programs: The International Program in Public Economics
(IPPE) and the Global Business Science Program (GBSP). Then in 2018, the
Graduate School of Economics expanded its (English-taught) international graduate
programs. These programs were extended and reorganized into the following three
programs.

• The International Program in Public Economics (IPPE)
• The International Program in Financial and Business 

Economics (IPFBE)
• The International Program in Management and 

Accounting (IPMA)

19

International Graduate Programs

て，これは……．
（江口）儲先生，すみません．ちょっと時間が押
していますので，まとめに入っていただきませ
んでしょうか．
（儲）分かりました．

これは大学院の国際コースで，これはNTUと
の交流ですね．

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 21

Student exchange program with NTU
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学部の国際コースはGProEコースですけれど
も，さっきもお話ししております．定員は10名
になっておりますが，今年２名ほどオーバーし
ています． 

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

Student Exchange Program with NTU

22

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 23

International Undergraduate Program

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007
24

その中で留学生と日本人学生，混在して一緒
に勉強することは非常に有意義なことではない
かなと考えております．

これは，QBSも中国のいろんなところに行っ
て，交流活動，学生を積極的に受け入れており
ます．タイとかフィリピンなど東南アジアから
も受け入れております．

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007

GProE: Global Diploma Program in Economics

Launched: April 2018
Special Undergraduate Program in Faculty of 

Economics to facilitate our graduates more fitted to 
globalized economy

10 Japanese and Foreign students, out of 240 of all 
our faculty’s students, will be selected at the end of 
their first academic year, start their special course at 
their second year and get special certificate when 
they graduate.

25

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 26

北京： 北京大学と中国人民大学： 九大提携先

華中： 上海、南京、杭州
上海：上海交通大学： 大学間協定
南京の南京大学と杭州の浙江大学： 大学間協定
武漢の華中科技大学： 大学間協定

㡑国䠖 KAIST䠖 九大ᥦᦠඛ 大学㛫༠ᐃ

タイ： チュラロンコン大学とタマサート大学： 大学間協定

台湾： 台湾政治大： 部局間協定

フィリピン： アテネオデマニラ大学： 大学間協定

Efforts by QBS

： 吉林大学： 大学間協定東北三省： 大連、瀋陽、長春
大連： 大連理工大学、東北財経大学： 部局間協定
瀋陽： 東北大学： 部局間協定、長春

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 27

Challenges and Future
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将来としては，私がスライドを作るとき，な
かなか図を描きにくいところがございまして，
もうちょっと多様性があったほうがいいかなと
思います．アメリカあるいはオーストラリア，
ヨーロッパの学生が来てほしいと思います．中
国人の学生が非常に多いですね．ほかの国の学
生が非常に少ないという現状なので，これは今
後の課題として考えたいと思います．
あとは，日本人学生と留学生との交流ですね．
一緒に交じって本当の国際交流をやりたいと思
いますし，留学生だけじゃなくて，できれば日
本人学生もたくさん今後，大学院，特に博士課
程に入っていただきたいと私は個人的に考えて
おります．

以上です．どうもご清聴ありがとうございま
した．
（江口）儲先生，ありがとうございました．

九州大学UI䝥䝻ジ䜵䜽䝖 Kyudai Taro,2007 28

¾ Recruit more diverse students
¾ Promote international exchanges 

between international and Japanese 
students 

¾ Attract more students to join graduate 
courses

Challenges and future



─ 89 ─

（木村）よろしくお願いいたします．教育学部の
木村と申します．
私の方からは，「教育学部の海外高大連携と国
際入試」というタイトルで発表させていただき
ます．

まず，九州大学教育学部の紹介をさせていた

教育学部の海外高大連携と国際入試

H30年度NEEP「アジア研究拠点の展開に資するアジア各国における留学生獲
得拠点の形成」の成果報告

九州大学大学院人間環境学研究院（教育学部）

准教授 木村拓也

九州大学webinar100「アジアからの高大接続」
2021年3月15日

九州大学における国際アドミッションの現状と課題

九州大学教育学部

1949年に学部ㄌ生
教ဨ㣴成学部の教育学研究⪅㣴成

2௦┠教育学部㛗ᖹሯ┈ᚨඛ生

(1960年日ᮏ人ึの䝴䝛䝇䝁ᮏ部教育ᒁ)
ẚ㍑教育ᩥ໬研究᪋タ(1955-1996)
(䝻ッ䜽䝣䜵䝷䞊㈈ᅋのᐤ௜に䜘䛳䛶タ❧)
ẚ㍑教育学のఏ⤫

(海外の教育஦᝟に⢭㏻)

ミッション䛿䚸教育学研

究⪅の育成と高度教育

ᑓ㛛⫋の育成

≉に䚸䜾䝻䞊䝞䝹人ᮦ

の育成にᐃホの䛒る学部

ᖹሯ┈ᚨඛ生

ẚ㍑教育ᩥ໬研究᪋タୡ⏺の大学入試
(1986)

だきます．1949年に誕生した比較的若い学部で
ございます．教員養成学部で教える教育学研究
者養成を目的につくられた学部であります．２
代目教育学部長である平塚益徳先生は，1960年
に日本人初のユネスコ本部教育局長をお務めに
なりました．また，1955年にはロックフェラー
財団の寄附により，比較教育文化研究施設を設
立，海外の教育事情に明るい学部として昔から
知られております．ミッションは，教育学研究
者の養成と高度教育専門職の育成であり，特に，
グローバル人材の育成に定評のある学部であり
ます．

教育学部では，平成30年に九州大学内の競争
的資金であります NEEPに採択されまして，教
育学部，共創学部，文学部，アドミッションセ
ンターと共同いたしまして，「アジアの研究拠点
の展開に資するアジア各国における留学生獲得
拠点の形成」というプロジェクトを推進してま
いりました．2018年度の７月にはタイ，８月に
は中国深セン，11月にはベトナム，11月には中
国上海・深セン，３月には中国上海・南京，３
月にはタイに，2019年度の７月にはタイ・ベト
ナム，９月には中国北京，10月にはモンゴル，
10月には中国上海・南京，11月には韓国，12月
にはマレーシアを訪問しました．中止となりま
したが，２月には，タイ・ベトナム，２月には
中国上海南京，３月には中国北京に行く予定で

ᖹ成30年度教育の㉁ྥୖᨭ᥼䝥䝻䜾䝷䝮᥇ᢥ

九大ෆの➇தⓗ資㔠

(Next Education Enhanced Program䠖NEEP)
教育学部䚸ඹ๰学部䚸ᩥ学部䚸アドミッション䝉ン䝍䞊

「アジア研究拠点の展開に資するアジア各国における留
学生獲得拠点の形成」(H30-R3年度)

H30年度 7月䝍䜲䚸8月୰国῝䝉ン䚸11月䝧䝖䝘䝮䚸11月
୰国ୖ海䞉῝䝉ン䚸3月୰国ୖ海䞉༡ி䚸3月䝍䜲

H31年度 7月䝍䜲䞉䝧䝖䝘䝮䚸9月୰国໭ி䚸10月䝰ン䝂䝹䚸
10月୰国ୖ海䞉༡ி䚸11月㡑国䚸12月䝬䝺䞊シア䚸2月
䝍䜲䞉䝧䝖䝘䝮(୰Ṇ) 䚸2月୰国ୖ海༡ி(୰Ṇ)䚸3月୰
国໭ி(୰Ṇ) 2年間䛷䚸7䜹国ィ12ᅇの海外Ώ⯟䛷ᘏ
䜉21の教育ᶵ㛵䜢ゼၥ

九州大学人間環境学研究院准教授　木　村　拓　也

教育学部

九州大学人間環境学研究院准教授　木村　拓也
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した．2018年と2019年の２年間で７か国計12回
の海外渡航を行い，延べ21の教育機関を訪問い
たしました．

今日，御参加いただいた教育機関の皆様の元
へも訪問させていただきました．写真は，日本
国際学校，AAJ，帝京マレーシア日本語学院，新
モンゴル学園を訪問させていただいたときの写
真でございます．帝京マレーシア日本語学院様
の方では，竹熊先生と私で模擬講義もさせてい
ただきました．

教育学部はこのように，NEEPを通しまして
海外高大連携を推進し，国際型入試の開発を
行ってまいりました．もともとＥＥＰという学
内プログラムで平成27年度から毎年，現在も続
いておりますが，国内版のリサーチトライアル
という高大連携事業を行っており，毎年，高校
生を80名から100名ほど毎年九州大学に招き，教
育学と教育心理学の講義を行っております．
そのノウハウを生かし，2016年度より，海外

リサーチトライアルを中国の上海，信男教育学
園様と共同で実施させていただいております．

アジア各国䜈のゼၥ

ᖇி䢋䢖䡬䡸䡭日ᮏㄒ学院䛷䛿䚸大学のᶍᨃㅮ⩏䜒ᐇ᪋H31/10/2᪂䝰ン䝂䝹学ᅬ

H31/12/9 AAJ H31/12/9ᖇி䢋䢖䡬䡸䡭日ᮏㄒ学院H30/10/31 日ᮏ国際学ᰯ

国際ᆺ入試開Ⓨ䜢ᛕ㢌にお䛔䛯海外高大連携஦ᴗ
(海外䝸䝃䞊䝏䝖䝷䜲ア䝹)の試⾜

ୖ海䛷のᐇ
᪋ᡴ䛱ྜ䜟
䛫䚸ୖ海䛷の
試⾜(1ᅇ┠)

ୖ海䛷のᐇ
᪋(2ᅇ┠)

ୖ海䛷のᐇ
᪋(3ᅇ┠)䚸䝍
䜲(1ᅇ┠)䛷
のᐇ᪋

ୖ海䛷の試
⾜(4ᅇ┠:୰
Ṇ)䚸䝍䜲(2ᅇ
┠)䛷のᐇ᪋

௒ᚋ䚸アジア
各国䛷展開

⚾㈝留学生䚸ᖐ国生ᚐ入試䜢ᨵ㠉䛧䚸᪂「国際ᆺ入試」の開Ⓨ
国ෆ∧䝸䝃䞊䝏䝖䝷䜲ア䝹のᐇ⦼䞉䝜䜴䝝䜴䜢ά⏝䛧䛯
海外∧䝸䝃䞊䝏䝖䝷䜲ア䝹の試⾜
→௚学部に䜒ཧຍ䜢䜘䜃かけ䛶
඲学展開䜢ᅗる䛺䛹䚸ᮏ஦ᴗの
䝜䜴䝝䜴䜢඲学䛷ඹ᭷໬
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H27年度教育の㉁ྥୖᨭ᥼
䝥䝻䜾䝷䝮（䠡䠡䠬）᥇ᢥ஦ᴗ

H27年度௨㝆
国ෆ∧ᐇ᪋

H28年度

H29年度

H30年度

R1年度

R2年度

福岡は上海と近く，東京に行くのと変わらない
距離であるというのも要因になっております．
また，2018年度からは，少し形は変えておりま
すが，学生主体でタイでも実施しております．
こうした取組を他学部にもお声がけをさせて
いただきながら，九大版の海外高大連携活動を
続けさせていただければと思っております．ま
た，ほかのアジア各国でも同様に行うことがで
きればと思っております．
こうした流れで，私費留学生，帰国生徒入試
を改革し，新「国際型入試」の開発を行い，平
成31年度入試から実施をしております．

次のスライドでは，リサーチトライアルの様
子が写っておるかと思います．共創学部の先生
や文学部，経済学部，法学部，医学部医学科の
先生などにも御協力いただきました．今日，御
講演くださった李先生，先ほど講演いただきま
した儲先生にも一緒に御同行いただきました．
信男教育学園様のほうの講演でも，御案内があ
りましたように，医学部医学科の先生は血圧測
定の実習をしてくださり，また医学の研究も話
してくださいました．また，修了証等も生徒に
１枚１枚発行させていただいております．
海外の高校生を対象に，主体的・協働的に探
求する，「研究型の学び」を体験するということ
で，講義と演習を組み合わせ，九州大学の各研
究領域の講義を受けた後，同じ先生によって，
グループ演習（ゼミ体験）で学ぶことを行なっ
ております．こうした取り組みは，（1）「海外版
高大連携事業の提案」，（2）「国際型入試のため
のパイロットケース」．このことが優秀な留学生
の獲得につながります．（3） 「アジア圏における

留学生のための「リサーチトライアル」 in 海外

海外の高校生を対象に、主体的・協働的

に探求する、「研究型の学び」を体験する

講義+演習

九州大学の各研究領域の講義・演習

→ㅮ⩏ᚋ䚸䜾䝹䞊䝥₇⩦(䝊ミయ㦂)䛷学䜆
⑴「海外版高大連携事業の提案」
⑵「国際型入試のためのパイロット
ケース」→優秀な留学生の獲得
⑶ 「アジア圏における九大全体の
プレゼンスの向上」

H28 教育学部
H29 教育学部䚸ඹ๰学部
H30 教育学部䚸ඹ๰学部䚸ᩥ学部䚸
ἲ学部䚸⤒῭学部䚸་学部་学⛉
R1教育学部䚸ඹ๰学部䚸ᩥ学部䚸
⤒῭学部䚸་学部་学⛉䚸シ䝇䝔䝮
᝟報(୰Ṇ)

日ᮏの高大連携䞉高大接続の㍺ฟ

ඹ๰学部教ဨに䜘る⛉学ᐇ㦂ㅮ⩏

་学に㛵するᐇ⩦ㅮ⩏
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九大全体のプレゼンスの向上」 を目指して行っ
ております．

そうした結果，九州大学に進学したいと思っ
た生徒が多数に上り，また，海外での出前講義
は珍しいため，現地の生徒にとって，単なる大
学説明ではない，かなり貴重な機会になったの
ではないかと思われます．

また，2018年11月27日と29日には，上海と深
圳で，私が他大学の大学入試関係者にお声がけ
をさせていただきまして，８大学合同の大学説
明会も，海外で，信男教育学園様の御協力の下，
行わせていただきました．
また，深圳第３高校の開校式や，柳川高校附

属タイ中学校の第１回卒業式にも出席をさせて
いただきました．こうして様々な学校様と関係
を深めさせていただいているところでございま
す．

H28年度海外䝸䝃䞊䝏䝖䝷䜲ア䝹の成果

Q.九州大学に㐍学䛧䛯䛔とᛮ䛔䜎䛧䛯か䠛
「か䛺䜚ᛮ䛳䛯」+「䜎䛒䜎䛒ᛮ䛳䛯」=86.0%
海外䛷のฟ๓ㅮ⩏䛿⌋䛧䛔䛯䜑䚸日ᮏの大学のㅮ⩏䜢┤
接⪺けるᶵ఍䛿学生䛯䛱にと䛳䛶か䛺䜚㈗㔜䛺ᶵ఍

開ᰯᘧ䜔༞ᴗᘧ䜈のཧຍ

䛒

九州大学䚸ᮾ໭大学䚸ྡྂᒇ大学䚸
ྡྂᒇᕤᴗ大学䚸ᗈᓥ大学䚸⟃Ἴ大学
大㜰ᕷ❧大䚸九州⏘ᴗ大学䛷のྜྠ
大学ㄝ᫂఍の開ദ
(H30/11/27䠖ୖ海䚸11/29:῝䝉ン)

H30/8/24
῝䝉ン➨䠏高ᰯ
日ᮏྡᰯ⌜開ᰯᘧฟᖍ

H31/3/30 ᰗᕝ高ᰯ
㝃ᒓ䝍䜲୰学ᰯ➨1ᅇ
༞ᴗᘧฟᖍ

῝䝉ン䛷のㅮ₇

また，こうした NEEPの成果といたしまして
は，2019年及び2020年に３校と三つの教育機関
あるいは人材育成機関と協定を結ばせていただ
いているところでございます．事務所の設置や
看板の設置のみならず，高大連携プログラム，
これは遠隔も含んでおりますし，学生の交流，
学術交流活動の実施などを行わせていただいて
おります．

COVID－19の下では，オンラインで日本語カ
リキュラム，先ほど柳川クラスの御紹介がござ
いましたが，そうしたものの設計を共にさせて
いただいたり，オンラインでモンゴルのほうか
らはインターンシップを実施いただいて，学生
に非常に好評でございました．

このように，九州大学教育学部では，海外の
教育機関とMOUを締結することにより，四つ
のことを行っております．一つは，海外リサー
チトライアルの実施，このことにより九州大学
の研究を知ってもらう機会をつくっております．
二つ目は，九州大学教育学部の学生が海外で

フィールドワーク，これは短期留学になるんで
すが，そういったものをしたり，インターンシッ

九州大学教育学部海外高大接続教育
研究拠点MOUㄪ༳ᘧ

学ᰯἲ人 学ᰯἲ人 䝰ン䝂䝹日ᮏ人ᮦ開Ⓨ䝉ン䝍䞊

ಙ⏨教育学ᅬ（୰国) ᰗၟ学ᅬ（ᰗᕝ高➼学ᰯ䞉

ୖ海ᩥ᮶高ᰯ䚸῝䝉ン➨3高ᰯ ᰗᕝ高➼学ᰯ㝃ᒓ䝍䜲୰学ᰯ)

2019年1月7日 2020年1月7日
஦ົᡤのタ⨨䚸┳ᯈのタ⨨䚸高大連携䝥䝻䜾䝷䝮（㐲㝸䜢ྵ䜐）
のᐇ᪋䚸学生の஺ὶ䚸学⾡஺ὶάືのᐇ᪋䛺䛹
Covid-19ୗ䛷䛿䚸䜸ン䝷䜲ン䛷日ᮏㄒ䜹䝸䜻䝳䝷䝮のタィ䜢ᐇ᪋
(䝍䜲)䚸䜸ン䝷䜲ン䛷䜲ン䝍䞊ンシッ䝥䜢ᐇ᪋(䝰ン䝂䝹)

九州大学教育学部
海外高大接続教育研究拠点のタ⨨

1. ඲学ⓗ䛺海外高大連携䝥䝻䜾䝷䝮（海外䢔䡷䡬䡽䢀䢓䡮䡭䢕）
䜢ᮏ᱁ⓗにᐇ᪋する䚹→海外䛷九州大学の研究䜢
▱䛳䛶䜒ら䛖

2. 九州大学教育学部の「Overseas fieldwork I䚸II」（海外
䢈䡤䡬䢕䢀䢚䢘䡬䡴₇⩦:7Ἡ8日）䚸 「Overseas Internship I䚸
II」（海外䡮䢙䡼䡬䢙䡸䡫䢈䢛₇⩦）[Oversea Coursework]（海
外ㄒ学研ಟ）䜢ᐇ᪋䛧䚸教育学部生海外の༠ᐃᰯ䜢ὴ
㐵→海外䛷ά㌍䛷䛝る䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢕教育人ᮦ䜢育成

3. 「学ᰯ䡮䢙䡼䡬䢙䡸䡫䢈䢛」䜢ᐇ᪋䛧䚸඲学の教⫋課⛬の学生
䜢現ᆅの༠ᐃᰯにὴ㐵する䚹→≉ᚩ䛒る九大䛺ら䛷䛿
の国際໬にᑐᛂ䛧䛯教ဨ㣴成䜢ᐇ᪋

4. 海外における高大連携䞉高大接続䜢研究する䚹
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プをしたり，語学研修したり，そうしたことを
当該地域の教育機関の皆様と協力させていただ
きながら，私たちの人材育成目標である当該地
域の教育の専門家や研究者を養成するといった
ことにつなげております．また，こうした事業
について，海外の教育機関の皆様と連携して
行っていきたいと考えております．
三つ目は，教職課程に学校インターンシップ
を導入したのですが，文部科学省に平成31年の
再課程認定の関係を問い合わせたところ，海外
協定校に派遣してもよいということで，これは
文部科学省の再課程認定のQ＆ Aにもしっかり
書き込まれていることではございますが，国際
化に対応した高校教員を養成するということに
おいても，取組は意味があるものだと思ってお
ります．
最後に，私たちが今まさに取り組んでいるこ
うした取組，海外との高大連携・高大接続を研
究するといったことを行っております．

次のスライドは，海外フィールドワークでの
学生と日本式学校の生徒の皆さんの交流の様子
です．授業をお借りして，学生が考えた授業を
行ったり，かなり学生も本気で取り組み，いい
経験をさせていただいているところでございま
す．こうして教育の高度専門職を目指す学生が，
現地の学生とじかに触れ合うということがとて
も意義のあることであると考えております．こ
うした教育研究交流を通して，本学教育学部の
教育と研究が，関係された学校の先生方のご協
力のもと，進んでいると実感しております．

海外䝣䜱䞊䝹ド䝽䞊䜽䛷の学生と日ᮏᘧ学ᰯとの஺ὶ

海外の日ᮏᘧ学ᰯ䜢ゼၥ䛧䚸授ᴗ䜢ᐇ᪋する⤒㦂䜒䚹

このように，九州大学教育学部が目指すのは，
海外高大連携活動，これは学生交流も含みます
が，その結果として，海外高大接続，留学生が
来ていただけるということにつながるというス
キームをつくったところであります．お互いに
ウィン・ウィンの関係を構築することが何より
大事だと思っております．
アジアの日本式学校様からは，生徒に進学い
ただき，そのために必要な海外リサーチトライ
アル，大学説明会，日本語教育・日本式教育の
共同実施，共同研究などを行います．また，九
州大学教育学部からは学生の教育，海外フィー
ルドワーク，インターンシップ，コースワーク，
学校インターンシップなどで御協力をいただく
という循環する形になります．大学における国
際コースの設置を契機に互いに教育を補い合う，
よい循環の形成ができればというふうに思って
おります．
実際，右にある写真は，私の研究室の学生が
タイにフィールドワークに伺った際に，現地の
教育機関の御家庭にホームステイをさせていた
だいたときの写真ですが，この生徒さんたちに
とっても，将来的に九州大学に入学すれば，先
輩になる人につながっていくということになり
ます．こうした人と人とのつながりが生まれて
いるということでございます．

海外高大連携άື(学生஺ὶ䜢ྵ䜐)の⤖果と
䛧䛶䚸海外高大接続(留学生獲得)に⧅䛜る

大学における国際䝁䞊䝇のタ⨨䜢ዎᶵに䚸஫
䛔に䚸教育䜢⿵䛔ྜ䛖䚸Ⰻ䛔ᚠ環の形成

アジアの

日ᮏᘧ学ᰯ

九州大学
教育学部

生ᚐの㐍学

学生の教育

䝍䜲䛷の䝩䞊䝮䝇䝔䜲
䛷のᵝᏊ(ඛ㍮と⧅䛜る）

海外䢈䡤䡬䢕䢀䢚䢘䡬䡴䚸海外䡮䢙䡼䡬䢙䡸䡫䢈䢛䚸
海外䡶䡬䡹䢘䡬䡴䚸学ᰯ䡮䢙䡼䡬䢙䡸䡫䢈䢛

海外䝸䝃䞊䝏䝖䝷䜲ア䝹䚸大学ㄝ᫂఍䚸
日ᮏㄒ教育/日ᮏᘧ教育のඹྠᐇ᪋
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教育学部

また，日本にいながらも，例えばタイの中学
生と教育学部の学生が１枚１枚はがきを書いて
文通をしたり，オンラインで授業に参加させて
いただいたり，また，実際，留学生がたくさん
来ていらっしゃる柳川まで出かけて，柳川高校
の国際科にお邪魔しまして，学生が授業を見学
したり，行ったり，参加したり，様々な連携を
協定に基づき実施させていただいております．

最後に，入試制度になりますが，教育学部で
は，2019年新入生から国際コースを導入してお
ります．2019年度入試から帰国生徒入試，私費
留学生入試を統合して，国際入試を開始させて
いただきました．定員は１学年47名の小規模な
部局ではございますが，そのうち３名でござい
ます．受験資格は帰国生徒，私費留学生，一般
全てでございまして，このようにすることによ
り，日本の高校を卒業した留学生にも漏れなく
門戸が開かれることになろうかと思います．
2020年度入試は倍率４倍でございました．

2021年度入試は完全オンラインで実施をさせて
いただきました．近年，国費留学の学生も含ま
れますが，タイ，中国，韓国，ベトナム，台湾

教育学部の学生と
海外生ᚐとの஺ὶ
ྑୖ䠖䝍䜲の生ᚐとのᩥ㏻

ྑୗ䠖䝍䜲との䝇䜹䜲䝥授ᴗ

ୗ୰ኸ:䝍䜲䛷の日ᮏㄒ授ᴗ䜈のཧຍ
ᕥୗ䠖ᰗᕝ高➼学ᰯ国際⛉䛷の

九大生との஺ὶ

教育学部国際入試䚸国際䝁䞊䝇のᑟ入

2019年度入試からᖐ国生ᚐ入
試䚸⚾㈝留学生入試䜢⤫ྜ䛧
䛶䚸国際入試(ᐃဨ3ྡ/1学年
47人)䜢開ጞ䚹

2019年᪂入生から国際䝁䞊䝇
ᑟ入

ཷ㦂資᱁䛿䚸ᖐ国生ᚐ䚸⚾㈝留
学生䚸୍⯡඲䛶䚹

2020年度入試䛿ಸ⋡4ಸ
2021年度入試䛿䚸䜸ン䝷䜲ン䛷
ᐇ᪋(1ḟ᭩㢮ᑂᰝ䚸2ḟ㠃接)

㏆年䚸䝍䜲䚸୰国䚸㡑国䚸䝧䝖䝘
䝮䚸ྎ‴から入学

から入学いただいております．
私からの教育学部の紹介は以上になります．

御清聴ありがとうございました．

（江口）木村先生，ありがとうございました．
以上をもちまして，第３部を終了させていた

だきます．
なお，本日の内容につきまして質問などあり

ましたら，チャットのほうに参加者アンケート
のURLを掲載しております．こちらは終了しま
したらすぐ閉じてしまいますので，質問などあ
りましたら，先にURLのほうに進んでいただけ
ればと思います．

 

䛤㟼⫈䚸
ㄔに䛒䜚䛜と䛖䛤䛦䛔䜎䛧䛯䚹
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（江口）それでは，最後に九州大学工学研究院の
渡邊公一郎先生より，閉会の挨拶をいただきた
いと思います．渡邊先生，お願いいたします．

（渡邊）渡邊です．今日は，いろんな話をとても
興味深く聞かせていただきました．ちょっと時
間が押しているので，話をする時間があるかど
うか分かりませんけれども，少しだけ私が関わっ
てきた工学系の高等教育支援の話をさせていた
だいてよろしいでしょうか．
今日のお話をまとめるというようなことでは
ないんですけれども，今日，松村先生が，工学
系の学士課程の国際プログラムのお話をされま
したが，随分昔，私もこのプログラムの立ち上
げに関わっていました．そして，当時はプロモー
ションが必要ということで，ASEANのインドネ

国際教育と国際パートナーシップ作り
―アセアンにおける工学系高等教育支援の例―

九州大学大学院工学研究院教授 渡邊公一郎

シアやタイの高校を訪問しながら，九大の国際
プログラムの紹介をしてきたという経験があり
ます．また，その後に九州大学は文科省のスー
パーグローバル大学創成事業を行ってきました
が，この中で九州大学の教育の国際化，そして，
昨年までですけれども６年間，留学生のセンター
長として留学生受入れに関する課題などに直面
してきました．
工学教育の国際プログラムに関わった経験か

ら，日本式教育プログラムの ASEANにおける
現状を少しだけ話させてください．

JICAの ASEAN工学系高等教育プログラム，
これに20年ほど前から関わってきたんですけれ
ども，このプログラムというのはスタートは2001
年なんですが，フェーズ１が2003年，そして５
年ごとにフェーズをだんだんと拡大してきて，
現在フェーズ４になっています．この中で工学
系10分野の一つ，私の分野は Geological earth 

resource engineeringなんですけれども，これに
日本側の大学の代表として関わってきました．
ここでちょっとお話ししたいのは，国際教育
というのがいかに国際パートナーシップづくり
に貢献していくかという一つの例を示させてく
ださい．
この ASEANのプログラムというのは，工学
系10分野で，ASEAN，工学系のトップ大学26大
学，それから，日本側が14大学―九大も含んで

AUN/SEED-Net program 

2001
2003

2008 2013 2018

2007

2012

AJ-BCEP (School on the Move)

Int. Conf. on Earth Resources Tech.

2011
Asia Africa Mineral Res. Conf.

ASEAN countries : 26 leading institutions
Japan : 14 leading Japanese supporting univ.
(Kyushu, Kyoto, Waseda, Hokkaido, Tokyo, 
Tohoku, etc)

International Education 
Network on Earth Resources 
Engineering in ASEAN-Japan

Phase 1
(HI:UGM)

Phase 2
(HI:UGM)

Phase 3
(HI:UGM,CU,
USM)

国際教育と国際パートナーシップ作り

2019 LBE Cambodia

Phase 4

九州大学大学院工学研究院教授　渡　邊　公一郎

閉会の挨拶

九州大学大学院工学研究院教授　渡邊　公一郎
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九州大学 webinar100「アジアからの高大接続－国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育－」

おりますけれども，このプログラムに関わった
大学の成果としては，これは ASEAN側のこれ
らの大学の教員が主なんですが，修士あるいは
博士の学位を取った者が1,400名を超えていま
す．それから，ASEANと日本の大学，あるいは
日本の企業との共同研究というのが200件以上，
既に始まっておりますが，こういうプログラム
は，これは１分野ですけれども，いろんなもの
に派生していくというのが重要だと思っていま
す．

その一つ，LBEというのをちょっとだけ紹介
させてください．LBEというのは Laboratory-

Based Education，研究中心日本型工学教育と呼
んでおります．多くの開発途上国では，経済発
展につながる工学系人材育成を重点政策に挙げ
ていますけれども，厳しい財政状況であれば，
量的な拡充というのは，まず人社系を中心にス
タートするというのが現状であります．工学系
教員の質の担保，向上に必要な教員の育成，施
設機材の整備とか研究資金の確保が不十分，こ
ういうものが課題になっておりますけれども，
開発途上国では，実験あるいは実習機材の不足，
研究資金の不足等に起因した座学中心の教育が
行われているところが多いんですが，産業界と
してはやはり実践力，応用力のある人材の育成
が必要ということになっています．
質を伴った工学系人材の育成は，開発が進む
途上国で大きなニーズになっておりますけれど
も，JICAがこの LBEを取り入れた支援を行っ
ています．欧米とかでは，コースワークが中心
の教育を行っていますけれども，日本の工学系
の大学は研究室を活動単位とした研究重視の体

LBE (◊✲୰ᚰ᪥ᮏᆺ工学教育)と䛿ఱ䛛

* LBE : Laboratory-Based Education 

制を取っている．教授をトップに，博士課程を
修了したポスドク，大学院生，学部４年生，こ
ういったグループが一つの研究チームとなって
実践的な教育が行われていることが多いと言わ
れています．
この LBEにより，座学だけでは獲得できない
高い専門性，研究能力，問題解決能力を備えた
工学系人材が育成されています．この研究室内
では，教員が学生を指導するだけではなくて，
学生が教員の研究活動を手伝う，それから先輩
学生が後輩学生を指導する，同学年の学生で学
び合うといった関係が発生することによって，
学生のコミュニケーション能力，協調性，マネ
ジメント能力，リーダーシップを育成すること
ができます．こういう人材が社会でも高い評価
を得ています．

このような LBEのプログラムというのは，最
初にインドネシアのスラバヤ工科大学，マレー
シアのマレーシア日本国際工科院―MJIIT，２
年前からカンボジア工科大学で開始して，私も
関わっています．

䜹ン䝪䝆ア⋤国の⏘ᴗ㛤Ⓨの䛯䜑の工学教育◊✲
⬟ຊᙉ໬プ䝻䝆䜵䜽ト 䠄ᢏ⾡༠ຊ䠅

カンボジア工科大学（ITC）において研究室中心教育（LBE）
の導入、地方大学との協力体制の確立、産学連携強化を実施
することで、ITCがカンボジアの工学分野の拠点大学として
教育研究能力を強化し、もって対象大学において産業界のニ
ーズに対応した教育研究能力の向上に寄与する。

໪ద

◼ 研究室中心教育（LBE）を実施する能力形成

◼ 他大学のLBEに関する能力を支援する能力開発

◼ 産学連携促進

ϕϫζΥέφ੔Վ

༲಼ۂࣆ

ʴϕϫζΥέφؔغʵ2019೧4݆ʛ2024೧3݆ʤ5೧ؔʥ
ʴྙڢ૱ֻʵ༁3Աԃ
ʴϕϫζΥέφγ΢φʵΩϱϚζΠ工Ռ大学ʤϕόϱϘϱʥ
ʴྙڢ工学෾໼ʵ4学ՌʁుـΦϋϩάʖɾؽۂࢊփɾ

ஏݱࣁځʀஏ࣯工学ɾ৚ๅʀαϝϣωίʖεϥϱ工学
ʴνʖΰρφ大学ʵΩϱϚζΠ工Ռ大学(ITC)ɾηώ΢ϨΦϱ大学(SRU)ɾ

ώρνϱώϱ大学(BBU)ɾԨཱིϕόϱϘϱ大学(RUPP)

◼ ૬ڟ੔͠ΗΖLBEοʖϞ͹研究Ͷଲ͢ɼܙ಍教ҽ͕Γ;学ਫ਼ͶΓΕࢨ
దۜࣁΝ఑ڛɽ

◼ ֦LBEοʖϞ͹研究Ͷଲ͢ɼຌ๞大学͹ྙڢ教ҽ౵͗ݳஏͶͱ઒໵ద
எ͖ݡΔ௜ંࢨ಍Νࣰࢬɽ

◼ SRU͕Γ;BBU͹教ҽΝ಼ཻࠅ学ਫ਼ͳ͢ͱITCͶण೘ΗɼLBEΝ௪ͣͪ
研究೵ྙکԿΝࣰࢬɽ

◼ University-Industry Linkage (UIL)ΨϓΡηͳ࿊ࢊͪ͢ܠ学࿊کܠԿɽ
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これが目的，それからプロジェクトの成果を
示していますが，事業内容を簡単に紹介してい
ます．

これが実際の具体的な中身ですけれども，こ
の右側に図がありますけれども，LBEのイメー
ジを示したものです．

この LBEの基本的な活動を簡単にまとめます
と，先ほど言いましたけれども，こういうもの，
それから成果としては，卒論とか修論，日本で
は当たり前なんですけれども，こういったもの
の質的なものを向上するために，この LBEとい

ϓΥʖθ̏ʁΩϱϚζΠ工Ռ大学教ү೵ྙ޴৏ϕϫζΥέφ
ʤ2011೧ʛ2015೧ʥ

䛆༠ຊ工学ศ㔝䛇 3学⛉
㟁Ẽ䜶䝛䝹䜼ー䚸⏘ᴗᶵᲔ䚸ᆅ⌫㈨※䞉ᆅ㉁工学
䛆ᮏ㑥༠ຊ኱学䛇 ᮾ工኱䚸໭኱䚸஑኱䚸᪩✄⏣䚸ி኱䚸ᗈ኱䚸ྠᚿ♫
䛆プ䝻䝆䜵䜽ト┠ᶆ䛇
䜹ン䝪䝆ア工⛉኱学䠄ITC䠅のᑐ㇟䠏学⛉にお䛔䛶䚸䜘りᐇ㦂䞉ᐇ⩦に㔜
Ⅼ䜢⨨䛟䛣と䜢㏻䛨䛶学㒊教育の㉁䛜ᨵၿ䛩る䚹

◼ ᣦᑟ教ဨὴ㐵䠖 国ෆ支援኱学䞉༠ຊ教ဨ䛜䚸ᐃᮇⓗに⌧ᆅ䛷シ䝷䝞䝇
ᨵᐃ䜔ᐇ㦂ᡭᘬ᭩作ᡂ䛺䛹に䛴䛔䛶┤᥋ᣦᑟ䜢ᐇ᪋䚹

◼ ᮏ㑥◊ಟཷධ䠖 ẖᖺ国ෆ支援኱学に䛶⣙1䞄᭶㛫教育⬟ຊྥୖの䛯
䜑の◊ಟ䜢ᐇ᪋䚹

◼ ᶵᮦ౪୚䠖 ◊✲⎔ቃᩚഛの䛯䜑䚸↓ൾ㈨㔠༠ຊ䚸ᩥ໬↓ൾ༠ຊとྜ
䜟䛫䛶䚸教育⏝ᐇ㦂䞉ᐇ⩦ᶵᮦ䜢౪୚䚹

◊✲ᐊ୰ᚰ教育ᐇ㊶䜈のJICAの༠ຊ
䠄Laboratory-Based Education, LBE䠅

• LBE䛿䚸᪥ᮏの⌮工系ศ㔝の኱学䛷୍⯡ⓗに
⾜䜟䜜䛶䛔る䚸教ဨ䛜୺ᐓ䛩る◊✲ᐊにお䛔
䛶教育と◊✲䜢୍యⓗに⾜䛖教育のᙧែ䚹

• LBEᐇ㊶のᇶ┙䛿教ဨの᪥ᖖⓗ䛺◊✲άື䚹
教ဨの◊✲άືに༞◊⏕䞉኱学㝔⏕䛜ཧຍ
䛩るの䛷䛒䛳䛶䚸教ဨの◊✲άື䛿ᣢ⥆ⓗ䚹

䠄䝸ー䝎ー䛿༤ኈྕಖ᭷⪅䠅

7

©: JICA
©: JICA

©: JICA

◼ 教ဨ䛿䚸ᣦᑟ䛩る㝔⏕お䜘䜃༞◊⏕䜢

⮬䜙の◊✲䝏ー䝮䝯ン䝞ーと䛧䚸◊✲プ䝻

䝆䜵䜽トの୍㒊と䛺るᙺ๭䜢ศᢸ䛥䛫る䚹

䠄ὀ䠅Laboratory=Research Team 

᪥ᮏの኱学における教ဨྡ䜢ෙ䛧䛯䚽䚽◊✲ᐊ䠄䚽䚽䝷䝪䠅䛿䚽
䚽教ᤵ/෸教ᤵ䛜⋡䛔る◊✲䝏ー䝮䚹ᐇ㦂ᐊのྡ⛠䛷䛿䛺䛔䚹

◼ 教ဨ䛿䚸༞◊⏕䞉㝔⏕䛜ᚓ䛯◊✲ᡂᯝ䜢༞ᴗㄽᩥ䞉
ಟኈㄽᩥ䠄Thesis䠅䞉༤ኈㄽᩥ䠄Dissertation䠅と䛧䛶Ⓨ
⾲䛷䛝る䜘䛖ᣦᑟ䛩る䚹䛭の㐣⛬䛷学⏕とඹⴭㄽᩥ䚹8

LBEのᇶᮏⓗάື
©: JICA

うのは非常に貢献するということであります．
本当に簡単な紹介でしたけれども，本日のお

話というのはとても，私にとってもインフォー
マティブでありました．それから，ガルバドラッ
ハ先生は昔からの友人であり，大変古いお付き
合いであります．今日はどうもありがとうござ
いました．
高大接続のテーマだけではなくて，様々な日

本の大学における，留学生を受け入れる問題
等々が，今日は非常に有効に話されたと思いま
す．本当に講演者の皆さん，どうもありがとう
ございました．簡単ですけれども，これで終わ
ります．

（江口）渡邊先生，ありがとうございました．
以上をもちまして，九州大学 webinar100「ア

ジアからの高大接続―国際アドミッションにお
ける日本式教育と予備教育―」を終了させてい
ただきます．
皆様，最後まで御参加いただき誠にありがと

うございました．心より感謝申し上げます．

ご清聴、ありがとうございました。





アジアからの高大接続
令和3年3月15日(月)

ZOOM Webinarによる開催開催方法

-国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育-

九州大学webinar100 国際シンポジウム

14：00～18：00

14:00-14:05　開会の挨拶　河野　俊行（九州大学 理事・副学長）

第１部　国際アドミッションの課題と現状
14:05-14:45　講演

「一流研究大学の留学生獲得戦略としての国際ア
ドミッション-アジアからの高大接続における日本式教育、
予備教育(ファンデーションプログラム)の観点から」
竹熊　尚夫（九州大学人間環境学研究院 教授・教育学部長）
木村　拓也（九州大学人間環境学研究院 准教授）
中世古貴彦（九州産業大学基礎教育センター 講師）

14:45-14:55　休憩

第２部　アジアからの高大接続事例の紹介
14:55-15:10　新モンゴル学園（ᑠ୰㧗࣭㧗ᑓ࣭ᕤ⛉኱）[ モンゴル]

ジャンチブ・ガルバドラッハ 理事長
  　　      ガルバドラッハ・トゴス 専務理事

15:10-15:25　信男教育学園 [中国]
（上海文来高級中学校中日班、深セン第三高級中学校日本名校留学班）

魯　林 理事長

15:25-15:40　柳川高等学校附属タイ中学校、柳川高校国際科 [タイ]
　　 古賀　賢 柳商学園 理事長
　　　テムラック・チャオ 柳川高等学校附属タイ中学校 副理事長

15:40-15:55　日本国際学校 [ベトナム] ※英語による講演
　　  ダオ・スアン・ホック 理事長

15:55-16:10　マラヤ大学予備教育部日本留学特別コース [マレーシア]
         水野　俊夫 日本人教師団 団長
 　　　ジャミラ・モハマド AAJプログラムコーディネーター

16:10-16:25　帝京マレーシア日本語学院日本留学準備教育課程 [マレーシア]
大野　好弘 帝京マレーシア株式会社 取締役社長

16:25-16:35　休憩

第３部　九州大学における国際アドミッションの現状と課題
16:35-16:50　工  学  部　松村　　晶 （九州大学工学研究院 教授）
16:50-17:05　農  学  部　土居　克実（九州大学農学研究院 教授）
17:05-17:20　共創学部　李　暁　燕 （九州大学共創学部 准教授）
17:20-17:35　経済学部　儲　梅　芬 （九州大学経済研究院 講師）
17:35-17:50　教育学部　木村　拓也 （九州大学人間環境学研究院 准教授）

17:50-18:00　閉会の挨拶　渡邊公一郎 （九州大学工学研究院 教授）

江口　潔（九州大学人間環境学研究院 准教授）司 会▶

プログラム

主催：九州大学教育学部、大学院人間環境学研究院
共催：九州大学次世代型大学教育開発拠点（文部科学省教育関係共同利用拠点）、一般社団法人 大学アドミッション専門職協会

使用言語／

一部英語（通訳なし）

日本語



　海外との高大接続を設計していくとは如何なることなのか、こうした問いに、教育学は如何に応答していくべきなのか、本シンポジ
ウムの開催目的はまさにここにある。アジア各地から日本の大学に進学するルートは、一様ではない。高等学校を卒業後に来日する
ケースばかりでなく、高等学校を卒業し予備教育（ファンデーション・プログラム）を受けるケース、中学を卒業後に日本に留学し日本
の大学を目指すケース、国内外の高等専門学校を経由するケース、日本の高校に長期留学した上で日本の大学に進学するケースな
ど、アジアからの高大接続はモザイク状である。そのそれぞれに現状と課題があり、また、そうした多様な進学ルートを熟知した上で、
日本の大学がどう接続制度を構築していくのか、も課題となる。第一部では、アジアからの高大接続に関する論点整理を行い、第二
部では、アジアの日本式教育を行う各教育機関から現状と課題を指摘頂く。第三部では、九州大学の各部局から国際アドミッション
の課題をご指摘頂く。シンポジウム全体を通して、アジアの高大接続場面で見られる諸課題を概観し、これからの我が国における国
際アドミッションのあり方を議論する。

※九州大学教育学部では、平成31年度より、日本人と留学生が共修する国際コースを開設し、私費留学生入試と帰国子女入試を統合して、新たに国際入試を開始した。
その経緯と狙いについても解説を行う。

　本シンポジウムは、令和2年度九州大学ウェビナー100「アジアの日本式教育からの高大接続̶国際アドミッションの新潮流」（申請代表者：木村拓也）、平成31年～令和
３年度九州大学教育の質向上支援プログラム(NEEP)「アジア研究拠点の展開に資するアジア各国における留学生獲得拠点の形成」（取組代表者：木村拓也）、及び、日
本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(B)「日本式教育の海外往還による多文化革新カリキュラムの構築に関する国際比較研究」（研究代表者：竹熊尚夫）
（20H1644）、日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)「大学進学地域移動の計測手法の開発とその適用」（研究代表者：木村拓也）（19K02564）の成果の一部
である。

アジアからの高大接続

https://forms.gle/2PGkLsBiePwVzpFx6

-国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育-

九州大学webinar100 国際シンポジウム

【申込方法】
以下の URL 又は QR コードから必要事項を記入の上、お申込みください。
お申込みいただいた方には後日メールにて、 Zoom リンクをお送りします。

２００名

対象

国際アドミッションに
関心のある
大学教職員
高校教職員

3/8(月）

【問い合わせ先】

九州大学教育学部教育計画・測定評価論研究室
symposium@pme.kyushu-u.ac.jp

定員申し込み締め切り
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アジアからの高大接続
―国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育―

令和3年度九州大学QRプログラム
つばさプロジェクト採択課題（整理番号01261）

アジアとの高大連携の効果測定と高大接続の
制度設計に関する文理融合・分野横断研究

研究成果報告書1



令和３年度九州大学QRプログラム
つばさプロジェクト採択課題（整理番号01261）

アジアとの高大連携の効果測定と高大接続の
制度設計に関する文理融合・分野横断研究

研究成果報告書１

九州大学 webinar100 国際シンポジウム報告書

アジアからの高大接続
―国際アドミッションにおける日本式教育と予備教育―
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